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1 はじめに 

1.1 安全マネジメントシステムの重要性 

1.1.1 日本における運輸安全マネジメントシステム 

日本においては、数多くの重大事故、とりわけ 2005 年頃に、鉄道・自動車・海運・航空分

野でヒューマンエラーに起因する事故・トラブルが多発しており、その教訓を踏まえ、運

輸安全マネジメント制度が確立されてきた。 

2005 年に発生し、107 名の死者を出したＪＲ福知山線の脱線事故では、些細なトラブルや

インシデントの報告が日勤教育(過度な再教育システム)や懲罰処分に使われており、現場

側の大きな負担となっていたことが分かった。事故の直接的な原因は運転士のヒューマン

エラーではあったが、運転士がヒューマンエラーを起こした根本的な背景は、会社の運転

士に対する管理方法が関与した可能性が高い、と結論づけられた。 

これらの事故に共通する原因として、「経営陣の安全確保に対する関与が不十分」、「経営・

現場間の意思疎通・情報共有が不十分」の二点が挙げられた。 

この教訓を背景に、対策委員会が開催され、翌年の 2006 年 10 月から我が国では運輸安全

マネジメント制度が開始された。運輸安全マネジメントは、鉄道事業のみならず、全ての

運輸事業に適用されるものである。 

運輸安全マネジメント制度においては、運輸事業は人命を預かる事業として、「輸送の安

全確保は運輸事業の根幹を成す」ことが第一義として示されている。すなわち、ひとたび

事故を起こすと、物理的な損害のみならず、人命が失われる、さらには鉄道事業の信頼が

失われ、事業そのものが存続しなくなることを運輸事業に関わるすべての関係者が肝に銘

じることが重要である。 

また、日本の運輸安全マネジメント制度においては、事故の原因や責任を個人に帰属

させるのではなく、組織としての「安全意識の浸透」や「安全管理体制の構築」を求

めている。 

さらに、運輸安全マネジメント制度においては、安全性向上の実効性を高めるため、

事業者自らが自主的かつ積極的に輸送の安全の取組みを推進し、PDCA サイクルによ

り構築した安全管理体制を継続的に改善することを求めている。 
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出典: 国土交通省資料を JICA 専門家チームにて修正 

図 1-1  日本における運輸安全マネジメントシステムの概要 

 

1.1.2 他の国における安全マネジメントシステム 

日本が支援を行っている都市鉄道においては、インフラ整備と合わせ運輸安全マネジメン

トにおいても支援を行っている。例えば 2019 年に開業したジャカルタの MRTJ が運行す

る MRT 南北線においても規程・マニュアルの作成支援を継続的に実施しており、開業後

に大きな事故は発生していない状況である。 

また、現在開業に向け建設が進むホーチミン 1 号線においても安全管理部門などの人材育

成、組織体制の構築支援が行われている。 

その他、シンガポール（SRMT）や香港（MRT）といったアジアにおいて都市交通が発展

した主要な都市においても運輸安全マネジメント制度が確立されており、継続的な運用が

なされている。 
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1.1.3 ダッカ MRT への安全マネジメントシステムの適用 

ダッカ MRT はバングラデシュで初めての都市鉄道であり、高頻度・多数の乗客の輸送が

見込まれる。そのため、日本で長年かけて構築された安全マネジメント制度をダッカ MRT

にも導入し、事故リスクを低減することが望まれる。 

また、ダッカ MRT は初の都市鉄道でありバングラデシュ国民の関心も非常に高い。その

ため、安全で高品質の輸送サービスを提供することにより、鉄道に対する市民の信頼性が

高まり、ひいては鉄道利用促進による渋滞緩和等の社会問題解決支援に寄与するものと期

待する。 

 

1.2 本プロジェクトの背景と目的 

ダッカ MRT の実施機関として建設事業を行っているダッカ都市鉄道会社(DMTCL)は、道

路交通橋梁省(MORTB)、道路局(Road Division)が大多数の株式を保有する公社組織として、

MRT6 号線の実施開始に合わせ 2013 年に設立された。2022 年末からの MRT6 号線開業後

は DMTCL が鉄道事業者として MRT の運営・維持管理を行っている。 

本プロジェクトの実施初期の時点において、DMTCL は 6 号線、1 号線、5 号北線および南

線の建設事業実施機関として職員の雇用を進めている。しかしながら職員の多くが、道路・

国道部(RHD: Roads and Highway Department)や公共事業局(PWD: Public Work Department)か

らの出向者や退職者から形成され、出向者は開業後は原則原籍の組織へ戻ることが予定さ

れ、DMTCL は運営・維持管理段階での鉄道事業者としての動機付けができていない状況

であった。 

また、鉄道事業者として必須の鉄道運営経験のある人材は、本プロジェクトの実施初期の

段階においてバングラデシュ国鉄(BR: Bangladesh Railway)等からの少人数に限られており、

新規雇用の職員に対し、ダッカ都市交通整備事業のジェネラル・コンサルティングサービ

ス（以下、6 号線 GC）主導で彼らへの鉄道運営維持管理に必要な知識とスキル取得の訓練

が実施されてきた。 

6 号線 GC の教育訓練が鉄道運転現業に主眼を置いた内容であるのに対し、本プロジェク

トにおいては鉄道安全に関わるマネジメント能力強化に特化し、鉄道運営経験が無く能力

向上に対し受動的な DMTCL が抱えている負のサイクルを、安全マネジメント能力を習得

することにより、運輸安全に主体的・積極的に取組む動機付けがなされ、自立した鉄道事

業者として持続的に能力向上していく正のサイクルに転換する事が目標であり、もって重

大事故の防止につなげていくことを目的としている。 
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出典: JICA 専門家チーム 

図 1-2  現状認識とあるべき姿 

 

1.3 6 号線 GC と本プロジェクトとの関連  

6 号線 GC では、開業に向けた詳細設計・入札支援・施工監理を中心に行っており、開業

後の運営に向けた教育訓練等も実施してきた。 

6 号線 GC においてはあわせて都市鉄道の運行や維持管理に必要となる、技術的なマニュ

アルや規程類の策定を進めてきているとともに、必要な鉄道分野の人材確保を進めてきて

いる。 

他方で開業に向けては DMTCL の組織としての安全マネジメントシステムの意識啓発、安

全管理体制の構築、安全管理規程類の整備を図る必要がある。本業務は、6 号線 GC とも

緊密に連携しつつ、DMTCL 自らが考え、組織的な安全マネジメントシステムを構築して

いけるよう、日本の技術や経験も踏まえ技術協力を行っていくプロジェクトである。 

 

1.4 期待される成果 

具体的な期待される成果として、大きく分けて以下の二つがあり、具体的にはそれぞれ 7

つと 6 つの活動が設定されている。  
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アウトプット１：「安全に関して優先度の高い規程やマニュアルが作成される。」   

 1-1: 安全に係る綱領と方針が DMTCL の管理職レベルで議論され作成され

る。 

 1-2: 本案件の事業実施ユニット（PIU）が設立される。 （詳細は 1.4 にて後

述） 

 1-3: PIU が安全に係る優先度の高い規程やマニュアルを決定する。   

 1-4: PIU が JICA 専門家の支援により、安全に係る規程やマニュアルを議論・

作成する。 

 1-5: 安全に係る規程やマニュアルが DMTCL 内で承認・決裁される。 

 1-6: 安全に係る規程やマニュアルの実施運営に対するフォローアップ活動

が実施される。   

 1-7: 安全強化活動に係る広報活動が実施される。 

 

アウトプット２：「DMCTL により安全に係る取り組みが実施される。」 

 2-1: 承認された規程やマニュアルが DMTCL 社内で共有・周知される。   

 2-2: 安全内部監査体制が構築される。   

 2-3: 緊急対応訓練が実施され、その結果を踏まえての安全管理計画の見直

しが行われる。   

 2-4: DMTCL の安全に係る内部統制が確立される。   

 2-5: MRT6 号線の全線開業前に DMTCL による安全マネジメント活動が評

価され、専門家による助言が行われる。   

 2-6: 構築された安全マネジメント体制と運営に関する広報活動が実施され

る。 

 

1.5 カウンターパート機関及び関連機関 

下表にカウンターパート機関および関連機関を整理した。なお、バングラデシュ警察につ

いては、JICA と DMTCL 間で締結された Record of Discussion(RD)では想定されていなか

ったが、MRT の安全運行に必要であることから、DMTCL 側との議論の上関連機関に含め

ることとした。 

表 1-1  カウンターパート機関及び関連機関 

関係  相手国関係者  役割  
カウンターパー

ト  
DMTCL  6 号線はじめ現在整備中及び計画中の MRT の

運営・維持管理を担う。  

関連機関  

ダッカ都市交通調整局 
(DTCA)  

MRT やバス等のダッカ都市圏の公共交通の規

制・計画・調整を担う。メトロレール法に基づき、

DTCA の安全検査官は DMTCL に対して運行安

全に関して助言を行う。  
鉄道省(MoR)  バングラデシュ国鉄の安全性を評価し、助言を行

う。  
道路・ハイウェイ局(RTHD)  DMTCL の上位機関として鉄道省、計画省及び
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関係  相手国関係者  役割  
経済関係局等の政府機関と調整を行う。  

電力局(Power Division)  電力供給や変電所の電気システム等の安全面に

係る助言を行う。  
バングラデシュ電気通信規制委員会
(BTRC)  

通信や信号に関する事項につき、助言を行う。  

消防市民防衛局(FSCB)  駅や鉄道運行、避難訓練に関する事項につき、

消防の観点から助言を行う。  
バ ン グ ラ デ シ ュ 警 察 （ Bangladesh 
Police）  

鉄道利用客の安全管理、万が一事故や災害等が

発生した場合の連携について助言を行う。 傘下

である Dhaka Metropolitan Police (DMP)が本案件

の担当として参加した。 

出典: JICA 専門家チーム 

 

1.6 PIU の設立と役割 

本業務では、業務開始後速やかに事業実施ユニット(PIU: Project Implementation Unit)を設立

し、この PIU が本業務の中心的役割を担うことが確認されている。 

PIU は DMTCL の既存要員から選抜され、現業との掛け持ちとなる。想定される役職は役

員クラスの Director や管理職クラスの General Manager(GM)クラスとなる。下表に専門家

チームから推薦した PIU のメンバーを示す。 

表 1-2  PIU メンバーの候補（当初の JICA 専門家チームからの推薦） 

職位（Position） 人数（人） 
Director O&M 1 
DGM Safety & Quality Audit 1 
Manager Safety & Quality Audit 1 
GM 7 

出典: JICA 専門家チーム 

 

上記の専門家からの推薦を受け、DMTCL により PIU メンバーの選定が行われた。実際に

選定された PIU メンバーは後述の第 3 章の 3.11 に示した。 
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2 JICA 専門家チーム(JET)のサポートにより実施された安全マネジ

メントシステム(SMS)に関連した活動  

2.1 本プロジェクトの技術協力期間において実施された SMS 関連活動のスケジュール 

本プロジェクトの 2021 年 2 月の開始当初から本プロジェクトの終了となる 2023 年 7 月ま

での間、DMTCL による安全マネジメントシステムの構築と、MRT6 号線の安全な運行を

支援するため、JICA 専門家チームは安全マネジメントシステムに関連した様々な活動を

DMTCL と関連機関とともに実施してきた。 

本プロジェクトの技術協力期間において実施された安全マネジメントシステム関連の活

動の全体スケジュール（実際の活動の実績）を図 2-1 に示す。スケジュールにおいては、

MRT6 号線の当初の整備スケジュールと、実際の整備スケジュールも併せて記した。 

このスケジュールの活動の実績は 2023 年 7 月 19 日に開催された第４回 JCC 会議におい

て提示した。 
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出典: JICA 専門家チーム 

図 2-1  本プロジェクトの技術協力期間において実施された SMS 関連活動のスケジュール 
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3 プロジェクト成果の各項目の実施評価 

3.1 ワークプランの作成 

本プロジェクトの実施にあたり、プロジェクトの活動内容及び活動スケジュールを記した

ワークプラン（案）を作成した。 

作成したワークプラン（案）を巻末資料 1 に示す。 

 

3.2 ベンチマーク（基準値）とゴール（目標値）の設定  

本プロジェクトの実施にあたり、目標とするベンチマークとゴールを設定した。設定した

ベンチマーク及びゴールは以下の表の通りである。 

DMTCL が鉄道事業者として効果的な安全マネジメントシステム（SMS）を実施するため

の体制を構築していくため、MRT6 号線の開業前に達成すべき項目と、開業後に実施する

項目に分けてベンチマーク及びゴールを設定した。 

 

表 3-1  評価指標とベンチマーク、ゴールとデータ収集方法 

評価指標 ベンチマーク ゴール データ収集方法 
DMTCL の安

全に対する

意識 

安全意識度合 ベースライン調査結果にお

いて安全意識の向上が見ら

れる 

ベースライン調査 

安全マネジ

メントシス

テムの構築

に向けた準

備 

安全マネジメントシ

ステムの構築 
研修の理解が深まる 
研修で得た知識の社

内での周知 

社内における研修や安全に

関わる会議、レポート作成な

どが実践される。 
安全マネジメントシステム

の実施により安全な MRT の

運行が実現される。 
 

Osaka Metro の経験との比較 
DMTCL による安全マネジメン

トシステムに関する文書類の

必要に応じた改訂の実施状況

の把握 

運行開始後

の事故のリ

スク 

安全マネジメントシ

ステムの実践により

事故が発生しない 

事故に関するリスク（実際に

は事故が発生していない、事

故の芽も含む）に関する情報

が社内で共有され、事故防止

に向けた活動が実践される。  
 

運行開始後における実際の運

行に関するデータの収集（事故

件数、事故の芽情報の収集） 

出典: JICA 専門家チーム 

 

3.3 モニタリングシート Ver.1 の作成 

2020 年 8 月に JICA と DMTCL の間で合意された Record of Discussion に示された Project 

Monitoring Sheet I and II の様式に従い、3.2 の目標とするベンチマークとゴールを反映させ

た、モニタリングシート Ver.1 を作成した。モニタリングシート Ver.1 は、2021 年 11 月 1
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日に開催された第一回合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：以下、JCC）に提示

し、承認された。 

 

3.4 ワークプラン（案）の説明と議論、確認  

2021 年 2 月 25 日に開催されたキックオフミーティングで Managing Director（MD）を含

む DMTCL の主要メンバー及び JICA のメンバーが参加し、作成したワークプラン（案）

の内容が説明され、議論がおこなわれた。その結果を踏まえてワークプランの修正を行い、

DMTCL から承認を得た。 

なお、キックオフミーティングは COVID-19 の影響により、専門家チームのダッカへの渡

航は行わず、オンラインにより実施された。 

修正したワークプランを巻末資料 2 に示す。 

 

 

出典: JICA 専門家チーム 

図 3-1  キックオフミーティング (2021 年 2 月 25 日開催) 

 

3.5 ベースライン調査の実施 

前述の目標とするベンチマークとゴール及びDMTCL側とのキックオフミーティングを踏

まえ、本プロジェクトの活動実施による DMTCL 職員の安全意識の向上をモニタリングす

るためのベースライン調査を実施した。同調査は本案件の進行と MRT6 号線の整備進捗状

況に併せて、計３回の調査を行った。 

ベースライン調査の実施にあたっては、質問票の作成、質問票の配布及び回収、回答の分

析及び考察レポート作成を専門家チームが実施した。なお、第一回調査は紙媒体の調査用
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紙を基に実施し、第二回以降の調査は DMTCL のイントラネットシステムを使いオンライ

ン形式で実施した。 

 

表 3-2  ベースライン調査の概要 

 実施期間 回答者数 実施結果概要 

第一回調査 2021 年 3 月 31 日～ 
2021 年 9 月 21 日 
（MRT 運行開始前・安全

マネジメントシステム研

修実施前） 
 

68 名 案件開始時における DMTCL の安全意識

を測ることを目的に実施した。安全に対

する考え方は全体的に高いことが明ら

かとなった。一方で、エラーに対する意

識が脆弱であり、業務でミスを起こさな

い自信や機械への絶対的な信頼等が結

果から読み取れた。最新の鉄道システム

でも事故が起こるリスクがあることを

理解した上で、安全マネジメントシステ

ムを構築する必要がある。 
第二回調査 
 

2022 年 6 月 20 日～ 
2022 年 11 月 30 日 
（MRT 運行開始前・安全

マネジメントシステム研

修実施後） 
 

107 名 過去３回の研修成果を測ることを目的

に行った。研修受講生と非受講生の回答

を比較する形で成果を確認した。エラー

に対する意識は両者とも同等であり、事

故のリスクを予見できている職員がい

る。一方で、業務上でミスを起こさない

自信や機械への過度な信頼を払拭でき

ていないスタッフが存在することが明

らかとなった。本件で作成を支援した安

全方針の社員への周知や各マニュアル

を通じた教育などで安全の重要性や正

しい理解が図られる必要がある。 
第三回調査 2023 年 5 月 28 日～ 

2023 年 7 月 9 日 
（MRT 運行開始後） 

37 名 第二回までの調査と比較し、安全意識に

対する設問の正答率が増加し、安全意識

の向上が見られる。 

出典: JICA 専門家チーム 

 

各回において作成した質問票、及び分析結果については巻末資料 3 に示した。 

また、開業前の調査では上述の DMTCL 職員に加え、将来的に MRT を利用する可能性の

あるダッカ市内の一般市民に対しても、2021 年 9 月 6 日から 23 日の 18 日間にかけて意

識調査を実施した。 

一般市民の意識調査の分析結果を巻末資料 4 に示した。 

 

3.6 定期的なモニタリングの実施と成果の確認 (JCC にて実施) 

プロジェクトの進捗状況を報告するとともに、3.2 において設定した目標とするベンチマ

ークとゴールの達成状況をモニタリングするため、専門家チーム、DMTCL の他、JICA 関

係者、MRT の SMS の実施に関連する機関が参加する JCC を開催した。JCC は毎年２回程

度の頻度での開催を目標としていたが、MRT6 号線の整備進捗状況も勘案し、実際には下

記の日程で開催された。 
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各回の JCC では、プロジェクトの進捗状況の報告やモニタリングシートによる目標とする

ベンチマークとゴールの達成状況の報告の他、DMTCL が安全マネジメントシステムの活

動を実施するための体制の確立に向けた議論も行われた。 

各回の JCC の提示資料を巻末資料 5 に示す。また、各回の JCC の参加者入りの議事録を

巻末資料 6 に示す。 

 

表 3-3  JCC の概要 

 開催日 議題 
第一回 
JCC 
 

2021 年 
11 月 9 日 
 

1. Self-introduction 
2. Opening Remarks by DMTCL  
3. Welcome Remarks by Director, JICA HQ  
4. Presentation 
- Outline of Technical Cooperation and the Project – JICA HQ  
- Introduction and Progress on SMS activities – Expert Team 
- Project Monitoring Sheet – Expert Team 
5. Discussion 
6. Mission Remarks by Senior Representative, JICA Bangladesh  
7. Closing Remarks by DMTCL 

第二回 
JCC 

2022 年 
4 月 21 日 
 

1. Opening Remarks by DMTCL 
2. Opening Remarks by Transportation Group, Infrastructure  
Management Department, JICA HQ 
3. Review of 1st JCC meeting 
4. Presentation 
 - Introduction of the Project Progress – Expert Team 
- Introduction of Response to Emergency Situation – Expert Team 
- Update of Project Monitoring Sheet – Expert Team 
- Way Forward (Project Work Plan) – Expert Team 
5. Discussion 
6. Closing Remarks by DMTCL 

第三回 
JCC 

2023 年 
2 月 7 日 
 

1. Opening Remarks by DMTCL 
2. Opening Remarks by Senior Representative, JICA Bangladesh Office 
3. Review of 2nd JCC meeting 
4. Presentation 
 - Introduction of the Project Progress – Expert Team 
- Introduction of on-going/further activities related to Safety 
 Management System in MRT Line-6 operation – Expert Team 
- Update of Project Monitoring Sheet – Expert Team 
 - Way Forward (Project Work Plan) – Expert Team  
5. Discussion 
6. Closing Remarks by DMTCL  

第四回 
JCC 

2023 年 
7 月 19 日 
(日本とバングラ

デシュとを接続

しハイブリッド

形式で実施) 

1. Opening Remarks by DMTCL 
2. Opening Remarks by Transportation Group, Infrastructure  
Management Department, JICA HQ 
3. Review of 3rd JCC meeting 
4. Presentation 
 - Introduction of Project Output – Expert Team 
- Introduction of Response to Emergency Situation – Expert Team 
- Update of Project Monitoring Sheet – Expert Team 
- Way Forward for implementation of SMS – Expert Team 
5. Commitment of Top Management for Ensuring Safety and 
 Establishment of SMS in DMTCL  
6. Closing Remarks by DMTCL 

出典: JICA 専門家チーム 
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出典: JICA 専門家チーム 

図 3-2  第二回 JCC (2022 年 4 月 21 日開催) 

 

3.7 モニタリングシートの更新  

前述の目標とするベンチマークとゴールの状況、及びプロジェクトの進捗状況をモニタリ

ングするため、モニタリングシート Ver.1 を基にモニタリングシートを更新した。更新さ

れたモニタリングシートは各回の JCC で提示・説明を行い、出席者の承認を得た。 

作成したモニタリングシートは、JCC の提示資料とともに巻末資料に示した。 

 

3.8 研修の実施 

バングラデシュにおいて初の都市鉄道となる MRT6 号線の運行事業者となる DMTCL に

向けて安全マネジメントシステムに関する様々な研修を実施した。 

プロジェクト実施初期の時点では、COVID-19 の影響により対面での研修の実施が困難で

あったため、オンラインでの研修を実施した。その後、行動制限の緩和が進み、ダッカで

対面の研修を実施が可能となった。その後、日本及び第三国での研修の受け入れ態勢が整

い、DMTCL の職員の海外渡航も可能となったことで、本邦研修やジャカルタでの第三国

研修の実施も可能となった。 

 

3.8.1 ダッカにおけるオンライン/対面の研修及びワークショップの実施 

プロジェクト開始年度の 2021 年から 2022 年にかけ、ダッカに専門家チームが渡航し、将

来的に MRT の運行に関わると期待される DMTCL の職員と、異常時などにＤＭＴＣＬが

連携して活動する必要のある関係機関の職員（RTHD,FSCD,DMP など）へ安全マネジメン

トシステムや関連する内容について研修を実施した。 

ダッカで実施された研修では、都市鉄道の運行や事故・安全に関する知識や経験を持たな

い DMTCL の職員に留意して、都市鉄道の運営に必要な基礎知識や日本で発生した鉄道の

重大事故の経験やその経緯をまず紹介した。その上で本プロジェクトの安全マネジメント

システムの基本となる運輸安全マネジメント制度が日本で整備された背景、日本の鉄道事
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業者が運輸安全マネジメント制度の中で実施している具体的な活動内容、組織体制などを

参加者が理解するための研修とした。 

なお、2021 年 7 月に行った研修では、当初対面で研修を実施するため専門家チームがダッ

カに渡航し準備を行っていたが、バングラデシュ政府の行動制限により専門家チームが滞

在ホテル内の会議室からオンラインにて研修を実施した。 

2021 年 10 月以降の研修はすべて対面にて実施した。 

各研修では、理解度を確認するための小テストを実施した。また、研修参加者の自らの職

場でどのように安全マネジメントシステムを実践していくかを考察してもらうための宿

題を参加者に提示し、各参加者からの回答を得た。なお、下表に示す安全マネジメントシ

ステムの 3 回の研修の他、安全マネジメントシステムにおける安全確認の基本動作に関わ

る実践的な研修として、自由参加形式での指差喚呼のトレーニングを 1 回開催した。 

各研修において作成した資料は巻末資料 7 に示した。 

 

表 3-4  ダッカにおける研修実施状況の概要  

 実施日 参加者数 プログラム（概要） 
第１回 
研修 
（オンラ

イン） 
 
 

[第一バッチ] 
2021 年 
7 月 2 日～7 月 3 日 
 
[第二バッチ] 
2021 年 
7 月 9 日～7 月 10 日 
 
[第三バッチ] 
2021 年 
7 月 16 日～7 月 17 日 
 

[第一バッチ ] 18 
名 
 
[第二バッチ] 17 名 
 
[第三バッチ] 20 名 
  
 合計: 55 名 

Self introduction 
Introduction of Osaka Metro 
Railway Characteristics and Safety Assurance 
Mechanism 
Japanese Railway Accidents and Lessons 
Learned 
Development of Safety-First Corporate Culture 
Introduction of Safety Management 
System(SMS) in Japan 
Introduction of SMS in Osaka Metro 

第 2 回 
研修 
（対面） 
 

[第一バッチ] 
2021 年 
10 月 8 日～10 月 9 日 
 
[第二バッチ] 
2021 年 10 月 21 日 
 
[第三バッチ] 
2021 年 10 月 24 日 

[第一バッチ] 18 名 
 
[第二バッチ] 20 名 
 
[第三バッチ] 20 名 
 
 合計 : 58 名 
 

Review of 1st Training 
Roles and responsibility of each position 
Safety Related Documents 
Presentation from the participants 
Potential Risk in each site 

第 3 回 
研修 
（対面） 

[第一バッチ] 
2022 年 4 月 12 日 
 
[第二バッチ] 
2022 年 4 月 18 日 
 

[第一バッチ] 25 名 
 
[第二バッチ] 29 名 
 
 合計: 54 名 
 
* RTHD, DMP, 
FSCD を含む 
 

Practical Daily SMS Activities  
Response to Emergency Situation 
Emergency Drill in Exhibition Center 
(using Mock-up train)  
Review meeting of Emergency Drill 
 

第 4 回 
研修 
（対面） 
 

[第一バッチ] 
2022 年 7 月 19 日 
 
[第二バッチ] 

(出欠を取らない

オープンスタイル

で実施) 

Importance and effect of conducting Basic safety 
action “Shisa-kanko” 
Demonstration of “Shisa-kanko” practice 
software 
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 実施日 参加者数 プログラム（概要） 
2022 年 7 月 20 日 

出典: JICA 専門家チーム 

 

 

出典: JICA 専門家チーム 

図 3-3  ダッカにおける研修の実施状況 (2022 年 7 月 20 日実施) 

 

DMTCL 内における安全マネジメントシステムに関わる文書類の構築に向けた議論や現場

の能力向上を目的としたワークショップをダッカにて対面で計 3 回開催した。開催したワ

ークショップの概要は下表の通りである。 

研修、ワークショップで作成した資料は多岐にわたるため、今後の DMTCL 内での研修で

の活用も見据え、電子データ一式を DMTCL 側に提供した。 

各ワークショップにおいて作成した資料および議論の内容を巻末資料 8 に示した。 

 

表 3-5  ダッカにて実施したワークショップの概要  

 実施日 参加者数 プログラム（概要） 
第１回 
ワーク 
ショップ 
 
 

2021 年 
10 月 7 日～ 
10 月 11 日 
 

11 名 Outline of Safety Documents and Safety Policy 
Discussion on the Contents to be included into 
the Safety Policy 
Discussion on Implementation of Safety Policy 

第２回 
ワーク 
ショップ 
 
 

2022 年 
2 月 8 日～ 
2 月 10 日 
 
 

20 名 
 
*RTHD, DTCA, FSCD, 
DMP, BR, DNCC, 
DSCC を含む 

Introduction of Emergency response and related 
document structure 
(including examples of Osaka Metro) 
Discussion on the classification of emergency 
types and those levels 
Discussion on each role in emergency response 
and DMT (Disaster Management Team) 
Comments/ final remarks from Osaka Metro 

第３回 
ワーク 
ショップ 

2022 年 
8 月 8 日～ 
8 月 10 日 

19 名 
 

Outline of Internal Safety Audit System 
Discussion on Internal Safety Audit System in 
DMTCL 
Open Discussion on SMS activities 

出典: JICA 専門家チーム 



バングラデシュ国 MRT6 号線安全マネジメント構築支援プロジェクト 
事業完了報告書               

 

3-8 

 

 
 

出典: JICA 専門家チーム 

図 3-4  第二回ワークショップ (2022 年 2 月 8 日・2 月 10 日開催) 

  

出典: JICA 専門家チーム 

図 3-5  第三回ワークショップ (2022 年 8 月 8 日・8 月 10 日開催) 

3.8.2 本邦研修の開催 

MRT6 号線の営業運転開始前に、日本における都市鉄道の運営や安全マネジメントシステ

ムが実践されている職場の状況を学ぶため、将来的に MRT の運行やその管理に携わると

期待される DMTCL の職員を中心としたメンバーを対象に、本邦研修を 2 バッチに分けて

実施した。 

本邦研修の対象メンバーは、JICA 専門家チームより各バッチのメンバーを推薦し、DMTCL

側において人選を行い、メンバーの確定を行った。 

本邦研修の概要は下記の通りである。Osaka Metro の各現場視察（営業列車の運転台の試

乗を含む）及び Osaka Metro の研修施設の視察、安全マネジメントシステムに関する各種

講義及びディスカッション、その他日本の鉄道文化に関する現場視察などのプログラムを

実施した。 

なお、本邦研修で作成した資料は安全について幅広く触れられた内容となっているため、

今後 DMTCL 内での研修で活用などを見据え、電子データ一式を DMTCL 側に提供した。 

 

 



バングラデシュ国 MRT6 号線安全マネジメント構築支援プロジェクト 
事業完了報告書               

 

3-9 

 

表 3-6  本邦研修の実施状況の概要 

研修名 実施期間 参加者数 
本邦研修 
（第一バッチ） 

2022 年 9 月 21 日～9 月 30 日 12 名 
(DMP を含む） 

本邦研修 
（第二バッチ） 

2022 年 10 月 25 日～11 月 2 日 15 名 
(RHTD を含む) 

出典: JICA 専門家チーム 

 

表 3-7  本邦研修参加者（第 1 バッチ） 

名前 役職 所属 
Krishna Kanta Biswas Additional Project Director DMTCL, Line-6 
Md. Zakaria Additional Project Director DMTCL, Line-6 
Nasir Uddin Ahmed Director Operation & Maintenance DMTCL 
Shanti Moni Chakma Deputy Project Director DMTCL, Line-6 
Mahammad Shahjahan Project Manager 1 DMTCL, Line-6 
Md. Abdur Rahman System Analyst DMTCL 

Md. Abu Bakor Siddique 
Assistant Manager [Mechanical (Bogie & 
Pneumatics)] 

DMTCL 

Md. Uzzal Hossain Assistant Engineer (Mechanical)(CP-08) DMTCL 

Mohd. Abdus Salam Assistant Manager (Electric) DMTCL 

Abu Rayhan Muhammad Saleh Joint Police Commissioner (Traffic-North) 
Dhaka Metropolitan 
Police 

出典: JICA 専門家チーム 

 

表 3-8 本邦研修プログラム（第 1 バッチ） 

日付 研修内容 
9 月 20 日(火) [移動]ダッカ→バンコク、バンコク→羽田 
9 月 21 日(水) [移動]バンコク→羽田、羽田→JICA 関西センター 

[オリエンテーション]JICA 関西センターによるオリエンテーション 
9 月 22 日(木) [講義]Osaka Metro の紹介 

[講義]安全報告書のフリーディスカッション 
[講義]安全担当の役割と責任 

9 月 23 日(金) 休み 
9 月 24 日(土) 休み 
9 月 25 日(日) 歴史街道プログラム 
9 月 26 日(月) [視察]人材教育センター館内設備視察 

[講義]現場マネージャー（管理者）の役割と責任 
[講義]安全輸送の心構えと取り組み（乗務員・駅務員） 
[講義]エラー防止策と社員の安全確保（技術） 

9 月 27 日(火) [視察]駅における朝ラッシュの状況確認 
[視察]駅構内の消防・防災設備、避難経路、浸水対策等の視察 
[視察]可動式ホーム柵・非常停止合図装置等の取り扱い 
[視察]乗務所における具体的な安全活動の視察 
[講義]鉄道輸送の安全を脅かす脅威と対策 
[講義]Osaka Metro 異常事態基本細則の説明と討議 

9 月 28 日(水) [視察]電気設備の安全確認及び保守作業の視察 
[講義]輸送の生命館の存在意義及び社内研修の取り組み 
[視察]輸送の生命館の展示物説明 
[視察]緑木車両工場における安全行動の視察 

9 月 29 日(木) [講義]バリアフリーの取り組みと体験 
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日付 研修内容 
[講義]大阪メトロサービスとの座談会 

9 月 30 日(金) [発表]研修の成果発表 
[発表]決意表明カードの作成と発表 
[閉講式]JICA 研修プログラム修了証授与 
[移動]関西空港→シンガポール 

10 月 1 日(土) [移動]シンガポール→ダッカ 

出典: JICA 専門家チーム 

 

表 3-9  本邦研修参加者（第 2 バッチ） 

氏名 役職 所属 
Mohammad Abdur Rouf Company Secretary DMTCL 
Md. Moshiur Rahman Director (Planning and Development) DMTCL 
Shaikh Khaliur Rahman General Manager (Electric), DMTCL 
Md. Iftikhar Hossain General Manager (Operation) DMTCL 
A.B.M. Arifur Rahman Project Manager-5 DMTCL, Line-6 

Mohammad Shaiful Islam 
Project Manager (Environment & Health 
Safety) 

DMTCL, Line-1 E/S 

Mst. Maushumi Habib Deputy Project Director (PR) DMTCL, Line-6 
Md. Zahidur Islam PS to MD DMTCL 
Samiul Kadir Assistant Engineer (Electrical) DMTCL, Line-6 
Raihan Khalil Assistant Manager (Train Operation) DMTCL 

Mohammad Raihan Farque 
Assistant Manager (Inspection& Planning 
Monitoring) 

DMTCL 

Swarno Kanti Sarker 
Assistant Manager 
(Mechanical)(Aircon&Door) 

DMTCL 

Asma Akhtar Station Controller DMTCL 
Moriom Afiza Train Operator DMTCL 

Muhammad Sher Mahbub Murad Deputy Secretary 
Road Transport and 
Highway Division 

出典: JICA 専門家チーム 

 

表 3-10  本邦研修プログラム（第 2 バッチ） 

日付 研修内容 
10 月 24 日(月) [移動]ダッカ→バンコク→関西 
10 月 25 日(火) [移動]バンコク→関西、関西→JICA 関西センター 

[ブリーフィング]]JICA 関西センターによるブリーフィング 
[オリエンテーション]専門家チームによるオリエンテーション 

10 月 26 日(水) [講義]Osaka Metro の紹介 
[講義]安全報告書のフリーディスカッション 
[講義]安全担当の役割と責任 
[講義]現場マネージャー（管理者）の役割と責任 

10 月 27 日(木) [視察]人材教育センター館内設備視察 
[講義]エラー防止策と社員の安全確保（技術） 
[講義]安全輸送の心構えと取り組み（乗務員・駅務員） 
[講義]バリアフリーの取り組みと体験 

10 月 28 日(金) [視察]駅における朝ラッシュの状況確認 
[視察]駅構内の消防・防災設備、避難経路、浸水対策等の視察 
[視察]可動式ホーム柵・非常停止合図装置等の取り扱い 
[視察]乗務所における具体的な安全活動の視察 
[講義]鉄道輸送の安全を脅かす脅威と対策 
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日付 研修内容 
[講義]Osaka Metro 異常事態基本細則の説明と討議 

10 月 29 日(土) 休み 
10 月 30 日(日) 京都鉄道、歴史見学プログラム 
10 月 31 日(月) [視察]電気設備の安全確認及び保守作業の視察 

[講義]輸送の生命館の存在意義及び社内研修の取り組み 
[視察]輸送の生命館の展示物説明 
[視察]緑木車両工場における安全行動の視察 

11 月 1 日(火) [講義]大阪メトロサービスとの座談会 
[発表]研修の成果発表 
[発表]決意表明カードの作成と発表 
[閉講式]JICA 研修プログラム修了証授与 

11 月 2 日(水) [移動]関西空港→シンガポール→ダッカ 

出典: JICA 専門家チーム 

 

 

出典: JICA 専門家チーム 

図 3-6  本邦研修実施状況 

 
安全マネジメントシステムの実施には、トップマネージャーがその重要性を理解し、関与

することが不可欠である。日本における鉄道の安全運行管理や安全への心構え、鉄道事業

者のトップとしての安全マネジメントシステムに対する役割を学ぶため、本邦招へいを実

施した。 

本邦招へいのメンバーは、DMTCL の Managing Director (MD) 及び MRT6 号線の運行や職

員養成に上位レベルで携わる DMTCL 職員及び、DMTCL の運営監督を行う監督省庁のメ

ンバーを JICA 専門家チームより推薦し、DMTCL がメンバーの最終選定および確定を行

った。 

本邦招へいの概要は下記の通りである。Osaka Metro の各現場視察及び Osaka Metro の研修

施設の視察、Osaka Metro 経営層との安全マネジメントシステム構築に関する意見交換を

実施した。その他、本邦招へい期間中に安全委員会に向けた準備会議を開催し、同会議に

おいて JICA 専門家チームの支援で準備した安全文書を活用し、今後の安全マネジメント

活動が行っていくことが確認された。また、第４回 JCC を開催し本件の成果の確認や

DMTCL の持続的な発展について議論がなされた。 
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表 3-11  本邦招へいの概要 

出典: JICA 専門家チーム 

 

表 3-12  本邦招へい参加者 

氏名 役職 所属 

Mr. M.A.N. Siddique Managing Director 
Dhaka Mass Transit 
Company Limited 

Mr. Md. Aftabuddin Talukder Project Director of MRT Line-6 
Dhaka Mass Transit 
Company Limited 

Mr. Md. Zahid Hossain Additional Secretary (Urban Transport Wing) 
Road Transport and 
Highways Division 

Mr. A K M Hafizur Rahman 
Additional Executive Director (Mass Transit) 
(Joint Secretary) 

Dhaka Transport 
Coordination Authority 

Mr. Khondaker Ehteshamul Kabir 
Additional Project Director (Admin & 
Finance) 

Dhaka Mass Transit 
Company Limited 

Mr. Md. Saidur Rahman Principal of MRT Training Center 
Dhaka Mass Transit 
Company Limited 

出典: JICA 専門家チーム 

 

表 3-13  本邦招へい日程 

日付 内容 
7 月 17 日(月) [移動]ダッカ→シンガポール 
7 月 18 日(火) [移動]シンガポール→関西、関西→日航ホテル 
7 月 19 日(水) [視察]うめきたプロジェクトの紹介と MRT と合わせた TOD 開発の取組視察 

[会議]Joint Coordination Committee(JCC) 
[会議]安全委員会準備会議 

7 月 20 日(木) [視察]Osaka Metro 管内鉄道視察（御堂筋線） 
[講義]乗務所における安全活動視察（中百舌鳥乗務所） 
[講義]運輸安全マネジメント制度・トップの役割 
[視察]輸送の生命館 

7 月 21 日(金) [講義]Osaka Metro の紹介  
[講義]Osaka Metro 役員との意見交換 
[発表]決意表明カードの作成と発表 
クロージングセレモニー 

7 月 22 日(土) [移動]関西空港→シンガポール→ダッカ 

出典: JICA 専門家チーム 

  

 実施期間 参加者数 
本邦招へい 
（経営層対象） 

2023 年 7 月 18 日～7 月 21 日 6 名 
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出典: JICA 専門家チーム 

図 3-7  本邦招へいの実施状況 

 

3.8.3 第三国研修の実施 (インドネシア、ジャカルタ)  

インドネシア・ジャカルタの MRT Jakarta は、DMTCL と同様に日本の円借款により整備

が進められ、2019 年に開業した都市鉄道である。2022 年 12 月に MRT の運行を開始した

DMTCL にとって先輩格の都市鉄道と位置付けられ、MRT Jakarta の運行や運営に関する経

験や、安全マネジメントシステムに関する取組みは、運行開始間もない DMTCL にとって

有意義であると考えられる。 

そのため、DMTCL の運行へ直接的に携わるメンバーを対象とした第三国研修を 2023 年 3

月 15 日～3 月 21 日の日程で MRT Jakarta の研修施設で実施した。 

第三国研修では、MRT Jakarta による安全運行に関する講義及び現場視察の他、JICA 専門

家チームによる講義、及び今後 DMTCL が安全マネジメントシステムを構築して実施する

ことについてディスカッションが行われた。 

研修の開講式及び閉講式では、リモートで JICA や Osaka Metro からの挨拶も行われた。 

第三国研修における DMTCL 側からの参加者、及びプログラムを下記に示す。 

MRT Jakarta 側で準備した研修資料及び JICA 専門家チーム側から準備した資料を巻末資料

9 に示した。 
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表 3-14  第三国研修の参加者リスト  

No. 氏名 所属 役職 
1 Md. Nazmul Alam DMTCL Assistant Engineer (Mechanical) 

2 Md. Sajid Hasan DMTCL 
Assistant Manager 
(Operation Control Center Management) 

3 Md. Kamrul Hasan Sagor DMTCL Station Controller 
4 Md. Jahangir Alom DMTCL Station Controller 
5 Md. Abdullah Al Rashed DMTCL Train Operator 

出典: JICA 専門家チーム 

表 3-15  第三国研修のプログラム 

No 活動分類 活動内容 時間  所要 
DAY1 (Thu, 16 Mar 2023) 
1 

In-Class 
Opening ceremony (Management Speech - MRT Jakarta) 08.00-08.30 0.5 

2 
Introduction of SMS activities in Dhaka (chaired by Nippon 
Koei) 08.30-09.00  

3 
In-Class 
Training History of MRT Jakarta ＆ MRT Jarakta Corporate Values 09.00-10.30 1.5 

4 
In-Class 
Training MRT Jakarta Railway Systems  10.30-12.00 1.5 

5  Lunch  12.00-13.30  

6 
In-Class 
Training MRT Jakarta Operations  13.30-15.00 1.5 

7 
In-Class 
Training Crowd Control Management 15.00-16.00 1 

8  Break  16.00-16.15  

9 
In-Class 
Training Risk Management  16.15-17.15 1 

DAY2 (Fri, 17 Mar 2023) 

1 
In-Class 
Training MRT Jakarta Engineering Design  08.30-10.00 1.5 

2  Break  10.00-10.15  

3 
In-Class 
Training Safety Management system  10.15-11.45 1.5 

4  Friday Prayer + Lunch  11.45-13.30  
5 

Site visit 
Workshop 13.30-15.30 2 

6 Signaling    
7 Track (Depot Area)   
8  Break  15.30-15.45  
9 Site visit  Warehouse  15.45-17.15 1.5 
DAY3 (Sat. 18 Mar 2023) 

1 
In-Class 
Training Railway Safety  09.00-10.30 1.5 

2  Break  10.30-10.45  

3 
In-Class 
Training Emergency Preparedness  10.45-12.15 1.5 

4  Lunch  12.15-13.30  
5 Site visit  OCC ＆ Train Driver 13.30-15.00 1.5 
6 Site visit  Security, Safety & Emergency Equipment 15.30-17.00 1.5 
7 Site visit  Stations (Window Time) 23.00-01.00 2 
DAY4 (Mon, 20 Mar 2023) 

1 
In-Class 
Training Incident & Accident Investigation  08.30-10.00 1.5 

2  Break 10.00-10.15  

3 
In-Class 
Training Documentation Procedure  10.15-11.45 1.25 

4  Lunch  11.45-13.00  

5 
In-Class 
Training Inspection & Audit  13.00-14.30 1.5 

6  Break  14.30-14.45  
7 In-Class Management Session - Nippon Koei  14.45-15.00  
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No 活動分類 活動内容 時間  所要 
Training 

8 
In-Class 
Training Management Review & Discussions  15.00-16.30 1.5 

9  Closing Ceremony (by Buisiness Expansion Division) 16.30-17.00  

出典: JICA 専門家チーム 

 

 

出典: JICA 専門家チーム 

図 3-8  第三国研修実施状況 

 

3.8.4 トレーナー研修(ToT)の実施 

MRT6 号線は 2023 年 6 月現在、Uttara North から Agargaon の区間で時間帯を限定（8-20 時

（金曜定休日））して運行されているが、今後 Agargaon から Motijheel までの区間の開業や

運行時間帯が拡大されていく見込みである。それに伴い、運行に関わる職員の新規雇用や

研修も順次進められている状況である。 

安全マネジメントシステムの全社的な普及のためには、新規に雇用される職員も含めた

DMTCL の全職員へ安全マネジメントシステムに関する研修を継続的に実施していくこと

が重要である。 

そのためには本プロジェクトの終了後もDMTCLが継続的かつ全社的に安全マネジメント

システムの研修を進めていく必要がある。具体的には DMTCL 内に設置されたトレーニン

グセンターを活用し、これまでに JICA 専門家チームから研修を受けた DMTCL の職員自

らが講師となり、DMTCL の他の職員に研修を行う仕組みであるトレーナー研修（Training 

of Trainers：以下、ToT）を構築していくことが重要である。 

ToT の取組みとして、DMTCL のトレーニングセンターが主催する新入社員向けの研修プ

ログラムで、安全マネジメントシステムに関するセッションが設けられ、JICA 専門家チー

ムの研修を受講した DMTCL 職員が講師を務める研修が 2023 年 5 月 16 日に実施された。

JICA 専門家チームは研修資料作成のサポートを行うとともに、オンラインで同研修に参

加し、支援を行った。 
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2023 年 7 月 19 日に開催された第 4 回 JCC においても、DMTCL のトレーニングセンター

所長(Principal)である Saidur Rahman 氏より、今後も DMTCL 内における安全マネジメント

システムに関する内部研修の取組みについての説明があり、ToT の取組みは継続的に行わ

れる見込みである。 

 

 

出典: JICA 専門家チーム 

図 3-9  トレーナー研修後の講師による DMTCL 内での研修の実施 (2023 年 5 月 16 日開

催) 

3.9 研修及びコミュニケーション機材の調達  

本プロジェクトにおいては、当初 COVID-19 による渡航制限などにより、DMTCL とオン

ラインでの会議や研修が実施された。円滑なコミュニケーションを図るため、オンライン

会議システム（マイク/カメラ）を日本側、バングラデシュ側それぞれに設置した。また、

研修の記録や広報活動での使用を目的に、ウェアラブルカメラを用いた。 

  

出典: JICA 専門家チーム 

図 3-10  調達機材 (左: オンライン会議システム, 右: ウェラブルカメラ) 

 



バングラデシュ国 MRT6 号線安全マネジメント構築支援プロジェクト 
事業完了報告書               

 

3-17 

 

3.10 事業完了報告書の作成  

プロジェクト期間内に実施した一連の SMS に関わる活動と JICA 専門家チームからの技

術協力内容をとりまとめ、カウンターパート組織である DMTCL と JICA 専門家チームが

共同で 事業完了報告書（Project Completion Report、本レポート）を作成した。 

事業完了報告書においては、これまでに実施した内容に加え、プロジェクト終了後に

DMTCLが今後の継続的な安全運行を行うために目指すべき事項や、今後継続してDMTCL

が実施していくべき事項についてもとりまとめた。 

 

3.11 PIU の設立 

DMTCL が安全マネジメントシステムの体制構築をおこなうことに先立ち、DMTCL 内で

の実行組織として Project Implementation Unit (PIU)を設立した。 

2021 年 5 月 27 日に JICA 専門家チームから PIU の候補となるメンバーを DMTCL 宛レタ

ーにて提示し、DMTCL 側で人選がおこなわれ 2021 年 8 月に PIU が設立された。 

その後、人事異動等に伴い PIU のメンバーに交代があり、2023 年 7 月現在の PIU メンバ

ーは下記の通りとなっている。 

なお、本プロジェクトの終了後は、DMTCL における SMS の活動の計画策定、実施、モニ

タリングなどの機能は PIU から後述の安全委員会（Safety Committee）に引き継がれること

となっている。 

表 3-16  PIU メンバーリスト(2023 年 7 月現在)  

No. 氏名 所属 

01 Mr. Nasir Uddin Ahmed 
Director (Operation & Maintenance), DMTCL 
The Project Manager of PIU 

02 Mr. Krishna Kanta Biswas Additional Project Director, Line-6 
03 Mr. Md. Zakaria Additional Project Director, Line-6 
04 Mr. Shaik Khaliur Rahman Project Manager-4, Line-6 
05 Mr. Md. Iftikhar Hossain General Manager (Operation), DMTCL 
06 Mr. A.B.M. Ariful Rahman Project Manager-5, Line-6 
07 Mr. Muhammad Shahjahan Project Manager-1, Line-6 
08 Mrs. Kamrun Nahar Assistant Engineer (Civil), Line-6 
09 Mr. Md. Abu Bakor Siddique Assistant Manager [Mechanical (Bogie & Pneumatics)], DMTCL 
10 Mr. Mohammad Raihan Faruque Assistant Manager (Inspection & Planning and Monitoring), DMTCL 
11 Mr. Md. Sajid Hasan Assistant Manager (Operation Control Center Management), DMTCL 

出典: JICA 専門家チーム 

 

3.12 PIU の Director クラスへの研修 

3.8 に記載した通り、DMTCL の PIU メンバー及び MRT 運行に関わる Director Operation & 

Maintenance（運行・メンテナンス局長）らを対象に、ダッカ及び日本、ジャカルタで安全

マネジメントシステムの研修を実施した。 

また、PIU が主催する会議に JICA 専門家チームも参加し、議題に関連する内容のプレゼ

ンテーションを行うなどのサポートを実施した。 
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JICA 専門家チームが PIU 会議向けに作成した資料を巻末資料 10 に示した。 

表 3-17  PIU 会議と同会議での JICA 専門家チームから提示したプレゼンテーショントピック 

 開催日 提示したプレゼンテーショントピック 
第 1 回会議 2022 年 6 月 2 日 Outline and schedule of PIU activities 

第 2 回会議 2022 年 7 月 25 日 Finalization of Safety Policy 
Discussion of “Basic Regulation of Emergency Response" 

第 3 回会議 2022 年 8 月 25 日 Finalization of Safety Policy 

第 4 回会議 2022 年 11 月 22 日 Accident & Disaster Manual 
Internal Audit 

第 5 回会議 2023 年 6 月 4 日 SMS related document  
Internal Audit 
Hand-over to Safety Committee 

出典: JICA 専門家チーム 

 

3.13 PIU による規程やマニュアル類の準備 
DMTCL の安全マネジメントシステムの実践に向け、PIU メンバーにより下記の文書類の

協議が行われ準備が行われた。対象となる文書類は下記の通りである。 

とりまとめられた文書類は巻末資料 11 に示した。 

表 3-18  PIU メンバーにより協議された安全マネジメントシステムに関連した規程やマニュア

ル類 

Sl. 文書名称 状況 備考 
1 Accident, Incidents 

& Disaster Manual 
JICA 専門家チームにより修正箇所

の提案を行い、マニュアルの素案が

準備された。DTCA による承認待ち。 

日々の MRT の運行や異常時対応訓

練については、現状のドラフトのマ

ニュアルに従い実施されている。 
2 Safety Policy of 

DMTCL 
2022 年 12 月に Managing Director に
より承認された。 

安全方針のポスターデザインについ

ても承認され、DMTCL の各オフィ

スや MRT6 号線の駅に掲示されてい

る。 
3 Basic Procedures of 

Internal Safety 
Audit 

JICA 専門家チームにより素案が準

備され DMTCL 側にハンドオーバー

された。 

JICA 専門家チームは必要な監査内

容についてもアドバイスを実施し

た。 
4 The procedure 

manual for Potential 
Risk report 

JICA 専門家チームにより素案が準

備され DMTCL 側にハンドオーバー

された。 

DMTCL により、今後実際の運行手

順に基づいたアップデートが必要。 

5 The procedure 
manual of 
Emergency Drill  

JICA 専門家チームにより素案が準

備され DMTCL 側にハンドオーバー

された。 

DMTCL により、今後実施される異

常時対応訓練結果を踏まえ、アップ

デートを行っていく必要がある。 

出典: JICA 専門家チーム 

 

3.14 安全マネジメントシステムの構築 

本プロジェクトが終了後、DMTCL が自律的かつ継続的に安全マネジメントシステムを実

施していくための仕組み（安全マネジメントシステムの向上）として、安全委員会（Safety 

Committee）の設立及び安全委員会内における内部監査チームの設立に向け、DMTCL の

MD を中心に今後 DMTCL 内で検討を進めていくことが確認された。 
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専門家チームからは、安全委員会の機能及び体制案を DMTCL 側に提示し、DMTCL 側と

の協議を行い、DMTCL 側で各ポジションの人選及び任命を行う流れで安全委員会の設立

を支援している。 

安全委員会の役割は、下図に示す安全マネジメントシステムの一連の活動を PDCA(Plan-

Do-Check-Action) サイクルとして DMTCL の全社内で継続的に実践していくことである。 

2023 年 7 月 19 日に安全委員会の設立に向けた準備会議が開催され、安全委員会の設立及

び今後の活動内容の確認、DMTCL 内の継続的な安全マネジメントシステムの活動実施に

向け、JICA 専門家チームの支援により準備された安全マネジメントシステムの関連文書

類の活用の確認が行われた。 

今後、本プロジェクトが終了したのちも、安全委員会を定期的に開催し、安全マネジメン

トシステムの実践を進めていく予定である。 

 

 

出典: 国土交通省資料に基づき JICA 専門家チームにて加筆・編集 

図 3-11  安全委員会により推進が期待される安全マネジメントシステムの PDCA サイクル 
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出典: JICA 専門家チーム 

図 3-12  DMTCL における安全委員会の組織図 (JICA 専門家チームからの推奨) 

 

 

出典: JICA 専門家チーム 

図 3-13  安全委員会の準備会議の開催状況 (2023 年 7 月 19 日開催) 

 

3.15 異常時対応のトレーニングを通じた安全マネジメントシステムの準備と評価  

MRT6 号線において、鉄道の安全運行に影響を及ぼす様々な異常事態の発生が懸念されて

いる。異常事態への準備として、異常事態発生時における対応方針・対応内容の文書

（Accident, Incidents and Disaster Management Manual 等）による明確化、及び同文書を踏ま

えた異常時対応訓練の実施による各職員の対応能力の向上、及び異常時対応訓練の実施結

果のレビューを踏まえた文書類の見直し、対応策の検討が重要である。 

MD

Safety Committee Members(Draft)

(Internal Safety Audit)

Head of Safety Committee
（DGM of SQA)

Director O&M

Observer (Add members as necessary）

Director 
Finance  & Accounts

Director 
Planning  & Development

Assistant 
Manager (AM) SQA

Note:
before recruitment of DGM of SQA, one person 
from PIU members or suitable position of 
DMTCL should role this position
(except Audited section members)

Assignment / Delegating Authority Report

GM operation GM Signalling

Manager SQA

※SQA:Safety Quality Audit

Officer SQA

JET recommends to assign young or 
active member as the secretariat.

Training Center 
Principal

Expected to spread knowledges from 
JET among DMTCL

GM 
Rolling Stock

GM 
Electrical

GM 
P-way

(Director Level)

(GM Level)

(Audited section members)
※Operation/Safety related officials

Selected from GM of SMS 
related departments

Assistant SQA

JET recommend to assign active members for safety as observer from PIU 
members or DMTCL officials who has experience of Safety related trainings



バングラデシュ国 MRT6 号線安全マネジメント構築支援プロジェクト 
事業完了報告書               

 

3-21 

 

本プロジェクトでは研修を通じ、MRT6 号線で起こりえる異常事態のタイプを分類化し、

各種異常事態への対応の流れについて DMTCL の職員の理解を深めることができた。 

また、JICA 専門家チームからの一連の異常時対応の研修を踏まえ、DMTCL が自ら異常事

態訓練を実施することの機運を高め、JICA 専門家チーム側からは異常時対応訓練を実施

するための技術的な支援を行うことで、今後 DMTCL が必要に応じ自らで異常時対応訓練

を立案・計画し、実施していく体制を構築した。 

異常時対応訓練に向けて JICA 専門家側からおこなった技術支援の内容は、1)異常時対応

訓練の目的と各主体の役割の確認、2)異常時対応訓練のシナリオ例の作成、3)異常時対応

訓練における各参加者の評価シートの作成、4)異常時対応訓練実施手順書（案）の作成、

5)DMTCL-JICA 専門家-MRT6 号線 GC の合同会議における技術支援内容の説明、である。

訓練に向け JICA 専門家チームが作成した資料を巻末資料 12 に示す。 

なお、異常事態対応訓練は MRT6 号線開業前の 2022 年 4 月 18 日に PIU メンバーを中心

に Mock-up Train を用いて実施した。開業後には 2023 年 6 月 8 日に駅や OCC、乗務員な

ど実際の運行に携わるスタッフが参加しての図上訓練を実施した。各回の異常事態対応訓

練時に JICA 専門家チームは訓練のシナリオ検討、評価シートの作成、運営支援などの技

術的なサポートを行った。訓練に向けて JICA 専門家チームが作成した資料を巻末資料 13

に示す。 

図上訓練の結果も踏まえ、2023 年 8 月以降に DMTCL 主導で実際の駅施設などを用いた

総合訓練を実施する予定である。 

 

 

出典: JICA 専門家チーム 

図 3-14  モックアップ列車を用いた MRT 運行開始前の異常時対応訓練の実施状況 

 (2022 年 4 月 18 日実施) 
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出典: JICA 専門家チーム 

図 3-15  実際の運行スタッフの参加による MRT 運行開始後の異常時対応訓練実施状

況 (2023 年 6 月 8 日実施) 

 

3.16 MRT6 号線の全線開業前の安全マネジメントシステムの活動の評価  
安全マネジメント活動の評価として、組織の安全意識の推移、安全マネジメントシステム

推進体制、研修の理解度や職員への安全文書・研修内容の水平展開、部分開業後の異常事

態への対応体制、安全向上に向けた取り組み等を評価した。評価事項を下表に示す。 

表 3-19  安全マネジメントシステムの活動の評価 

評価項目 実施内容 評価結果 
安全に対する意識 
 

第 1 回～第 3 回 
ベースライン調査 

[評価事項] 
安全意識が全体的に高いことが確認できた。 
DMTCL 職員の傾向として、ヒューマンエラーやシステム

エラーに対しての意識の低さが顕著となった。 
DMTCL の安全に対する企業文化として、トップダウンで

の意思決定の傾向が強いことが明らかとなった。 
 
[今後の課題] 
DMTCL 内での安全に関する意見交換（部署、組織、現場、

経営層） 
事故の芽情報の共有（ヒューマンエラーやシステムエラ

ーを含む） 
安全マネジメント

システムの構築 
PIU の設立、ワーク

ショップや PIU 会議

の実施、安全委員会

（Safety Committee）
の設立 

[評価事項] 
SMS に関わる DMTCL 内の推進組織が設立され、SMS 推

進に関する議論が行われた。 
DMTCL で必要な文書の選定を行い議論し DMTCL に特

化した安全文書の草案ができた。 
 
［今後の課題］ 
プロジェクト終了後も DMTCL 内で安全マネジメンシス

テムを推進するための安全委員会（Safety Committee）の

継続的な開催。 
安全文書の実務での運用と必要な改定の実施を行う 
SMS の活動を実施した際に DMTCL が自ら報告書作成を

実施する。 
研修内容に対する

理解 
一覧のダッカや日

本、第三国で実施し

た研修等 

[評価事項] 
DMTCL 内の幅広い層への研修を実施し、SMS の必要性

や内容、DMTCL が実施すべき事項について理解を深め

た。 
研修の参加者が研修で学んだ内容を踏まえ、自らの言葉
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評価項目 実施内容 評価結果 
で安全に対する決意を誓う決意表明カード（Commitment 
Card）を作成した。 
 
［今後の課題］ 
・研修の内容や Commitment Card の事項を実践する。 

研修等で得た知識

の社内の周知 
社 内 講 師 の 育 成

（ToT）,社内での研

修に向けた組織構築 

[評価事項] 
DMTCL の幅広い層へ研修を行い、内部講師の育成を行っ

た。 
DMTCL のトレーニングセンターを活用した新規雇用者

への SMS の内容も含む研修が開始された。 
DMTCL のトレーニングセンターの Principal に対して本

邦にて SMS の内部研修手法について紹介し、議論を行っ

た。 
 
［今後の課題］ 
プロジェクト終了後も運行区間の拡大による新規雇用者

の増加が見込まれるため、継続的な SMS の研修を実施し

ていくことが必要である。 
SMS 研修未実施に対する職員に対して研修を実施する必

要がある。 
 

安全マネジメント

システムの実践 
内部安全監査、安全

パトロール、異常時

対応訓練 

[評価事項] 
内部安全監査のワークショップを実施し、日本での実施

事例の紹介および DMTCL での実施方法について議論し

た。 
内部安全監査を実施する社内体制の構築に向けての準備

が進められ、模擬での内部安全監査等を通して、監査員の

質の向上を図った。 
DMTCL の駅、車両基地の安全パトロールを実施し、事故

の芽の抽出方法とその対策について学んだ。 
異常時対応に関するワークショップを実施し、DMTCL で

の異常事態への対応方法についての議論を行った。 
開業前と開業後で異常事態訓練を実施し、異常時の対応

方法の流れの確認と異常時対応能力の向上を図った。 
 
［今後の課題］ 
プロジェクト終了後に DMTCL の安全委員会（Safety 
Committee）により安全活動計画を作成し、安全マネジメ

ントシステムの持続的な推進を行う必要がある。 
安全活動計画に、内部安全監査や異常事態訓練の実施計

画を盛り込み、１年に１回以上の頻度で確実に実施する

必要がある。 
MRT６号線においては、プロジェクト終了後においても

様々な異常事態の発生が懸念されるため、今後の運行経

験を経て、異常時の対応能力の向上を図る必要がある。 
DMTCL が運行や SMS の経験を積み重ね、日本の鉄道事

業者のレベルに引き上げることが望ましい。 
 

出典: JICA 専門家チーム 

 

3.17 広報活動の実施  

MRT6 号線が日本の支援の下で建設され、開業に至ったことはバングラデシュ現地ではメ

ディアなどを通して広く周知されている。一方で、具体な形として見えづらい安全マネジ

メントシステムの構築をはじめとする MRT の運行に関連する技術協力が実施されている

ことについて、積極的に現地のメディアが報道することはない。本プロジェクトでは、PR
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活動を通じて、技術支援のみならず、MRT を安全に運行するための知識やノウハウも含

め、日本が一貫した支援を実施したことや、その具体の活動内容について広く周知するこ

とを目的に広報活動を実施した。また、日本国内では MRT6 号線が日本の技術協力で建設

されたことも含めて、メディアを通じて国民に周知される機会が限られた。そのため、日

本国内向けの広報では、本プロジェクトの活動内容に加えて、バングラデシュの MRT が

日本の技術協力の下で建設されたことも周知できる内容とした。 

表 3-20  広報活動のねらいと各広報ターゲットに対する広報媒体 

広報の 
ターゲット 

広報活動のねらい 広報媒体 

バングラデシ

ュ国民 
 

安全マネジメントシステムに関する活動内容やプロ

ジェクトの成果について国民に広く知って頂くとと

もに、MRT が安全な乗り物である意識を高める。 
 

地元のテレビコマーシャ

ル、新聞、アニメーション、

車内や駅の広告、フライヤ

ー 
日本国民 バングラデシュに対する国際協力の一環である本プ

ロジェクトの活動を詳細に広く知って頂く。 
 

オンライン記事、ジャーナ

ル出版物、アニメーション 

日本をはじめ

とするバング

ラデシュのド

ナー 

日本とバングラデシュとの２国間の国際協力プロジ

ェクトの一環として、本プロジェクトの重要性や活

動内容について広く知って頂く。 
 

安全報告書、安全啓発動画

（アニメーション） 

出典: JICA 専門家チーム 

 

3.17.1 バングラデシュ国民に対する広報活動 

バングラデシュ国民への広報内容は、下記 3 点である。 

 日本が MRT を安全に運行するための支援を実施していることを伝えるための広報。 

 DMTCL が安全性の向上のための取組みを実施していることを伝えるための広報 

 利用者が MRT を安全かつ快適に利用するための広報 

DMTCL では駅構内や列車内のスペースを活用した広報や、次年度以降の安全報告書

（Safety Report）発行など、安全に関する広報活動の実施を強化していく予定である。

DMTCL が本プロジェクト終了後も自発的かつ持続的に安全に関する広報活動を実施でき

るよう、DMTCL の広報担当者らへ研修や個別の打ち合わせを実施した。打ち合わせでは

駅での広報活動の内容や広報方法の事例などを紹介し、その重要性を理解してもらうこと

を目的とした。利用者の目に見える活動として、安全報告書や安全啓蒙 PR 素材などの広

報媒体を実際に作成することによりコンテンツの検討方法を担当者に伝えた。また、

DMTCL の公式 SNS サイト、駅構内、列車内への掲出方法をはじめとするノウハウを教示

した。今後、これらの広報素材を DMTCL が活用し、駅舎や車内、DMTCL の SNS といっ

た DMTCL が保有する広報媒体などを活用し継続的な広報を行うことが期待される。 

また、DMTCL の安全運行及び安全マネジメントシステムの活動実施の決意の姿勢を乗客

へ周知することを目的に、安全方針（Safety Policy）のポスターを駅構内へ設置する案が
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DMTCL の MD より寄せられ、ポスター作り及び駅コンコース階へのポスター設置の支援

を実施した。 

本案件で実施したバングラデシュへの広報活動を下表に示す。 

また、各 PR 成果を巻末資料 14 に示す。 

表 3-21  バングラデシュ国民への広報活動  

実施日/発行日 広報内容 広報媒体 
2022 年 
4 月 4 日 

第三回研修で実施されたモックアップトレインを使

用した異常事態訓練および本プロジェクトの活動内

容が地元紙で紹介された。 

The Daily Star (Newspaper), 
Prothomalo (Newspaper) 

2022 年 
11 月 3 日～ 
11 月 7 日 
 

本邦研修で、DMTCL 職員が Osaka Metro で安全マネ

ジメントシステムの研修を受けたことが地元紙およ

びオンライン記事で紹介された。また、同記事内で、

バングラデシュで初となる女性運転手と駅員の紹介

がなされ、MRT 運行でのルール順守や安全に関する

活動の実施の必要性が伝えられた。 

Financial Express 
(Newspaper: Issued on 4th 
Nov.), NWEAGE 
(Newspaper. Issued on 5th 
Nov.), Bussiness Standard 
(Internet Article. 3rd Nov.), 
Financial Express (Internet 
Article. 4th Nov.), NEWAGE 
(Internet Article. 7th Nov.) 

2023 年 
6 月 11 日～ 

DMTCL の安全運行への姿勢を乗客へ周知するため、

Safety Policy のポスターを駅コンコース階へ設置し

た。案件終了後も継続してポスターが掲示される予

定である。 

安全方針ポスター  
■広報実施箇所 
[DMTCL の施設] 
運行が行われている駅 

2023 年 
7 月 5 日～ 

6 号線の運行が開始されて MRT の日常利用が本格的

となってきた 3 月頃に実際に 6 号線で問題となった

事案を含む、下記４点について啓発する動画を作成

し、DMTCL へ譲渡した。DMTCL の YouTube チャン

ネや MRT6 号線車内のモニターを活用して動画公開

が行われる予定である。なお、本動画は失読者に配

慮して、アニメーションを用いた映像から内容が理

解できる仕様としている。案件終了後も継続的に

DMTCL の施設やソーシャルメディアを通じて公開

される予定である。 
プラットホームドアへの接近注意 
駅構内での歩きスマホ防止 
非常時通報ボタンの使用方法 
整列乗車への協力 

安全啓発動画 
 
■広報実施箇所 
[ソーシャルメディア] 
YouTube (DMTCL’s Account) 
 
[DMTCL の施設] 
駅コンコース、列車車内 
 

2023 年 
7 月 5 日～ 

安全啓発動画と同様の内容を紙媒体として必要な場

所に必要な時に掲示できるよう、ポスターを作成し

て DMTCL へ譲渡した。ポスターはコンコース階の

乗客の視覚に入りやすい場所へ掲示された。案件終

了後も継続的に駅施設等に掲示される予定である。 

安全啓発ポスター 
 
■広報実施箇所 
[DMTCL の施設] 
運行が行われている駅 

2023 年 
7 月 5 日～ 

プロジェクトの活動内容を周知する資料として、フ

ライヤーを準備し、駅で MRT の利用者へ配付した。

運賃表や路線図の情報など、利用者にとって役立つ

情報を加えることにより、フライヤーを手に取った

利用者が長期間保有してプロジェクトの活動内容を

視覚的に認識する機会を増やすことを目的とした。 

プロジェクト紹介フライヤ

ー  

2023 年 
7 月 5 日～ 

DMTCL が利用者へ前年度の列車運行における安全

活動や関連する活動を報告する資料として安全報告

書（Safety Report）を準備し、インターネットで電子

版配付を実施した。初版はコンテンツの選定などを

含めたレポート作成方法の教示のため、JICA 専門家

チームと DMTCL の共同で作成が行われた。内容は、

DMTCL の MD によるメッセージや Safety Policy の

紹介、実施した安全に関する活動の紹介、DMTCL か

安全報告書（Safety Report） 
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実施日/発行日 広報内容 広報媒体 
ら利用者へのお願いなどである。 

出典: JICA 専門家チーム 

 

  

出典: JICA 専門家チーム 

図 3-16  MRT6 号線施設における広報活動（安全方針の掲示） 

 

出典：JICA 専門家チーム 

  

図 3-17  作成した安全報告書（抜粋） 
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出典: JICA 専門家チーム 

図 3-18  作成したプロジェクト紹介フライヤー 

 

 
出典: JICA 専門家チーム 

図 3-19  作成した安全啓発ポスター（例） 
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出典: JICA 専門家チーム 

図 3-20  作成した安全啓発動画（例） 

 

3.17.2 日本国民への広報活動 

日本国民への広報活動は、運行面での技術協力の重要性をアピールすることを念頭に、鉄

道やその他公共交通に一定以上の知識や興味、関心を持つ層へ実施すると効果的であると

考えられた。そのため、鉄道事業者や関連事業に携わる方々を含む、鉄道に興味関心を持

つ知識層に広報のターゲットを絞り込み、ターゲットとなる層が目にする媒体を用いて本

案件で実施した活動内容やバングラデシュの都市鉄道における SMS 構築の重要性を伝え

た。 

プロジェクト開始当初は、東洋経済オンラインへ本プロジェクトの活動に関する記事の掲

載を予定していた。しかし、活動内容を日本国民向けに紹介できる時点で東洋経済オンラ

インが記事の投稿を受け付けていなかったため、計画変更を余儀なくされた。その代案と

してオンラインのページを持ち、公共交通事業者やその関係者の間で広く購読されている

『交通新聞』と、鉄道関連産業関係者、鉄道事業者、鉄道愛好家に購読されている月刊誌

『鉄道ファン』への記事の掲載が実施された。交通新聞は一般の記事として掲載され、鉄

道ファンは広告記事として掲載された。 

日本国民向けに実施した広報活動の詳細を下表に示す。 

また、各 PR 成果を巻末資料 15 に示す。 
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表 3-22  日本国民への広報活動 

発行日 広報内容 広報媒体 
2023 年 5 月 25 日 鉄道を中心とした公共交通事業者や関連産業の

ニュースを専門に扱う業界新聞を活用し、鉄道に

興味関心のある知識層へ本プロジェクトの紹介

を実施した。本プロジェクトで実施された研修で

DMTCL が習得した安全に関するノウハウが伝授

されたことなどが伝えられた。 

交通新聞（新聞およびイン

ターネット記事） 

2023 年 6 月 21 日 日本の鉄道関連産業、鉄道事業者、鉄道愛好家を

ターゲットしている日本最大の発行部数を誇る

月刊誌を活用し、鉄道に興味関心のあるの知識層

へ本プロジェクトの紹介と、その前段の説明とな

る 6号線の紹介を行った。鉄道の建設のみならず、

安全運行の要となる安全マネジメントシステム

を根付かせるための教育や指導、体制構築支援な

どの支援が実施されたことが伝えられた。 

鉄道ファン（月間誌） 

出典: JICA 専門家チーム 

 

 

出典: 交通新聞社 

図 3-21  交通新聞における紹介記事 
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出典: 交友社/ JICA 専門家チーム掲載 

図 3-22  鉄道ファンにおける紹介記事 
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4 DMTCL における安全マネジメントシステム構築に向けたギャップ

と問題点 

本章においては、DMTCL における SMS の構築に向け、当初目指していたゴールに対し、

外的要因等による現状とのギャップや問題点を明確化することにより、今後 DMTCL が安

全マネジメントシステムの構築に向け実施していくことが望ましい事項について整理し

た。 

 
4.1 プロジェクト成果の達成状況と今後実施すべき事項の整理 

はじめに、本プロジェクトにおける成果の各項目について、実際に実施及び達成できた内

容と、今後 DMTCL により実施すべき事項について整理を行った。整理したものを下表に

示す。 

表 4-1  プロジェクト成果の達成状況と今後実施すべき事項の整理（１） 

プロジェクト成果 達成状況 今後実施すべき事項 
成果１：「安全に関して優先度の高い規程やマニュアルが作成される。」 
1-1: 安全に係る綱領と方

針が DMTCL の管理職

レベルで議論され作成さ

れる。 

安全方針に関するワークショップを通じ

て議論を行い、MD の承認を受けた。 
安全方針については作って終わりでは

なく、新規に雇用された職員も含め、全

社員への周知、実践を継続的に行う必

要がある。 
 

1-2: 本案件の事業実施

ユニット（PIU）が設立され

る。 

PIU が 2022 年１月に設立された。 PIU については本プロジェクト期間内の

組織体であり、本プロジェクト終了後に

おいても安全マネジメントシステムを推

進するための組織体(安全委員会)を継

続的に運用していく必要がある。 
1-3: PIU が安全に係る

優先度の高い規程やマ

ニュアルを決定する。 

PIU により優先度の高い規程・マニュア

ルとして、異常時対応マニュアルについ

ての議論が行われた。 

- 

1-4: PIU が JICA 専門家

の支援により、安全に係

る規程やマニュアルを議

論・作成する。 

PIU により異常時対応マニュアルの議論

が行われたほか、内部安全監査マニュア

ル等の議論が行われた。 

- 

1-5:安全に係る規程やマ

ニュアルが DMTCL 内で

承認・決裁される。 

本プロジェクトで作成した安全マネジメン

ト シ ス テ ム に 関 わ る 文 書 類 （ Basic 
Procedures of Internal Safety Audit, The 
procedure manual for Potential Risk 
report 、 The procedure manual of 
Emergency Drill）を活用し今後 DMTCL
で安全マネジメント活動に活用すること、

必要に応じ更新していくことが安全委員

会の準備会議において承認された。 

異常時対応マニュアルについては監

督省庁(DTCA)側の最終承認が必要で

ある。 

1-6: 安全に係る規程や

マニュアルの実施運営に

対するフォローアップ活

JICA 専門家チームにより、DMTCL の運

行部門の安全パトロールが行われ、異常

時対応マニュアルの周知状況の確認・ア

プロジェクト期間終了後においても

MRT6 号線の運行区間や運行時間帯

の拡大が予定されていることから、引き
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プロジェクト成果 達成状況 今後実施すべき事項 
動が実施される。 ドバイスが行われた。 続き安全に係る規程やマニュアルの実

施運営に対するフォローアップが必要

である。 
1-7: 安全強化活動に係

る広報活動が実施され

る。 

ＭＲＴ6 号線の利用者やダッカ市民を対

象に、安全強化活動に係る広報活動が

実施された。 

プロジェクト期間終了後においても、

JICA 専門家チーム側から DMTCL 側

に 提 供 さ れ た 広 報 資 料 を 活 用 し 、

DMTCL 側が継続的に広報活動を実

施する必要がある。 

出典: JICA 専門家チーム 

 

表 4-2  プロジェクト成果の達成状況と今後実施すべき事項の整理（２） 

プロジェクト成果 達成状況 今後実施すべき事項 
成果２：「DMCTL により安全に係る取り組みが実施される。」 
2-1: 承認された規程やマニュア

ルが DMTCL 社内で共有・周知

される。 

安全方針について、ＤＭＴＣＬのウェブ

サイトやイントラネット、ＤＭＴＣＬの執

務室などで掲示された。 
異常時対応マニュアルについてはハ

ードコピーが現場職員に配布されたほ

か、DMTCL のトレーニングセンターで

の研修が実施されている。 

安全マネジメントシステムに関わ

る文書類（事故の芽対応マニュア

ル、異常時対応訓練実施手順

書、内部安全監査実施手順書）

についても DMTCL 内での共有・

周知を進めていく必要がある。 
また、マニュアル類については実

際の運行の経験を踏まえ適宜見

直しを行う必要がある。 
2-2: 内部安全監査体制が構築

される。 
JICA 専門家チームの支援により内部

安 全 監 査 マ ニ ュ ア ル を 整 備 し 、

DMTCL が今後の安全マネジメントシ

ステムに活用していくことについて第 4
回の JCC にて Managing Director によ

り承認された。 
また、安全委員会の準備会議におい

て、今後DMTCL内において内部安全

監査チームの設立に向けた議論を進

めていくこととなった。 

プ ロ ジ ェ ク ト 期 間 終 了 後 、

DMTCL の内部安全監査チーム

による内部安全監査の実施（年１

回以上）、及び監査結果に基づく

安全対策の見直しを行う必要が

ある。 

2-3: 緊急対応訓練が実施され、

その結果を踏まえての安全管理

計画の見直しが行われる。 

JICA 専門家チームの支援により異常

時対応訓練について、MRT6 号線開

業前（モックアップ列車活用）と開業後

（実際の職員による図上訓練）を実施

し、訓練後にレビューを行った。 

プ ロ ジ ェ ク ト 期 間 終 了 後 、

DMTCL 及び関係機関が参加す

る異常時対応総合訓練（実際の

施設・システムを用いて実際の運

行に関わる職員が参加）を実施

し、訓練結果をもとに改善を進め

ていく必要がある。 
2-4: DMTCL の安全に係る内部

統制が確立される。 
JICA 専門家チームの支援により内部

安 全 監 査 マ ニ ュ ア ル を 整 備 し 、

DMTCL が今後の安全マネジメントシ

ステムに活用していくことについて第 4
回の JCC にて Managing Director によ

り承認された。 
また、DMTCL 内において安全委員会

及び内部安全監査チームの設立に向

けた議論が進められることとなった。 

プロジェクト期間終了後、安全委

員会を早期に設立し、継続的に

安全委員会を開催し、安全マネ

ジメントシステムの活動を継続及

び推進していくとともに、内部安

全監査を定期的に実施していく

必要がある。 

2-5: MRT6 号線の全線開業前

に DMTCL による安全マネジメ

ント活動が評価され、専門家によ

る助言が行われる。 

DMTCL による安全マネジメント活動

（マニュアル類の作成、訓練の実施な

ど）において、JICA 専門家チームによ

る助言が行われた。 
また、JICA 専門家チームによる安全に

関わる意識調査（ベースライン調査）を

計３回実施した。 

MRT6 号線の全線開業はプロジ

ェクト期間終了後（2023 年末頃）

となるため、ＤＭＴＣＬによる安全

マネジメント活動のモニタリングは

引き続き実施していく必要があ

る。 
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プロジェクト成果 達成状況 今後実施すべき事項 
2-6: 構築された安全マネジメント

体制と運営に関する広報活動が

実施される。 

日本国内の市民やダッカ市民を対象

に、本プロジェクトにおいて実施した安

全マネジメント体制の構築及び運営に

係る広報活動が実施された。 
また、MRT6 号線の利用者やダッカ市

民を対象に、DMTCL の安全マネジメ

ントシステムの取組みを紹介する安全

報告書の初版を作成し、DMTCL のウ

ェブサイトを通じ一般に公開された。 

安全報告書については、プロジェ

ク ト 期 間 終 了 後 に お い て も

DMTCL が定期的に更新を行

い、広報活動を実施する必要が

ある。 

出典: JICA 専門家チーム 

 

以下、4.2 以降において、今後実施すべき事項の詳細について述べる。 

 
4.2 MRT6 号線の建設及び運行の状況とそれに対応した安全マネジメントシステム実施状況 

 

本プロジェクトの開始当初の想定としては、2021 年末までに MRT Line6 は Uttara North 

駅から Agargaon 駅まで部分開業し、2022 年末までに Motijheel 駅まで全線開業する予

定であった。Motijheel 駅まで全線開業後に DMTCL 内での安全マネジメントシステム

の構築及び実施状況をモニタリングしたのちにプロジェクトを完了するスケジュール

であった。 

しかしながら、2020 年より深刻化した COVID-19 の影響などにより、実際の MRT6 号

線の開業スケジュールは当初の予定より遅れ、2022 年末に Agargaon 駅まで部分開業

し、また部分開業後に段階的に運行時間の拡大を進めている状況であり、夜間(20 時頃

まで)も含めた運行は 2023 年 6 月より本格的にスタートした状況である。 

2022 年末の商業運行開始後、DMTCL の職員は運行により発生する安全面での様々な

課題に直面しはじめ、安全マネジメントシステムの重要性に対する意識が高まってい

る状況である。その一例として、投石や地震、台風といった安全運行に影響を及ぼす

外的事象が発生しており、利用者の安全確保のためにどのように運行面で対応すべき

かの判断が求められている。 

一方で、運行時間帯の拡大や運行頻度の増大、MRT 利用者の増大に伴い MRT の運行

における「事故の芽」（Potential Risk）の発生可能性が今後一層高まることが懸念され

る。2023 年 7 月までのプロジェクト期間内は上述の顕在化してきた「事故の芽」に対

し、専門家チームから技術指導を行い、DMTCL の安全マネジメントシステムにおけ

る能力向上を図ってきているが、本プロジェクトの終了後（2023 年 8 月以降）は専門

家チームからのサポート無しで DMTCL が自ら対応策を考え、安全マネジメントシス

テムを実践していく必要がある。 

そのためにも、DMTCL における安全マネジメントシステムの推進組織である安全委

員会が旗を振り、自律的に安全マネジメントシステムを推進し、重大事故が発生する
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前に社内の各職員が「事故の芽」を発見し、積極的に対策を推進していくことが求め

られる。 

 

4.3 DMTCL における安全マネジメントシステムに関連した職員の雇用の促進と研修の実施  

MRT6 号線の安全マネジメントシステムの構築のためには、運行及び安全マネジメントシ

ステムの推進に関わる職員に対する雇用と、職員に対する安全マネジメントシステムに関

わる研修が重要である。 

当初の想定としては、2021 年末の部分開業に向け、本プロジェクトがスタートする 2021

年前半には MRT6 号線の運行に関わる職員が雇用され、それらの職員を対象に専門家チー

ムからの安全マネジメントシステムの研修を進めていく予定であった。 

しかしながら、4.1 にも記載した通り、COVID-19 などにより MRT６号線の整備及び運行

開始のスケジュールが延び、それに関連し運行に必要な職員についても雇用が遅れた状況

である。 

2023 年 6 月現在の雇用の状況として、Motijheel 駅までの全線開業時の運行に必要な職員

は採用活動の途上であり、新規に雇用された職員に対する都市鉄道の運行に関わる研修の

実施、及び安全マネジメントシステムに関わる研修の実施を今後進めていく必要がある。 

また、DMTCL の運行部門の局長（Director）や部長（General Manager）クラスの雇用も 2022

年から本格化したこともあり、本プロジェクトの初期の段階(2021 年～2022 年前半)におい

ては専門家チーム側からの研修は、今後運行部門に配属が期待される建設部門の職員を中

心に実施せざるを得なかった状況であった。 

さらには、安全マネジメントシステムにおいて重要な役割を果たす内部監査チームのポジ

ションとなる内部品質・安全監査（Internal Quality and Safety Audit）チームについても 2023

年 5 月現在で５名雇用される予定であったが 1 名しか雇用されていない状況であり、専門

家チームからも雇用の促進あるいは必要な職員の配置を DMTCL に促している状況であ

る。 

他方で、これまでに専門家チームから研修を行ってきた職員（運行に関わる現場職員や、

建設部門を含む研修参加者）の MRT 運行に関わる安全意識は高まってきており、これら

の職員から、今後新規に雇用・研修される職員に対し、これまで専門家チームから行って

きたような安全マネジメントシステムに関する研修をDMTCL社内で進めていき周知して

いくことが重要である。それに向けた体制として、DMTCL 内には社内の研修を行うトレ

ーニングセンターが設立されており、トレーニングセンターの所長（Principal）も社内の

安全マネジメントシステムに関する研修についても積極的である。その一環として、トレ

ーニングセンターにおいては 2023 年 5 月から社内の研修プログラムにおいて専門家チー

ムからの研修に参加した DMTCL 職員が講師となり、安全マネジメントシステムの講義を

行う取組みもスタートしている。本プロジェクト終了後も、トレーニングセンターを活用

しつつ今後新規に雇用される職員、雇用されているがまだ安全マネジメントシステムに関

する研修に参加していない職員に対しても、DMTCL 内で継続的に安全マネジメントシス

テムに関する研修を進めていくことが必要である。 
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4.4 DMTCL の全職員の安全に関する意識の向上 

MRT の安全運行のためには、DMTCL の全社員が安全確保が最優先である原則を理解し、

行動を実践していくことが不可欠である。 

当初の想定としては、2022 年末の全線開業までに DMTCL の全職員の安全確保の最優先

の意識を高める想定であった。 

専門家チームは、4.2 に述べた雇用の進展に対応し、安全マネジメントシステムの一連の

研修の中で安全確保の最優先の重要性を説明するとともに、安全確保の最優先を盛り込ん

だ DMTCL の安全方針（Safety Policy）の策定を支援してきた。その結果、2022 年 12 月に

DMTCL の MD により安全方針が承認された。さらには 2023 年 6 月のプロジェクト期間

内に DMTCL の職員の執務室における安全方針の掲示や、MRT6 号線の駅構内などでの安

全方針の掲示が行われた。 

一方で、運輸部門での重大事故がたびたび発生しているバングラデシュにおいては、事故

により人命が失われることや、事故が発生した際の鉄道事業者に対する影響に対しての危

機感に乏しい人もいることも事実である。 

安全方針は、作って終わりではなく、DMTCL の全職員に周知させていくことが重要であ

る。また、事故は決して起こしてはならないこと、安全方針に示された安全確保の最優先

及び事故ゼロの実現に向けて、DMTCL の経営トップから現場の職員までの DMTCL の全

職員一人一人が自分がすべきことを肝に銘じて実践していくことが重要である。 

 

4.5 MRT6 号線の全線開業後に向けた安全マネジメントシステムに関連する書類の整備と必

要な見直しの実施 

安全マネジメントシステムの実践に向けては、必要となる文書類の整備が重要である。 

当初の想定は、2021 年末の部分開業までに安全マネジメントシステムに関連した文書類

の整備を専門家チームが支援し、部分開業後の運行を通じて文書類の運用と見直しを進め

ていく想定であった。 

専門家チームは、前述の運行開始のスケジュールの状況に対応し、安全マネジメントの一

連の研修の中で文書類の整備及び文書類の運用の重要性を説明するとともに、日本の鉄道

事業者の文書体系も参考としつつDMTCL向けの安全マネジメントシステムの文書類の案

を作成し、PIU メンバーに共有した。 

しかしながら、前述の MRT6 号線の運行開始のスケジュールの遅れより、安全マネジメン

トシステムに関連した文書類については、2023 年 7 月の安全委員会の準備会において

DMTCL の MD により、今後の安全マネジメントシステムの活動において活用していくこ

とが認められた状況である。 

今後は、MRT6 号線の全線開業に向けた運行の経験の蓄積、及び異常事態対応訓練などの

経験を DMTCL の職員が積み重ねることで、安全マネジメントシステムに関する文書類の

実効性を高めるとともに、DMTCL が自ら必要な見直しを進めていくことが求められる。 
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4.6 異常時における職員の対応能力の向上  

MRT6 号線においては、2022 年末の開業後、サイクロンの襲来、投石の発生など、外的要

因により、安全運行への悪影響を及ぼす可能性のある状況が発生している。 

幸い、2023 年 7 月時点において、乗客や DMTCL の職員が負傷する事態は発生していない

ものの、今後 MRT６号線の運行区間や運行時間帯が拡大されていくにつれ、乗客や職員の

生命が脅かされる様々な異常事態が発生することが懸念される。 

異常事態が発生した場合に、乗客や乗員の安全確保を図り、被害を最小限にするために、

DMTCL の異常事態発生の対応能力を高めることが重要である。そのための方法として、

様々な異常事態を想定した異常時対応訓練を立案し実施していくことが有効である。 

これまで、専門家チームの技術協力により、MRT６号線運行前のモックアップ列車を用い

た訓練や、MRT6 号線運行開始後の実際の運行スタッフ参加による図上訓練が実施された。 

今後は、実際の車両や駅施設などを用いた総合訓練を DMTCL が企画及び実施し、その結

果をレビューし、必要に応じて事前の対策の実施やマニュアル類の見直しを図っていくこ

とで、異常事態における対応能力を向上していくことが求められる。 
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4.7 MRT6 号線全線開業後における「安全マネジメントシステムの PDCA サイクル」の構築

と継続的な実践 

安全マネジメントシステムは、文書や体制を構築して終わりでなく、PDCA(Plan-Do-Check-

Action)の一連のサイクルで継続的に運用し、改善していくことが重要である。 

当初の想定は、2021 年の部分開業までに Plan の段階まで行い、部分開業後に Do-Check-

Action を実施し、全線開業後は PDCA サイクルを継続的に実施していく予定であった。 

しかしながら、MRT6 号線の部分開業は実際には 2022 年 12 月末であり、部分開業区間の

終日運行は 2023 年 7 月以降の開始、さらには Motijheel までの開業が 2023 年 10 月以降に

なる見込みであり、MRT6 号線の整備の進捗に合わせて DMTCL も安全マネジメントシス

テムの取組みを徐々に発展させている状況であり、現時点では PDCA サイクルの”Plan-Do”

の段階にようやく至ったという状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: JICA 専門家チーム 

図 4-1  安全マネジメントシステムにおける PDCA サイクルの目指すべき全体像（概念図） 

（MRT6 号線の全線開業時） 
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出典: JICA 専門家チーム 

図 4-2  DMTCL における安全マネジメントシステムの PDCA サイクルの現状（概念図） 

 

上記の状況を踏まえ、本プロジェクトにおいては安全マネジメントシステムにおける

PDCA サイクルでの実践の重要性を説明するとともに、各段階で求められる事項について

も研修やワークショップを通じ DMTCL のメンバーと議論を行ってきた。 

本プロジェクト終了後は、特に”Check-Action”の段階が重要になるものと想定される。そ

のためには、MRT6 号線の運行を通じて得られる課題や知見を確実に記録し、その対応策

を DMTCL 自らが考え、実践していくことが重要である。また、本プロジェクトで実施し

た内部監査のデモンストレーションを踏まえ、DMTCL が定期的・継続的に安全マネジメ

ントシステムの内部監査を実施し、監査の結果を踏まえ必要な改善を行っていくことが特

に重要である。 

JICA 専門家チームとしては、DMTCL が今後 MRT6 号線の運行を拡大していく中で、安全

マネジメントシステムの PDCA サイクルを実践し、安全な MRT の運行を継続的に行って

いくことを強く願いたい。 

 

4.8 安全委員会を通じた”安全マネジメントシステムの PDCA サイクル”の実践  
4.7 で述べた安全マネジメントシステムの PDCA サイクルを実践させていくためには、権

限及び遂行能力を持った DMTCL 内の推進組織の設立が必須である。 



バングラデシュ国 MRT6 号線安全マネジメント構築支援プロジェクト 
事業完了報告書 

4-9 

 

本プロジェクト終了後の DMTCL 内での安全マネジメントシステムの推進組織として、

2023 年 7 月 19 日に開催された準備会議において、今後 DMTCL 内において安全委員会

（Safety Committee）の設立に向けた検討を進めていくことについての MD からの発言が

あった。今後は、これまでの安全マネジメントシステムの検討組織体である PIU の活動を

引き継ぎ、安全委員会が主体となり、DMTCL における安全マネジメントシステムの様々

な活動を推進し、PDCA サイクルを回していくことが求められる。 
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5 プロジェクト完了の判断 

5.1 プロジェクト完了の判断 

本プロジェクトについては、2023 年 7 月 19 日に開催された最終の JCC において、下記の

点の確認が行われ、今後 DMTCL が自律的に安全マネジメントシステムを実践していくこ

とを前提に、当初の予定通り 2023 年 7 月 31 日をもって完了することの判断がなされた。 

 

【確認事項】 

・当初プロジェクトの完了は、MRT６号線の全線開業後までを想定していたが、COVID-

19 などの影響により MRT6 号線の部分開業後までの時期となった。その一方で、本プロ

ジェクトの想定していたそれぞれの成果の項目については JICA 専門家チームからの技術

協力と DMTCL の努力により実現されたと判断された。 

・また、安全委員会（Safety Committee）の設立に向けた検討が DMTCL 経営層トップであ

る Managing Director を中心に進められることとなり、今後 DMTCL による自律的かつ継続

的な安全マネジメントシステムを実践していくシステムが構築される目途が立った。 

・プロジェクト完了の前提条件として、今後は DMTCL 自らが鉄道事業者として安全確保

は最優先との原則に立ち、安全マネジメントシステムを積極的に実施していくことが求め

られる。実際に、本プロジェクトを通じて、内容の改善や運用するための助言を行った安

全に関するマニュアル類（Accident Incidents & Disaster Management Manual）がすでに MRT6

号線の運行に活用されている。これにより、DMTCL が会社全体として自ら安全マネジメ

ントを運用していく体制が構築されたと判断されるため、本プロジェクトを予定通り 2023

年 7 月 31 日に完了することとした。また、2023 年 7 月 19 日の JCC において、DMTCL の

経営層トップである Managing Director により、安全への誓いと安全マネジメントシステム

の構築と実践についての決意が表明された。 

 

5.2 DMTCL における安全マネジメントシステムの継続的な実践に向けた今後の進め方 

 
DMTCL においては本プロジェクト終了後においても安全マネジメントシステムの実践を

進めていく必要がある。今後構築した安全マネジメントシステムの実効性を高めていくた

めに DMTCL が実施していくことが望ましい事項を以下に示す。 

1) 安全マネジメントシステムの実践に向けた推進組織（安全委員会）の設立と運営 

2) PCDA サイクルとしての継続的な安全マネジメントシステムの実践と運用 

-  「事故の芽情報」の DMTCL 内での共有と情報に基づく安全面での改善の実践 

   (安全に関する現場職員と管理職、経営層間の密なコミュニケーション) 
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-  MRT の運行の経験（平常時、異常時）を踏まえた安全マネジメントシステムに関連す

る文書類の構築と改訂 

-  「内部安全監査」の実践と監査結果に基づく安全面での改善の実践 

-  今後の運行区間や運行時間の拡大に対応した安全の確保 

-  今後の MRT の運行時に発生が想定される異常事態における対応能力の向上 

（異常事態に対応した訓練や研修の実施） 

3)DMTCL の全職員による安全意識の啓蒙 

DMTCL の全職員を対象とした継続的な教育訓練・研修の実施 

安全最優先の企業文化の醸成 

安全向上に向けた職員のモチベーションの向上を図るための取組み 

（例：安全マネジメントシステムに貢献した職員の賞賛） 

 

2023 年 7 月 19 日の JCC 及び同日に開催された安全委員会の準備会議において、上記に述

べた DMTCL が今後取り組むべき事項の確認がなされた。 
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1 本邦研修の概要 

1.1 DMTCL と MRT6 号線の概要 

DMTCL は 2013 年 6 月に 100%政府出資の元国営企業として設立された鉄道事業者であ

る。既存のバングラデシュ国鉄である BR（鉄道省管轄）とは別組織であり、道路橋梁省の

管轄である。現在、DMTCL での鉄道運行は行われておらず、建設中の MRT6 号線が

DMTCL として初の運行路線となる。また、同鉄道会社は将来的に複数本の鉄道ネットワー

クを保持する鉄道事業者となる予定であり、MRT 1 号線及び MRT 2 号線、MRT 4 号線、

MRT 5 号北線、MRT 5 号南線が計画、調査、設計段階にある。 

MRT6 号線はバングラデシュ政府主導の下、ファストトラック方式により建設中の全線高架

の MRT である。本鉄道は国内初の電気鉄道であり、ダッカ北部の Uttara エリアから南部

の Motijheel 間を結ぶ、延長約 20km、16 駅の路線である。建設に当たっては、バングラデ

シュ政府と JICA 間で円借款契約が締結されており、日本国支援の下、進められている。 

1.2 研修の目的 

本研修は、DMTCL の管理職クラスおよび現場マネージャークラスを対象として、日本の鉄

道事業者における以下の項目を学ぶ事を目的としている。 

 安全マネジメント手法 

 安全を確保するための設備事例 

 安全教育体系 

 異常事態におけるコミュニケーション体制 

 現場レベルでの具体的な安全活動 

大阪市内で 9 路線 133km を運営する Osaka Metro が研修の受入れを行い、現場視察お

よび講義の多くを担った。なお、本研修を通じて、Osaka Metro と DMTCL の共通点および

相違点を各自で整理し、DMTCL でも適応可能な事柄を整理することを課した。 

 

1.3 研修の日程 

本研修は表 1-1 にまとめた日程で開催された。移動日も含めて合計 12 日間、実質の研修

は 6 日間であった。詳細な研修日程は別添資料 1 にまとめる。 

表 1-1 研修日程 

日付 研修内容 

9 月 20 日(火) [移動]ダッカ→バンコク、バンコク→羽田 

9 月 21 日(水) [移動]バンコク→羽田、羽田→JICA 関西センター 

[オリエンテーション]JICA 関西センターによるオリエンテーション 

9 月 22 日(木) [講義]Osaka Metro の紹介 

[講義]安全報告書のフリーディスカッション 

[講義]安全担当の役割と責任 
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日付 研修内容 

9 月 23 日(金) 休み 

9 月 24 日(土) 休み 

9 月 25 日(日) 歴史街道プログラム 

9 月 26 日(月) [視察]人材教育センター館内設備視察 

[講義]現場マネージャー（管理者）の役割と責任 

[講義]安全輸送の心構えと取り組み（乗務員・駅務員） 

[講義]エラー防止策と社員の安全確保（技術） 

9 月 27 日(火) [視察]駅における朝ラッシュの状況確認 

[視察]駅構内の消防・防災設備、避難経路、浸水対策等の視察 

[視察]可動式ホーム柵・非常停止合図装置等の取り扱い 

[視察]乗務所における具体的な安全活動の視察 

[講義]鉄道輸送の安全を脅かす脅威と対策 

[講義]Osaka Metro 異常事態基本細則の説明と討議 

9 月 28 日(水) [視察]電気設備の安全確認及び保守作業の視察 

[講義]輸送の生命館の存在意義及び社内研修の取り組み 

[視察]輸送の生命館の展示物説明 

[視察]緑木車両工場における安全行動の視察 

9 月 29 日(木) [講義]バリアフリーの取り組みと体験 

[講義]大阪メトロサービスとの座談会 

9 月 30 日(金) [発表]研修の成果発表 

[発表]決意表明カードの作成と発表 

[閉講式]JICA 研修プログラム修了証授与 

[移動]関西空港→シンガポール 

10 月 1 日(土) [移動]シンガポール→ダッカ 
出典: JICA 専門家チーム 

 

1.4 研修の参加者 

研修の参加者を表 1-2 にまとめる。当初の計画では 12 名が参加する予定だったが、渡航

前の PCR 検査で 2 名が陽性となり、結果として合計 10 名が来日した。なお、10 名のうち

1 名はダッカメトロポリタン警察署（DMP）から参加した。別添資料２にリストをまとめる。 

表 1-2 研修参加者 

名前 役職 所属 

Krishna Kanta Biswas Additional Project Director DMTCL, Line-6 

Md. Zakaria Additional Project Director DMTCL, Line-6 

Nasir Uddin Ahmed 
Director Operation & 

Maintenance 

DMTCL 

Shanti Moni Chakma Deputy Project Director DMTCL, Line-6 

Mahammad Shahjahan Project Manager 1 DMTCL, Line-6 

Md. Abdur Rahman System Analyst DMTCL 

Md. Abu Bakor Siddique 
Assistant Manager [Mechanical 

(Bogie & Pneumatics)] 

DMTCL 

Md. Uzzal Hossain 
Assistant Engineer 

(Mechanical)(CP-08) 

DMTCL 

Mohd. Abdus Salam Assistant Manager (Electric) DMTCL 

Abu Rayhan 

Muhammad Saleh 

Joint Police Commissioner 

(Traffic-North) 

Dhaka 

Metropolitan 

Police 
出典: JICA 専門家チーム 
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1.5 研修の内容 

1.5.1 Osaka Metro の紹介（9 月 22 日） 

講師：仲井信雄（JICA 専門家チーム） 

研修の導入として、専門家チームから Osaka Metro の紹介を行った。会社沿革の他に、事

故災害発生時に備えた体制づくりや日頃の安全確保のための人材育成の取り組みについ

て説明した。 

研修員からは Osaka Metro の安全管理体制について質問が挙がり、DMTCL に当てはめ

たときにどのようなポジションが適切であるかなどが議論された。また、Osaka Metro の取り

組みを模範にして事故災害時に備えたマニュアルの作成、各社員が同書を携帯することの

重要性について理解した研修員が多く、DMTCL でも取り入れたいとの意見が挙げられた。 

写真 1:仲井氏 写真 2:講義の様子 

 

1.5.2 安全報告書に関するディスカッション（9 月 22 日） 

講師：望月篤、佐相駿実（JICA 専門家チーム） 

専門家チームから、Osaka Metro およびその他の日本の鉄道事業者における安全報告書

の概要を説明した。なお、Osaka Metro の安全報告書 2021 年版を事前に英訳及び送付し、

宿題として熟読してくることを課していた。 

日本の鉄道事業者では、安全報告書を毎年発行することが国から求められている。この安

全報告書は利用者への PR 活動の一部でもあり、安全確保のための設備の整備状況、教

育・訓練の実施状況、設備投資額がまとめられている。また、社長のメッセージも載せられ

ており、トップマネージャーの安全へのコミットメントも記載されている。 

研修員からは、DMTCL においてはどの程度の間隔で発行すべきか、どのような内容を安

全報告書に盛り込むべきか、といった質問が挙がった。専門家チームからの回答として、日

本では一年に一度のペースで発行しており、鉄道事業者の社長による安全確保に向けたメ

ッセージや安全報告や安全方針、安全への取り組み内容等が記載されている。 
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1.5.3 安全管理者の役割と責任（9 月 22 日） 

講師：大西誠（Osaka Metro 安全推進部 部長） 

Osaka Metro 安全推進部部長より、安全管理者の役割と責任に関して講義があった。 

安全最優先の原則や法体系遵守、安全風土の醸成に向けた管理者としての取り組みが紹

介された。また、日本の安全文化として各現場、職場などでおこなわれる朝礼など『唱和』が

紹介された。また、唱和を研修員とともに実演した。 

研修員からは、安全委員会の具体的な構成メンバー、開催頻度について質問が挙がった。

講師からは、構成メンバーは交通事業本部長(安全統括管理者)をトップとして、担当部署

の部長クラスがメンバーとなり、開催頻度は年に 5 回との回答があった。安全方針の最終化

および社員への周知の重要性が説明され、DMTCL においても早期に最終化および社員へ

の周知を行うよう指導があった。これに対し、DMTCL では現在ドラフト版を MD に提案済

みであり、間もなく最終化される見込みであると返答した。 

 

  
写真 3：大西氏 写真 4：唱和の風景 

 

1.5.4 歴史街道プログラム（9 月 25 日） 

関西地方の歴史を学ぶことを目的に、歴史街道プログラムに参加した。午前中は座学で歴

史街道、とりわけ日本らしさとは何かについて講義があった。その後、竹中大工道具館で日

本の伝統的な建築技術や建築様式、それらの技術を支える工具などについて学んだ。午後

は琵琶湖疎水記念館、南禅寺、および金閣寺を訪問し、発電設備やトンネル技術等、鉄道

に関わる技術の歴史を学ぶとともに、主に京都における歴史を土木技術や伝統的な土木構

造物の観点から学んだ。 
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写真 5：座学の様子 写真 6：茶室の見学風景 

  
写真 7：琵琶湖疎水記念館の様子 写真 8：金閣寺にて記念撮影 

 

1.5.5 Osaka Metro 中百舌鳥研修所視察（9 月 26 日） 

講師：丹田考生（Osaka Metro 人材育成センター研修・訓練 担当課長） 

Osaka Metro 人材育成センター研修・訓練担当課長より、人材育成センターにおける研修

施設の視察を行った。研修施設には運転士、車掌シミュレーター、鉄道信号の基礎となる閉

そくを理解するための鉄道模型、転てつ機の実機、連結器の仕組みを理解するための設備

など鉄道の安全を理解するための様々な施設の展示があり、研修員たちも研修施設の視

察をすると同時に、研修内容についても学んだ。また、現場で作業などをおこなう従業員を

教育するための VR を実際に体験した。この VR 装置は視覚のみならず聴覚も使い、様々

な危険が潜む実際の現場を体験することが出来るため、研修員は VR を用いて事前に危険

予知をする重要性を認識し、現場での安全確保について学んだ。 

 

  
写真 9：施設説明を受ける参加者 写真 10：VR 体験の様子 
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写真 11：車掌シミュレーター見学の様子 写真 12：運転シミュレーター見学の様子 

  
写真 13：閉そくを理解するための模型見学の様子 写真 14：転てつ機見学の様子 

 

1.5.6 現場マネージャー(管理者)の役割・責任（9 月 26 日） 

講師：荻野康二（JICA 専門家チーム） 

専門家チームより、現場マネージャーの役割および責任に関して講義を行った。日本では、

運輸一括法の下、鉄道事業者だけではなく全運輸事業者が運輸安全マネジメント制度に従

い事業を実施している。その他、事故やヒヤリハット情報の収集とそれに対する真摯な対応、

係員の資質の向上、基本動作の重要性等の説明があった。 

研修員からは、基本動作の重要性やヒヤリハット情報収集の重要性認識できたとコメントを

得た。 

 

  
写真 15：荻野氏 写真 16：講義中の風景 
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1.5.7 安全輸送の心構えと取り組み（乗務員・駅務員）（9 月 26 日） 

講師：荒木秀紀（大阪メトロサービス 駅関連事業部 部長） 

大阪メトロサービス駅関連事業部部長より、乗務員および駅務員の経験から安全輸送のた

めの心構えとその取り組みについて講義が行われた。法令遵守の意識や基本的な考え方、

基本動作、社員間でのコミュニケーションの取り方等、鉄道事業者の社員が取り組むべき

基本に関する講義がなされた。 

研修員からは、Osaka Metro の表彰制度や 5S（「整理」「整頓」「清掃」「清潔」「しつけ」）の

取り組みに関心が示された。若手社員への教育については類似点も確認できた。 

 

  
写真 17：荒木氏 写真 18：講義中の様子 

1.5.8 エラー防止策と社員の安全確保（技術）（9 月 26 日） 

講師：松本剛（大阪メトロサービス 技術部 課長） 

大阪メトロサービス技術部課長より、日々のメンテナンスに係るエラー防止策と技術系社員

の安全確保の方法について講義があった。チェックリストに基づく作業や、ルール遵守の意

識醸成、夜間作業の手続き等の説明がなされた。 

研修員からは、夜間作業の具体的な手続き方法、チェックシートの具体的内容について質

問があった。講師からは、夜間作業にかかる作業確認書をシステムにアップロードし、指令

所が受領および作業許可を発出すると回答があった。また、チェックシートは作業内容や作

業場所、施工者、指揮者、連絡先等、管理者が判断するのに最低限必要な内容である旨の

回答があった。 

 

   
写真 19：松本氏 写真 20：講義中の様子 
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1.5.9 駅における朝ラッシュの状況確認（9 月 27 日） 

講師：Group A 山口正司（Osaka Metro 梅田管区 駅長） 

講師：Group B 山口正司（Osaka Metro 梅田管区 駅長） 

講師：Group C 下垣内供廣（Osaka Metro 本町管区 駅長） 

講師：Group D 羽田哲也（Osaka Metro 本町副管区 駅長） 

Osaka Metro で一番利用者が多い御堂筋線の朝のラッシュを見学した。駅の一般利用者

および業務に従事する社員への配慮のため、4 つのグループに分かれて駅視察を行った。 

グループ A は梅田駅の先頭、グループ B は梅田駅のデッキ、グループ C は淀屋橋駅のデッ

キ、グループDは本町駅のデッキからそれぞれ視察を行った。ラッシュ時の駅務員・乗務員・

運転士の具体的な安全行動（指差喚呼等）、乗客流動およびその誘導等を学んだ。 

  

写真 21：本町駅でのデッキからの視察 写真 22:駅長室視察 

1.5.10 駅構内の消防・防災設備、避難経路、浸水対策等の視察（9 月 27 日） 

講師：下垣内供廣（Osaka Metro 本町管区 駅長） 

駅のラッシュ視察の後、駅長室にて防災や異常事態の緊急連絡先、活動体制等を視察した。

また、駅長室にも企業理念や安全方針のポスターが掲示されていることを確認し、現場レベ

ルにまで浸透していることを確認した。 

その後、駅構内にある止水パネル、防水ドア、AED、消火器、消火栓、SOS 緊急ボタン、二

段落とし防火シャッター等の防災関連の設備の視察を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 23：本町駅駅長室での SMS 活動視察 写真 24：SOS 緊急ボタンの設備の視察 
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その後、次の中百舌鳥駅での視察に向けて御堂筋線に乗車して移動した。その際、各グル

ープ 1 名は運転席に同乗し、運転士がどのように安全を確保しているかを視察した。具体

的には、出発前および各信号における指差喚呼、標識の確認、終点での行先の確認、運転

士・乗務員の交代等を確認した。 

 

1.5.11 可動式ホーム柵・非常停止合図装置等の取り扱い（9 月 27 日） 

講師：山本茂樹（Osaka Metro 天王寺管区 駅長） 

Osaka Metro 天王寺管区駅長より、可動式ホーム柵および非常停止合図装置の取り扱い

について説明が行われた。可動式ホーム柵設置前は、泥酔客や視覚障害者が線路内に転

落する事故が発生していたが、可動式ホーム柵のおかげでそのような事故は現在までにゼ

ロとなったとの説明があった。 

研修員からは、非常停止装置押下による影響や社員間の連絡方法等の確認があった。講

師からは、列車停止による影響は大きいが安全を優先して列車を停止させることや、指令

所を軸に社員間の連絡を取ると回答があった。 

  

写真 25:可動ホーム柵の説明(1) 写真 26:可動ホーム柵の説明(2) 

1.5.12 乗務所における具体的な安全活動の視察（9 月 27 日） 

講師：畑中修二（Osaka Metro 中百舌鳥乗務所 所長） 

Osaka Metro 中百舌鳥乗務所所長より、乗務所における日々の活動方法および乗務員の

管理方法を視察した。具体的には、出勤後すぐのアルコールチェック実施、管理職からの留

意事項伝達、当月の重点安全事項の確認、会社支給のタブレットによる伝達事項の確認、

仮眠室の視察等を行った。 

研修員からは、乗務所所属人数やシフトの構成、アルコールチェックに引っ掛かった場合の

対処、タブレットのアプリの具体的内容および DMTCL への提供について質問が挙がった。 
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写真 27：中百舌鳥乗務所での重点安全事項の確認 写真 28:アルコールチェック視察 

 

1.5.13 鉄道輸送の安全を脅かす脅威と対策（災害・犯罪・事故）（9 月 27 日） 

講師：川下潤（JICA 専門家チーム） 

JICA 専門家チームより、鉄道輸送に係る災害や犯罪、事故の概要の説明を行った。また、

これらの事象を防ぐ、もしくは被害を最小化するために、日ごろのメンテナンスや研修の重

要性についても説明があった。 

研修員からは、想定される災害や犯罪、事故については DMTCL でも概ね同じであり、

DMTCL でも同じような考えで準備できる旨のコメントがあった。 

 

  
写真 29：軌道保守時の感電事故の説明 写真 30：メンテナンスの重要性の説明 

 

1.5.14 Osaka Metro 異常事態基本細則の説明と討議（9 月 27 日） 

講師：荻野康二（JICA 専門家チーム） 

JICA 専門家チームから、Osaka Metro における異常事態基本細則の内容とその運用につ

いて説明があった。Osaka Metro では、具体的な実施マニュアルの上位の文書として異常

事態基本細則が存在し、全社員が取るべき基本的な原則や考え方をまとめている。また、

災害レベルを 3 つに分類し、事故や災害が発生した時に速やかに災害対策本部設置を行う

よう定めている。具体例として、2018 年の大阪北部地震の際に、地震発生 8 分後に対策本

部が立ち上がり、運転再開に向けて取り組んだ事例が紹介された。 

DMTCL では、災害対応マニュアルは存在するものの、その上位となる原則を明記した文書

は存在しないため、講師からはそのような文書の作成および社内教育を実施することが重
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要である旨を指摘した。少なくとも体制図を整備し、どのようなコミュニケーションを取るか

を図示することが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 31：異常事態基本細則の説明 写真 32：大阪北部地震発生時の対応状況説明 

 

1.5.15 電気設備の安全確認及び保守作業の視察（9 月 28 日） 

講師：福山和也（Osaka Metro 電気管理事務所 森之宮担当課長） 

Osaka Metro 電気管理事務所森之宮担当課長より、電気管理事務所の概要について説明

があり、その後変電所の電気施設の視察を行った。ここでは、電気設備の保守作業におけ

る安全確保の具体的手法を視察した。具体的には、社員の体調確認、工具の確認、作業内

容のチェック、作業中の手順確認等を視察した。また、全ての作業で指差喚呼が徹底して行

われていることを確認した。 

研修員からは、主に電気設備に関する技術的な質問や保守作業に関する点等が挙げられ

た。 

 

  
写真 33：保守作業実施時の指差喚呼実施状況 写真 34：遮断器の保守作業の視察 

 

1.5.16 輸送の生命館の存在意義及び社内研修の取り組み（9 月 28 日） 

講師：松岡敬二（JICA 専門家チーム） 
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JICA 専門家チーム（Osaka Metro 輸送の生命館研修企画担当課長）より、輸送の生命館

の存在意義および社内研修の取り組みについて説明した。2008 年から始まった運輸安全

一括法の枠組みにおける運輸安全マネジメントシステムに則り進められてきたが、安全教

本や安全教育体制自体は Osaka Metro が時間をかけて自発的に取り組んできた物である

との説明があった。 

研修員からは、安全教本や社員教育の内容を参考にしたいため資料の提供のリクエストが

あったが、Osaka Metro からは自ら作り上げること自体に意味があるとの指導がなされた。

研修員は、DMTCL 社員教育システムの構築に課題があり、今後このような体制構築を図

る必要性がある旨の認識が示された。 

 

  
写真 35：松岡氏 写真 36：講義中の様子 

 

1.5.17 輸送の生命館の展示物説明（9 月 28 日） 

講師：御前一義（輸送の生命館館長） 

Osaka Metro 輸送の生命館館長より、輸送の生命館の展示物の説明がなされた。具体的に

は、過去に Osaka Metro で発生した事故や重大インシデントの説明、防災盤の使用、車両

からの避難、メンテナンスの重要性について説明があった。過去に発生した重大インシデン

トでは、機械故障が原因であったが、その後の対応で指令所および運転士の知識・経験不

足が招いた多重ミスであり、同様の事象が DMTCL でも発生する可能性がある認識を持つ

ことができた。 

また、輸送の生命館には、Osaka Metro 社員が研修を受けた際に記入する「決意表明カー

ド」が展示されている。これは、研修を受けた後に安全に対して自身がどのように行動をす

るかの決意を表明するものであり、ここを訪れた方は誰でも閲覧することができるものであ

る。また、記入した社員自身も常に社員証とともに携帯し、初心を忘れずに日々の活動を支

えているものである。研修員からは、本展示の意図や効果、管理職としての管理方法、記入

内容について質問が挙がった。本視察を通じて、このような教育施設の重要性や研修カリ

キュラムの構築の必要性を学んだとのコメントが挙げられた。 
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写真 37：過去の事故に関する説明状況 写真 38：決意表明カード展示 

 

1.5.18 緑木車両工場における安全行動の視察（9 月 28 日） 

講師：大塚隆二（Osaka Metro 車両管理事務所長） 

Osaka Metro 車両管理事務所所長および緑木車両工場職員の方々より、緑木車両工場の

概要の説明があり、その後車両工場内の視察を行った。車体や台車、その他機械設備の保

守を行う上で必要な作業の中で、特に安全に配慮して実施している事項について説明があ

った。また、危険体感施設では、実際にどのような危険があるかを体験することができた。講

師からは、個々の安全配慮の仕組みは、管理職からではなく従業員側からの発案で行われ

ていることを強調された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 39：台車の保守作業状況の視察 写真 40：作業における安全配慮についての説明 

 

1.5.19 バリアフリーの取り組みと体験（9 月 29 日） 

講師：松山清史（大阪メトロサービス駅関連事業部 教育・案内担当課長） 

大阪メトロサービス駅関連事業部教育・案内担当課長より、日本全体および鉄道事業者に

おけるバリアフリーやユニバーサルデザインの取り組みや重要性、必要性について説明が

あった。また、講義の後は視覚障害者の立場になって、アイマスクをした状態で階段の昇降

を行った。講義で適切なガイドの方法を学び、その実践を行った。 

研修員からは、日本では言語的バリア(日本語表記のみで英語やその他の外国語表記が少

ない)があるのではとの指摘があった。鉄道施設、とりわけ観光客が多い駅ではすでに言語

的バリアの解消に向けた多言語サイン等の整備が進んでいるが、全てではないため、

Osaka Metro における今後の課題であるとの返答があった。 
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写真 41：バリアフリーに関する講義の状況 写真 42：アイマスク着用での階段昇降体験の状況 

 

1.5.20 大阪メトロサービスとの座談会（9 月 29 日） 

講師：植林俊光（大阪メトロサービス 取締役） 

本セッションは、大阪メトロサービスの取締役および部長クラスおよび JICA 専門家チーム

(大阪メトロサービス)とのフリーディスカッションを行った。主な質疑は以下の通り。 

表 1-3 質疑内容まとめ 

質問者 質問 回答 

Md. Abdur 

Rahman 

(System 

Analyst) 

年間 40 億円の利益をどのように出

しているか。 

また、非鉄道事業の売上はいくらか。 

コロナ前の売上は 300 億円あった。

全体で 1600 億円、一日約 4 億円。

これは 130km の鉄道ネットワークが

あり、安全で快適な輸送を提供して

いるから達成できた売上額である。 

鉄道事業で 32 億円、非鉄道事業で

約 7 億円。 

Abu Rayhan 

Muhammad 

Saleh(DMP) 

Osaka Metro の運営を視察した

が、警察が直接関与していないよう

に見えたが、どのように警察と連携し

ているか。 

DMTCL では今後メトロポリスを常

設する予定。 

 

通 常 の 運 行 の 安 全 は Osaka 

Metro が担っている。犯罪のような

場合は警察に連絡して援助を受け

る。 

新大阪駅に鉄道警察隊が常駐してお

り、私服で巡回している。 

鉄道事業者と警察、消防との三者協

議会を定期的に実施している。 

Nasir Uddin 

Ahmed 

Osaka Metroでは新大阪に警察の

派 出 所 が あ る よ う だ が 、 Osaka 

Metro の組織内独自に設立しない

か。 

過去には国鉄の中に独自の警察機

能があったが、現在はどの鉄道事業

者も警察機能は無く、全て警察署の

所管に移っている。国鉄以外の事業

者は過去にも警察機能を保有した経

験はない。 

同上 12/16 に開業する予定だが、どのよ

うな問題が起こり得ると思うか。 

機器や車両の初期故障および遅延

によるお客様とのトラブルが考えられ

る。 

十分に習熟しなければヒューマンエ

ラーは発生する。 

お客様自体も都市鉄道の使用方法

が分からないため混乱する可能性が

ある。 
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質問者 質問 回答 

Mahammad 

Shahjahan 

開業後、車両基地での安全に関する

問題はどのようなものが発生する可

能性があるか。 

最低でも 1 年前には保守要員を雇用

して、メンテナンスに関する訓練を実

施すべきである。 

同上 たくさん研修を受けたが、そのうちど

のような研修プログラムを DMTCL

に適応すると良いか。 

どのような研修を実施すれば良い

か。どのように教えたら良いか。 

そもそも従業員が雇用されている

か、研修資料を作成しているか、全

従業員に分かりやすい資料になって

いるか。 

専任の講師が必要と考える。 

Mohd. Abdus 

Salam 

一日の電気使用量はいくらか。MW 1 ヵ月の電気使用量 70-80 億円。 

電気代は 1kW15 円。 

同上 Osaka Metro では電力を発電して

いるか。 

発電はしていない。 

同上 省エネ対策を行っているか。 行っている。 

車両では回生電力、駅舎ではインバ

ーター機能のエアコン、LED 等が挙

げられる。 

ATO 運転の加速性能を改良して

7%の省エネを実現した。 

同上 太陽光発電システムはあるか。 電車の運行には使っていないが、駅

舎等には使用している。 

Md. Uzzal 

Hossain 

メンテナンスを行う上で重要なことは

何か。 

鉄道は経験工学と言われている。経

験することが全て。故障等は必ず発

生するが、そのための事前準備や早

急な対応を実施すべきである。また、

すでにバングラデシュで運営してい

る国鉄やデリーメトロ、我々(Osaka 

Metro)から学ぶと良い。 

 

メンテナンスは実施しなくても2-3年

は大丈夫だが、もっと先には必ず故

障や破損が発生する。そのため、今

大丈夫だからと言ってメンテナンスを

実施しないのではなく、もっと先のこ

とを見越して定期的に実施すべきで

ある。 

メンテナンスを実施するためのマニュ

アルは GC から提供されていると思

うが、自分たち(メンテする人)が分か

りやすいように改訂していくべきであ

る。 

事故の芽に向き合って対処していく

ことが大切である。 

Shanti Moni 

Chakma 

Osaka Metro では約 130 駅ある

が、駅の土地はどのように取得した

か、また、これらの土地収用の補償等

はどうしたか。 

Osaka Metro の線路の多くは道路

の下にある。民間の土地はやむを得

ず通さなければならない場合のみと

なる。土地で一番困るのはデポであ

り、大きな土地が必要になる。 

同上 個人所有の土地は直接買うか、それ

とも政府が買うか。また、売りたくな

いという個人所有者にはどのように

対応するか。 

個人所有の土地は直接買う。 

対象者のところに毎日通い、土地で

はなく「心」を買う。 

同上 政府や公共の方が対処することはあ 上記回答でも難しい場合は政府が
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質問者 質問 回答 

るか。 強制的に収用する仕組みもある。 

Md. Abu 

Bakor 

Siddique 

安全を守る上で一番大事なことは何

か。 

5S や指差喚呼等の基本動作。 

Krishna Kanta 

Biswas 

Osaka Metro の安全は、建設の安

全と運営の安全の二つあると理解し

たが、統括者は同じ方が責任を有し

ているか。 

安全統括者が統括している。 

 

同上 Osaka Metro は長らく運営してい

るが、現在のチャレンジ(課題)は何

か。 

人口減少、コロナの影響で利用者は

減少する。そのような状況下でどのよ

うにビジネスを維持していくかが課

題。 

また、車の自動運転技術が進展して

いる。オンデマンドバスを現在実施し

ており、如何に鉄道に乗ってもらうか

が課題である。 

同上 駅から自宅まで輸送するサービスは

あるか。 

オンデマンドバスやシェアサイクル

等。 

同上 非鉄道事業について、どのような内

訳か。 

大きくは広告、地下街、開発事業、が

挙げられる。 

同上 今準備段階の状況だが、DMTCL が

12/16 に運営を開始することにどの

ように考えるか。 

訓練を実施せずに開業させるのは危

険である。 

Nasir Uddin 

Ahmed 

Osaka Metro は様々な施設・設備

を保有しているが、それぞれの施設・

設 備 の メ ン テ ナ ン ス は Osaka 

Metro 独自で実施しているか、それ

とも外注しているか。 

基本的には全て Osaka Metro が

自している。他方で、安全に直結しな

いルーチンワークは外注している。具

体的には清掃や電球の取替え等。 

Krishna Kanta 

Biswas 

開業前に JET は DMTCL に対して

安全に関する改善点等のデッドライ

ンを示してほしい。 

開業が安全に対するターゲットでは

なく、開業後においても継続して改善

を図る必要がある。安全に関する教

育や訓練を継続して行い DMTCL

内で改善をできるようになることが望

ましい。 

同上 開業当初はダッカだけではなく地方

からも乗車しに来る可能性があり、

大混雑する可能性がある。 

群集コントロールをすべき。 

開業前に多くのことを準備すべきで

あり、従業員を雇用し、何度も研修す

る必要がある。 
出典: JICA 専門家チーム 

 

  
写真 43：座談会の実施状況(1) 写真 44：座談会の実施状況(2) 
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1.5.21 研修成果の発表（9 月 30 日） 

1 名 10 分で、以下の 3 点について発表を行った。 

 本研修を通じて学んだこと 

 今回学んだことで、DMTCL や自身が所属する組織に適応可能なこと 

 今後 10 年間のアクションプラン 

各組織、立場に応じたプレゼンテーションが実施された。今回の研修で学んだことや今後の

活動に関する点を具現化し、他者に宣言することで、研修員の今後の活動を支えるものと

期待される。 研修員から挙がった本研修で学んだ点を集約すると以下の通りとなる。 

 企業理念や安全方針等の上位思想がしっかり運用されている。本棚にしまわれてしま

うのではなく、社員証ケースの中や各部屋の壁等至る所に示されており、社員の内部

にも浸透していること。 

 PDCA サイクルが適切に回っていること。 

 災害対策の体制が整っていること。 

 内部監査、外部監査が機能していること。 

 車両基地内やその他どの施設でも整理・整頓・清潔・清掃・躾(5S)が行き届いており、

指差喚呼も徹底されている。こういった一つ一つの行動が安全につながっているとい

うこと。 

 安全は人(社員)で作られているということ。 

 上述した体制構築や運用実施のための研修プログラムや社員教育体制が整っている

こと。 

 

DMTCL や所属組織に適応可能なこととしては以下の意見が多く挙がった。 

 企業理念や安全方針の作成と社員への周知、携行 

 社員のモチベーション向上策、安全研修の実施・継続 

 ガイドライン等の文書体系の整備 

 災害対策本部の設立とコミュニケーション体制の構築 

 安全研修施設(Osaka Metro でいう輸送の生命館に相当)の設立 

 PDCA サイクルの構築 

 トップレベルと現場レベルのコミュニケーション 

 指差喚呼、5S 等の基本動作の徹底 

 決意表明カードの作成 

 

その他印象に残ったコメント 
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 5C（Competence, Commitment, Concentration, Compliance, Consciousness）の構

築 

→Osaka Metro の 5S(整理・整頓・清潔・清掃・躾)という取り組みのネーミングを参考

に提案された。 

 事故の芽情報の収集システムの構築 

→System Analyst 担当の方から、事故の芽情報やその他安全を脅かすリスクを現場

レベルから収集し管理者に通知するシステムを構築したいと提案があった。これは、

Osaka Metro の全乗務員が保有しているタブレットに Osaka Metro 専用のアプリがイ

ンストールされており、このアプリを活用して事故の芽を収集しているという事例を参

考にされた。 

 安全教育体制の構築 

→Osaka Metro の輸送の生命館や中百舌鳥研修所のような教育施設そのものも必要

だが、その中身である社内教育のカリキュラムや研修員の養成、内部監査体制の構築

(監査員の養成含む)等が重要である点が多く指摘された。他方で、DMTCL やバングラ

デシュにはこれらの経験が無く、引き続き Osaka Metro の協力を得たい旨のコメント

が挙げられた。 

 日常からの指差喚呼の実施 

→鉄道輸送に限らず、日常生活でも指差喚呼が有効であると指摘があった。 

 

  
写真 45：研修成果の発表状況(1) 写真 46：研修成果の発表状況(2) 

1.5.22 決意表明カードの作成（9 月 30 日） 

Osaka Metro の輸送の生命館に展示されている決意表明カードを好例とし、研修員にも同

様のカードを作成してもらった。この決意表明カードはDMTCL のMDに手交され、DMTCL

の車両基地にある研修センターに展示する予定である。また、同じ内容をカードサイズの紙

にも記載し、社員カードフォルダーや財布にも入れ、仕事中常に携行できるようにした。 

研修員が記載した内容の多くは、安全第一の意識を持つ、マニュアルの遵守、安全行動(指

差喚呼)の徹底等が挙げられた。 
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写真 47：各研修員が作成した決意表明カード 写真 48：決意表明カードの発表状況 

 

1.5.23 閉講式の開催（9 月 30 日） 

研修の最後に閉講式を開催した。JICA 本部、大阪メトロサービス、JET チームリーダー、研

修員代表より挨拶の上、JET チームリーダーより修了証を各参加者に授与した。 

 

  
写真 43：研修員代表による挨拶 写真 44：集合記念写真 
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2 実施結果についての所見 

2.1 カリキュラムの評価・改善点等 

2.1.1 良かった点 

(1) カリキュラム全体 

講義、視察、ディスカッション等、幅広い研修カリキュラムを構築することができた。また、会

社全体のマネジメントシステムに関することのみならず、運輸や車両保守、電気保守等の現

場レベルでの一つ一つの安全活動も視察および意見交換を行うことができた。 

 

(2) ワークシートの作成 

毎日の終わりにワークシートの作成を課した。記入する内容は主に①当日の研修で学んだ

点、②DMTCL(自身の組織)に適応可能な点、の二点。このような毎日のまとめを行ったこと

で、最後の研修の成果発表の際に大変重宝した。 

 

(3) 決意表明カードの作成 

Osaka Metro で実際に実施されている決意表明カードを研修員にも記入してもらい、全員

の前で発表する機会を設けた。具体的に他者に伝えることで、安全に対する決意をコミット

してもらった。研修受入れ先の Osaka Metro の安全文化を伝えることができた。 

 

2.1.2 悪かった点と今後の改善策 

(1) 時間割 

各講義および現場視察では、研修員から積極的に質問が挙げられた。これにより、当初予

定の時間内に終わらず、遅れが発生したセッションもあった。一日の終わりにワークシートを

記入する時間を確保していたが、その時間が確保できず、帰宅後の自主作業となった。 

その他細かい点で当初の計画時間とは異なる時間割となることもあった。早く終了した時

および遅く終了した時ともに休憩時間等で時間を調整した。結果的に十分な休憩が取れな

い場合もあった。 

また、研修スケジュールは日本のワークタイムに合わせて 9:00～17:30 を基本としたが、研

修箇所への移動に時間を要した結果となった。 

■改善策 

→各講義で要した時間などから、講義時間などを実態に即したものに変更し、研修の開始

時刻、終了時刻の見直しを行う。また、移動時間も考慮した上で、プログラムを削る・簡略化

する等により、余裕を持ったスケジュールとする。日本のワークタイムに縛られず、柔軟で現

実的なスケジュールを検討し、研修員の体調管理にも留意して研修を実施する。 
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→改善策として研修時間が予定時間から逸脱しないよう、質疑の時間を講義内で設け、そ

の時間内で調整を行う。 

(2) 研修成果の準備 

研修成果の発表の前日に準備の時間を設けた。研修成果発表は基本的にパワーポイントに

よるプレゼンテーションを想定していたが、研修員にパソコンを持参することを前日に通知

することを失念し、帰宅後の対応をお願いすることになった。準備の時間中は白紙に考えを

まとめ骨子を作成する時間に充てた。 

■改善策 

→パソコンが必要となる日は研修員へ事前連絡を行う。 

→前日のスライド準備にならないよう、前もって成果発表の方法や内容を研修員へ伝える。

また、日々の記録シート（ワークシート）を確実に記録すれば最終的な研修成果としてまとめ

られるようにワークシート側の記載内容を工夫する。 

 

(3) 講義資料の準備 

講義資料の準備・調整が間に合わず、一部の視察現場で和文の資料を手渡し、口頭で補

足した。 

■改善策 

→第一バッチで指摘された和文箇所については、第二バッチで英訳資料を準備できるよう

にする。また、第一バッチの研修員にも電子データ等で改訂版を共有する。 

2.2 研修員からの評価 

Google Form を活用して、研修員に対して最終日にアンケートを行った。質問項目は以下

の通り。 

 Q1: How was the overall training arrangement? (5 段階評価) 

 Q2: What were the impressive sessions? (各セッションから複数選択) 

 Q3: How much could you understand the contents? (5 段階評価) 

 Q4: How was the training period? (5 段階評価) 

 Q5: Free answer（自由回答） 

 

Q1 の回答まとめを図 2-1 にまとめる。全員に満足いただけたようである。 
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出典: JICA 専門家チーム 

図 2-1 Q1 の回答まとめ 

 

Q2 の回答を図 2-2 にまとめる。緑木車両工場の見学が一番印象に残ったセッションであっ

た。また、安全担当者の役割と責任、部門管理者の役割と責任、バリアフリーの取り組みと

体験が次いで印象に残ったセッションとなった。 

 

出典: JICA 専門家チーム 

図 2-2 Q2 の回答まとめ 

 

Q3 の回答を図 2-3 にまとめる。研修員の全員が内容を理解できたと回答した。 
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出典: JICA 専門家チーム 

図 2-3 Q3 の回答まとめ 

Q4 の回答を図 2-4 にまとめる。意見が分かれたが、研修期間がかなり短かった、もしくは

短かったと回答する方も 3 割はいた。少し長いという方も 2 割はいた。 

出典: JICA 専門家チーム 

図 2-4 Q4 の回答まとめ 

Q5 の回答を表 2-1 にまとめる。改善点としては、講義セッションでもう少しディスカッション

の時間を取り入れるべきとのコメントがある。また、講義内容に比べてもう少し期間を長くす

べきとのコメントや、研修場所までの距離を理由としたスケジュールのタイトさも指摘されて

いる。食事面では、ハラル食の徹底について指摘があった。

良いコメントとしては、全体的に良かったというコメントも寄せられた。
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表 2-1 Q5 の回答まとめ 

No. コメント内容

1 Halal food area and not halal area must be separated 
2 The training was very good for the Metro Rail Safety System. 
3 Time short in comparison to training content. 
4 Thank you very much for the nice training 
5 Fruitful Training. Lectures should be interactive with both way 

discussion for more understanding and concentration. 
6 Training Duration should be 15 days 
7 Training venue and accommodation should be same or near by. 

Training schedule was very tight. 
出典: JICA 専門家チーム 

2.3 その他気付きの点（宿泊、食事等の手配を含む。） 

2.3.1 食事 

研修員の多くは食事制限のあるイスラム教徒信者の方々だったため、食事手配の懸念があ

った。宿泊先が JICA 関西センターであったため、朝食・夕食は宗教的問題を心配すること

なく過ごすことができたとの意見が大半を占めた。昼食については、研修場所近隣のインド

カレー屋やマクドナルド等、研修員の要望に応じて対応できた。

2.3.2 宿泊先 

上記の事情から宿泊先を JICA 関西センターにしたが、いくつか制限があり、研修時間外の

自由時間に制限が多かったとの意見が多かった。とりわけ、バングラデシュでは食事時間が

遅い傾向(夕食が 22 時頃)にあるが、食事可能時間が 20 時までとの制約があり、研修員の

ルーティンとは異なる制限があったとの意見があった。

また、JICA から提供される食事代はミールキットという形で提供されるが、このミールキット

では JICA 関西センターでしか食事がとれず、上記の理由から外食する機会も少なくなかっ

たようだが、その際には補填されず不便だったとの意見もあった。

加えて、主な研修場所は大阪市内のため、研修場所までバスで片道約 1 時間かかり、それ

に対するネガティブな意見もあった。対応策としては、移動時間も考慮しプログラムを簡略

化する等、余裕を持ったスケジュールとすることが望ましい。

2.3.3 フライトスケジュール 

研修受入れは JICA 関西センターであったが、新型コロナウイルスに関連した入国管理の観

点から羽田空港入国になり、羽田空港から伊丹空港まで国内線で乗り継ぐ行程となった。

直接関西空港への入国を要望する意見が多かった。
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2.3.4 日当の受領 

日当の受領が現金ではなく銀行のキャッシュカードであった。お札はコンビニ、JICA 関西セ

ンターでも降ろせるが、小銭は銀行併設の ATM でしか降ろせず、小銭を降ろす時間を工面

する必要があった。他方で専門家チームからは Osaka Metro 等の乗車体験のための交通

系 IC カードを提供し好評であった。交通系 IC カードは研修員の自由散策や買い物等にも

活用できるものであり、研修員は期間中に自主的にチャージし活用しており、日本の鉄道技

術の体験の面でも有意義であった。 

 

 

 



日程表2ndBatch (羽田着）

研修プログラム名

※必須(半角英数字) 研修プログラム番号 1 ※必須(半角数字)

研修期間 ～ 2022/9/30 受入形態 国別研修

研修員数 10 人

9/21(水) 東京到着（6:55に羽田着)

バス移動：伊丹空港～JICA関西センター バス同乗：2名（Monibur、Mahboob）

16:00 ～ 18:00 ブリーフィング 兵庫県 JICA関西センター

9/22(木) 9:00 ～ 10:00 講義 オリエンテーション 望月　篤 日本工営　部長代理 英語 兵庫県 JICA関西センター

10:00 ～ 10:50 講義 本研修の目標・成果の確認 田島　佳幸 日本工営 英語 兵庫県 JICA関西センター

11:00 ～ 12:00 講義 Osaka Metroの紹介 仲井 信雄 大阪メトロサービス 日本語 兵庫県 JICA関西センター

12:00 ～ 13:00 昼食：JICA関西センター

13:10 14:50 討議 安全報告書のフリーディスカッション 望月　篤 日本工営　部長代理 英語 兵庫県 JICA関西センター

15:00 ～ 17:00 講義 安全担当の役割と責任 大西　誠
大阪市高速電気軌道・安全推進
部長

日本語 兵庫県 JICA関西センター

17:10 ～ 17:40 討議 一日の振り返り（レポート作成） 望月　篤 日本工営　部長代理 英語 兵庫県 JICA関西センター

9/23(金) 祝日：西日本エリア自由散策

9/24(土) 祝日：西日本エリア自由散策

9/25(日) 9:00 ～ 17:30 視察 歴史街道プログラム

9/26(月) 7:50 ～ 8:50 バス移動：宿舎～中百舌鳥研修所 バス同乗：2名（Monibur、Mahboob）

9:00 ～ 10:30 視察 人材教育センター館内設備視察 丹田　孝生
大阪市高速電気軌道・人材育成
センター研修・訓練担当課長

日本語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）
パナガイド：研修生12個、JET:10個、講

師：1個、CND：1個

10:30 ～ 12:00 講義 現場マネージャー（管理者）の役割と責任 荻野　康二 大阪メトロサービス 日本語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）
パナガイド返却

12:00 ～ 13:00 昼食：なかもず駅付近のコンビニ、カレー屋等

13:00 ～ 14:20 講義 安全輸送の心構えと取組（乗務員・駅務員） 荒木　秀紀
大阪メトロサービス・駅関連事
業部長

日本語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）

14:30 ～ 16:30 講義 エラー防止策と社員の安全確保（技術） 松本　剛
大阪メトロサービス・技術部課
長

日本語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）

16:40 ～ 17:20 討議 一日の振り返り（レポート作成） 望月　篤 日本工営　部長代理 英語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）

17:30 ～ 18:30 バス移動：中百舌鳥研修所～宿舎 バス同乗：2名（Monibur、Mahboob）

強調

氏名
（敬称略）

所属先及び職位名 連絡先

講師
使用
言語

都道府県 研修場所 備考 連絡事項

対
象
グ
ル
ー

プ

講師又は見学先担当者等

2022/9/21

日付
※必須

時刻 形態
研修内容
※必須

研修日程表
研修コース名 部門管理者向け安全マネジメント研修 ダッカ6号線安全マネジメントシステム

研修コース番号 201801112J-010

1/2

別添資料1
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9/27(火) 6:50 ～ 7:45 バス移動：宿舎～梅田駅 バス同乗：2名（Monibur、Mahboob）

7:45 ～ 8:00 鉄道移動：梅田駅～各視察先

8:00 ～ 8:20 視察 駅における朝ラッシュの状況確認（グループA） 山口　正司
大阪市高速電気軌道・梅田管区
駅長

日本語 大阪府 Osaka Metro梅田駅(御堂筋線)
パナガイド（午前中使用）：JET: 4個、研

修生：4個、講師用：1個、CDN：1個
A

8:00 ～ 8:20 視察 駅における朝ラッシュの状況確認（グループB） 下垣内　供廣
大阪市高速電気軌道・本町管区
駅長

日本語 大阪府 Osaka Metro本町駅(御堂筋線)
パナガイド（午前中使用）：JET: 3個、研

修生：4個、講師用：1個
B

8:00 ～ 8:20 視察 駅における朝ラッシュの状況確認（グループC） 羽田　哲也
大阪市高速電気軌道・本町副管
区駅長

日本語 大阪府
Osaka Metro淀屋橋駅(御堂筋

線)
パナガイド（午前中使用）：JET: 3個、研

修生：4個、講師用：1個
C

8:20 ～ 8:30
鉄道移動：視察駅～本町駅（グループA,C)
駅構内移動：o本町駅（グループB)

8:30 ～ 9:30 視察
駅構内の消防・防災設備、避難経路、浸水対策等の
視察（グループA,B,C)

下垣内　供廣
大阪市高速電気軌道・本町管区
駅長

日本語 大阪府 Osaka Metro本町駅(中央線) 通訳：CDN 共通

9:30 ～ 10:00 鉄道移動：Osaka Metro本町駅～なかもず駅

10:00 ～ 10:30 視察
可動式ホーム策・非常停止合図装置等の取り扱い(グ
ループA)

山本　茂樹
大阪市高速電気軌道・天王寺管
区駅長

日本語 大阪府
Osaka Metroなかもず駅(御堂筋

線)
パナガイド：講師用：1個

通訳：CDN
A

10:00 ～ 11:00 視察
乗務所における具体的な安全活動の視察(グループ
B,C)

畑中　修二
大阪市高速電気軌道・中百舌鳥
乗務所所長

日本語 大阪府 Osaka Metro中百舌鳥乗務所
パナガイド：講師用：1個

通訳：望月
B,C

11:00 ～ 11:30 視察
可動式ホーム柵・非常停止合図装置等の取扱い視察
(グループB,C)

山本　茂樹
大阪市高速電気軌道・天王寺管
区駅長

日本語 大阪府
Osaka Metroなかもず駅(御堂筋

線)
通訳；CDN B,C

11:00 ～ 12:00 視察 乗務所における具体的な安全活動の視察(グループA) 畑中　修二
大阪市高速電気軌道・中百舌鳥
乗務所所長

日本語 大阪府 Osaka Metro中百舌鳥乗務所 通訳：望月 A

12:00 ～ 13:00 昼食：なかもず駅付近のコンビニ、カレー屋等

13:00 ～ 14:20 講義
鉄道輸送の安全を脅かす脅威と対策（災害・犯罪・
事故）

川下　潤 大阪メトロサービス 日本語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）

14:30 ～ 16:50 講義 Osaka Metro異常事態基本細則の説明と討議 荻野　康二 大阪メトロサービス 日本語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）

17:00 ～ 17:20 討議 一日の振り返り（レポート作成） 望月　篤 日本工営　部長代理 英語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）

17:30 ～ 18:30 バス移動：中百舌鳥研修所～宿舎 バス同乗：2名（Monibur、Mahboob）

9/28(水) 7:50 ～ 8:50 バス移動：宿舎～輸送の生命館 バス同乗：2名（Monibur、Mahboob）

9:00 ～ 10:00 視察 電気設備の安全確認及び保守作業の視察 福山　和也
大阪市高速電気軌道・電気管理
事務所　森之宮担当課長

日本語 大阪府
Osaka Metro電気管理事務所

森之宮
パナガイド（午前中使用）：JET: 10個、
研修生：12個、講師用：2個、CDN：1個

10:10 ～ 11:20 講義 輸送の生命館の存在意義及び社内研修の取組 松岡　敬二
大阪市高速電気軌道・輸送の生
命館 研修企画担当課長

日本語 大阪府
Osaka Metro輸送の生命館

森之宮

11:30 ～ 12:30 視察
昼食：お弁当（未定）または森ノ宮駅周辺のコンビ
ニ等

12:30 ～ 14:00 視察 輸送の生命館の展示物説明 御前　一義
大阪市高速電気軌道・輸送の生
命館館長

日本語 大阪府
Osaka Metro輸送の生命館

森之宮

14:10 ～ 15:00 バス移動：中百舌鳥研修所～緑木車両工場
バス同乗：10人(望月、荻野、仲井、松

岡、川下、田島、橋本、佐相、Monibur、

15:00 ～ 17:20 視察 緑木車両工場における安全行動の視察 大塚　隆二
大阪市高速電気軌道・車両管理
事務所長

日本語 大阪府
緑木車両工場
北加賀屋駅

パナガイド：講師用：2個

17:30 ～ 18:30 バス移動：緑木車両工場～宿舎 バス同乗：2名（Monibur、Mahboob）

9/29(木) 7:50 ～ 8:50 バス移動：宿舎～中百舌鳥研修所 バス同乗：2名（Monibur、Mahboob）

9:00 ～ 10:30 講義 バリアフリーの取組 松山　清史
大阪メトロサービス・駅関連事

業部 教育・案内担当課長
日本語 大阪府

Osaka Metro人材育成センター
（中百舌鳥）

10:40 ～ 11:40 講義 バリアフリーの体験 松山　清史
大阪メトロサービス・駅関連事

業部 教育・案内担当課長
日本語 大阪府

Osaka Metro人材育成センター
（中百舌鳥）

12:00 ～ 13:00 昼食：中百舌鳥研修所付近のコンビニ、カレー屋等 大阪府

13:00 ～ 15:50 実習 研修成果まとめ 望月　篤 日本工営　部長代理 英語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）

16:00 ～ 17:20 討議 大阪メトロサービスとの座談会 植林 俊光 大阪メトロサービス 日本語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）
座談会回答者としては、他のJETメンバー
に加えて植林取締役、小作技術部長も参加

17:30 ～ 18:30 バス移動：中百舌鳥研修所～宿舎 大阪府 バス同乗：2名（Monibur、Mahboob）

9/30(金) 9:00 ～ 11:00 討議 研修の成果発表 田島　佳幸 日本工営 英語 兵庫県 JICA関西センター

11:10 ～ 12:00 講義 研修の成果講評 望月　篤 日本工営　部長代理 英語 兵庫県 JICA関西センター

12:00 ～ 13:30 昼食、礼拝

13:30 ～ 14:00 討議 決意表明カード作成 橋本　諒平 日本工営 英語 兵庫県 JICA関西センター

14:10 ～ 15:30 討議 決意表明カード発表 望月　篤 日本工営　部長代理 英語 兵庫県 JICA関西センター

15:40 ～ 16:30 閉校式

帰国準備/チェックアウト

バス移動；宿舎～関西国際空港
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1 本邦研修の概要 

1.1 本邦研修実施の経緯 

本件は日本工営株式会社、株式会社大阪メトロサービスの JV により 2020 年 1 月から

開始された「バングラデシュ国 MRT6 号線安全マネジメントシステム構築支援プロジ

ェクト」（以下、本体業務）の一環の本邦研修である。本体業務では、これまでに三回

に渡り、日本の安全マネジメントシステム設立の背景や Osaka Metro 内での安全に対

する取り組みについて現地での対面、オンライン研修が行われた他、DMTCL への安

全マネジメントシステム構築に向けた各種安全文書作りの Workshop を現地で三回実

施している。本件は、日本の鉄道事業者が実施している安全マネジメントシステムに

関する実際の活動について Osaka Metro の現場で学ぶことを目的とした本邦研修であ

る。 

 

1.2 DMTCL と MRT6 号線の概要 

DMTCL は 2013 年 6 月に 100%政府出資で国営企業として設立された鉄道事業者であ

る。既存のバングラデシュ国鉄である BR（鉄道省管轄）とは別組織であり、道路橋梁

省の管轄である。現在、DMTCL での鉄道運行は行われておらず、建設中の MRT6 号

線が DMTCL として初の運行路線となる。また、同鉄道会社は将来的に複数本の鉄道

ネットワークを保持する鉄道事業者となる予定であり、MRT 1 号線及び MRT 2 号線、

MRT 4 号線、MRT 5 号北線、MRT 5 号南線が計画、調査、設計段階にある。 

MRT6 号線はバングラデシュ政府主導の下、ファストトラック方式により建設中の全

線高架の MRT である。本鉄道は国内初の電気鉄道であり、ダッカ北部の Uttara エリ

アから南部の Motijheel 間を結ぶ、延長約 20km、16 駅の路線である。建設に当たって

は、バングラデシュ政府と JICA 間で円借款契約が締結されており、日本国支援の下

で進められている。 

 

1.3 研修の目的 

本邦研修は全三回の実施を計画しており、主に管理職クラスを対象とした第一回目を

2022 年 9 月に実施した。本研修は第二回目の開催である。第二回目では、DMTCL の

管理職クラスや現場マネージャークラスに加え、現場での担当者レベルも対象として、

日本の鉄道事業者における安全マネジメントに関する全体像や具体的な内容を中心に、

以下の項目を学ぶ事を目的としている。なお、第三回目の本邦研修については経営層

向けの内容で行う予定である。 

 安全マネジメント手法 

 安全を確保するための設備事例 

 安全教育体系 

 異常事態におけるコミュニケーション体制 

 現場レベルでの具体的な安全活動 
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大阪市内で 9 路線 133km を運営する Osaka Metro が研修の受入れを行い、現場視察お

よび講義の多くを担った。なお、本研修を通じて、Osaka Metro と DMTCL の共通点お

よび相違点を各自で整理し、DMTCL でも適応可能な事柄を整理することを課した。 

 

1.4 研修の日程 

本研修は表 1-1 にまとめた日程で開催された。移動日も含めて合計 10 日間、実質の

研修は 5 日間であった。詳細な研修日程は別添資料 1 にまとめる。 

表 1-1 研修日程 

日付 研修内容 
10 月 24 日(月) [移動]ダッカ→バンコク→関西 
10 月 25 日(火) [移動]バンコク→関西、関西→JICA 関西センター 

[ブリーフィング]]JICA 関西センターによるブリーフィング 
[オリエンテーション]専門家チームによるオリエンテーション 

10 月 26 日(水) [講義]Osaka Metro の紹介 
[講義]安全報告書のフリーディスカッション 
[講義]安全担当の役割と責任 
[講義]現場マネージャー（管理者）の役割と責任 

10 月 27 日(木) [視察]人材教育センター館内設備視察 
[講義]エラー防止策と社員の安全確保（技術） 
[講義]安全輸送の心構えと取り組み（乗務員・駅務員） 
[講義]バリアフリーの取り組みと体験 

10 月 28 日(金) [視察]駅における朝ラッシュの状況確認 
[視察]駅構内の消防・防災設備、避難経路、浸水対策等の視察 
[視察]可動式ホーム柵・非常停止合図装置等の取り扱い 
[視察]乗務所における具体的な安全活動の視察 
[講義]鉄道輸送の安全を脅かす脅威と対策 
[講義]Osaka Metro 異常事態基本細則の説明と討議 

10 月 29 日(土) 休み 
10 月 30 日(日) 京都鉄道、歴史見学プログラム 
10 月 31 日(月) [視察]電気設備の安全確認及び保守作業の視察 

[講義]輸送の生命館の存在意義及び社内研修の取り組み 
[視察]輸送の生命館の展示物説明 
[視察]緑木車両工場における安全行動の視察 

11 月 1 日(火) [講義]大阪メトロサービスとの座談会 
[発表]研修の成果発表 
[発表]決意表明カードの作成と発表 
[閉講式]JICA 研修プログラム修了証授与 

11 月 2 日(水) [移動]関西空港→シンガポール→ダッカ 
出典: JICA 専門家チーム 

 

1.5 研修の参加者 

研修の参加者を表  1-2 にまとめる。現場マネージャーや現場スタッフを中心に

DMTCL から 14 名、監督省庁から 1 名の合計 15 名が来日した。別添資料２にリスト

をまとめる。 
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表 1-2 研修参加者 

氏名 役職 所属 
Mohammad Abdur Rouf Company Secretary DMTCL 
Md. Moshiur Rahman Director (Planning and Development) DMTCL 
Shaikh Khaliur Rahman General Manager (Electric), DMTCL 
Md. Iftikhar Hossain General Manager (Operation) DMTCL 
A.B.M. Arifur Rahman Project Manager-5 DMTCL, Line-6 

Mohammad Shaiful Islam 
Project Manager (Environment & Health 
Safety) 

DMTCL, Line-1 E/S 

Mst. Maushumi Habib Deputy Project Director (PR) DMTCL, Line-6 
Md. Zahidur Islam PS to MD DMTCL 
Samiul Kadir Assistant Engineer (Electrical) DMTCL, Line-6 
Raihan Khalil Assistant Manager (Train Operation) DMTCL 

Mohammad Raihan Farque 
Assistant Manager (Inspection& 
Planning Monitoring) 

DMTCL 

Swarno Kanti Sarker 
Assistant Manager (Mechanical 
(Aircon&Door)) 

DMTCL 

Asma Akhtar Station Controller DMTCL 
Moriom Afiza Train Operator DMTCL 
Muhammad Sher Mahbub 
Murad 

Deputy Secretary 
Road Transport and 
Highway Division 

出典: JICA 専門家チーム 

 

1.6 研修の内容 

1.6.1 Osaka Metro の紹介（10 月 26 日） 

講師：仲井信雄（JICA 専門家チーム） 

研修の導入として、専門家チームから Osaka Metro の紹介を行った。会社沿革の他に、

事故災害発生時に備えた体制づくりや日頃の安全確保のための人材育成の取り組みに

ついて説明した。 

研修員からは Osaka Metro の安全管理体制について、責任の所在や大阪市との関係、

国や市からの補助、非鉄道事業収入、について質問が挙がった。講師からは、安全管

理体制は安全統括管理者をトップとして各部の部長クラスも責任を有するとの回答を

行った。また、大阪市とは資本関係にあり 100%出資の状態であると回答した。非鉄道

収入については、約 15%程度と回答した。 

 

  
写真 1:仲井氏による講義の様子 写真 2: 仲井氏による講義の様子 
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1.6.2 安全報告書に関するディスカッション（10 月 26 日） 

講師：望月篤、佐相駿実（JICA 専門家チーム） 

専門家チームから、Osaka Metro およびその他の日本の鉄道事業者における安全報告書

の概要を説明した。なお、Osaka Metro の安全報告書 2021 年版を事前に英訳及び送付

し、宿題として熟読してくることを課していた。 

日本の鉄道事業者では、安全報告書を毎年発行することが国から求められている。こ

の安全報告書は利用者への PR 活動の一部でもあり、安全確保のための設備の整備状

況、教育・訓練の実施状況、設備投資額がまとめられている。また、社長のメッセー

ジも載せられており、トップマネージャーの安全へのコミットメントもされている。 

第一回目の安全報告書を発出するにあたり、どういった項目を DMTCL の安全報告書

に記載すべきか議論を行った。挙がったコメントとしては、内部監査、人材育成、災

害対策、異常事態訓練および報告システム、女性や子供への配慮、安全方針、お客様

への依頼事項、保有している安全設備等に関する事項があった。また、安全強化日の

設定を行い広報することも有用とのコメントもあった。 

 

  

写真 3：専門家チームからの説明の風景 写真 4：研修員らによる安全報告書に関する

意見発表の風景 

 

1.6.3 安全管理者の役割と責任（10 月 26 日） 

講師：大西誠（Osaka Metro 安全推進部 部長） 

Osaka Metro 安全推進部部長より、安全管理者の役割と責任に関して講義があった。 

安全最優先の原則や法体系遵守、安全風土の醸成に向けた管理者としての取り組みが

紹介された。また、日本の安全文化として各現場、職場などでおこなわれる朝礼など

『唱和』が紹介された。また、DMTCL の安全方針(案)を DMTCL 自らが唱和を行った。 

 

  

写真 5：大西氏からの講義の風景 写真 6：唱和の風景 
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1.6.4 現場マネージャー(管理者)の役割・責任（10 月 26 日） 

講師：荻野康二（JICA 専門家チーム） 

専門家チームより、現場マネージャーの役割および責任に関して講義を行った。日本

では、運輸一括法の下、鉄道事業者だけではなく全運輸事業者が運輸安全マネジメン

ト制度に従い事業を実施している。その他、事故やヒヤリハット情報の収集とそれに

対する真摯な対応、係員の資質の向上、基本動作の重要性等の説明があった。 

講義序盤に安全の定義を講師から研修員に質問し、回答した研修員の回答は模範的で

あり、他研修員も回答内容に同意しているようであった。 

研修員からは、運転士による列車の発車手順に関して確認があり、車掌の有無等

DMTCL における状況との比較をもとに DMTCL での手順を確認した。Osaka Metro で

は、こういった手順を手順書としてまとめ、管理者が運転士に対して社員教育されて

いる点を強調した。 

 

写真 7：荻野氏の講義中の風景 写真 8：荻野氏からの質問 

 

1.6.5 Osaka Metro 中百舌鳥研修所視察（10 月 27 日） 

講師：佐野満（Osaka Metro 人材育成センター 所長） 

Osaka Metro 人材育成センター所長より、人材育成センターにおける研修施設の視察を

行った。研修施設には運転士、車掌シミュレーター、鉄道信号の基礎となる閉塞を理

解するための鉄道模型、転てつ機の実機、連結器の仕組みを理解するための設備など

鉄道の安全を理解するための様々な施設の展示があり、研修員たちは研修施設の視察

をすると同時に、研修内容についても学んだ。また、現場で作業などをおこなう従業

員を教育するための VR を実際に体験した。この VR 装置は視覚のみならず聴覚も使

い、様々な危険が潜む実際の現場を体験することが出来るため、研修員は VR を用い

て事前に危険予知をする重要性を認識し、現場での従業員の安全確保について学んだ。 
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写真 9：施設説明を受ける参加者 写真 10：VR 体験の様子 

  
写真 11：台車見学の様子 写真 12：運転シミュレーター見学の様子 

 
 

 

写真 13：閉そくを理解するための模型見学

の様子 
写真 14：転てつ機見学の様子 

 

1.6.6 エラー防止策と社員の安全確保（技術）（10 月 27 日） 

講師：松本剛（大阪メトロサービス 技術部 課長） 

大阪メトロサービス技術部課長より、日々のメンテナンスに係るエラー防止策と技術

系社員の安全確保の方法について講義があった。チェックリストに基づく作業や、ル

ール遵守の意識醸成、夜間作業の手続き等の説明がなされた。 

研修員からは、確認シートを用いてエラー防止に努めていることが理解できたとコメ

ントがあった。 

 

  
写真 15：松本氏 写真 16：講義中の様子 
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1.6.7 安全輸送の心構えと取り組み（乗務員・駅務員）（10 月 27 日） 

講師：荒木秀紀（大阪メトロサービス 駅関連事業部 部長） 

大阪メトロサービス駅関連事業部部長より、乗務員および駅務員の経験から安全輸送

のための心構えとその取り組みについて講義が行われた。法令遵守の意識や基本的な

考え方、基本動作、社員間でのコミュニケーションの取り方等、鉄道事業者の社員が

取り組むべき基本に関する講義がなされた。 

研修員からは、開業当初に発生しうる運行上の問題、特に運転士や駅務員におけるに

ついて質問があった。講師からは、機械の初期故障に関連した問題は頻発する可能性

が高い点と、初期段階ではホームドアによる死角に気づくことができずお客様をドア

に巻き込んでしまう恐れがある点が回答された。 

また、指差喚呼の重要性を指摘した研修員がおり、最後に全員で指差喚呼の練習を行

った。 

 

  
写真 17：荒木氏 写真 18：指差喚呼のデモンストレーショ

ンの様子 

 

1.6.8 バリアフリーの取り組みと体験（10 月 27 日） 

講師：松山清史（大阪メトロサービス駅関連事業部 教育・案内担当課長） 

大阪メトロサービス駅関連事業部教育・案内担当課長より、日本全体および鉄道事業

者におけるバリアフリーやユニバーサルデザインの取り組みや重要性、必要性につい

て説明があった。また、講義の後は視覚障害者の立場になって、アイマスクをした状

態で階段の昇降を行った。講義で適切なガイドの方法を学び、その実践を行った。 

研修員からは、特に駅務員の方はすぐに実践できる内容で、視覚障害者に関わらず高

齢者等にも活用できるとコメントがあった。講師からは心のバリアフリーについても

強調されていた。 
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写真 19：バリアフリーに関する講義の状況 写真 20：アイマスク着用での階段昇降体験の

状況 

 

1.6.9 駅における朝ラッシュの状況確認（10 月 28 日） 

講師：Group A 山口正司（Osaka Metro 梅田管区 駅長） 

講師：Group B 山口正司（Osaka Metro 梅田管区 駅長） 

講師：Group C 下垣内供廣（Osaka Metro 本町管区 駅長） 

講師：Group D 羽田哲也（Osaka Metro 本町副管区 駅長） 

Osaka Metro で一番利用者が多い御堂筋線の朝のラッシュを見学した。駅の一般利用者

および業務に従事する社員への配慮のため、4 つのグループに分かれて駅視察を行っ

た。 

グループ A は梅田駅の先頭、グループ B は梅田駅のデッキ、グループ C は淀屋橋駅

のデッキ、グループDは本町駅のデッキからそれぞれ視察を行った。視察ポイントは、

ラッシュ時の駅務員・乗務員・運転士の具体的な安全行動（指差喚呼等）、乗客流動お

よびその誘導等である。 

また、ホームでの駅務員による具体的な安全行動について学ぶとともに、実際にラッ

シュ時に整列しての乗車を体験した。 
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写真 21：本町駅でのデッキからの視察 写真 22:駅ホームでの整列乗車体験 

 

1.6.10 駅構内の消防・防災設備、避難経路、浸水対策等の視察（10 月 28 日） 

講師：下垣内供廣（Osaka Metro 本町管区 駅長） 

駅のラッシュ視察の後、駅長室にて防災や異常事態の緊急連絡先、活動体制等を視察

した。また、駅長室にも企業理念や安全方針のポスターが掲示されていることを確認

し、現場レベルにまで浸透していることを確認した。 

その後、駅構内にある止水パネル、防水ドア、AED、消火器、消火栓、SOS 緊急ボタ

ン、二段落とし防火シャッター等の防災関連の設備の視察を行った。 

 

  
写真 23：本町駅駅長室での SMS 活動視察 写真 24：SOS 緊急ボタンの設備の視察 

 

その後、次の中百舌鳥駅での視察に向けて御堂筋線に乗車して移動した。その際、各

グループ 1 名は運転席に同乗し、運転士がどのように安全を確保しているかを視察し

た。具体的には、出発前および各信号における指差喚呼、標識の確認、終点での行先

の確認、運転士・乗務員の交代等を確認した。 
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写真 25：営業線の運転席での安全確認視

察状況 

写真 26：営業線の運転席での安全確認視察状況 

 

1.6.11 可動式ホーム柵・非常停止合図装置等の取り扱い（10 月 28 日） 

講師：山本茂樹（Osaka Metro 天王寺管区 駅長） 

Osaka Metro 天王寺管区駅長より、可動式ホーム柵および非常停止合図装置の取扱いに

ついて説明が行われた。可動式ホーム柵設置前は、泥酔者や視覚障害者が軌道内に転

落する事故が発生していたが、可動式ホーム柵のおかげでそのような事故は現在まで

にゼロとなったとの説明があった。 

 

  
写真 27:可動ホーム柵の説明(1) 写真 28:稼働ホーム柵の説明(2) 

 

1.6.12 乗務所における具体的な安全活動の視察（10 月 28 日） 

講師：畑中修二（Osaka Metro 中百舌鳥乗務所 所長） 

Osaka Metro 中百舌鳥乗務所所長より、乗務所における日々の活動方法および乗務員の

管理方法を視察した。具体的には、出勤後すぐのアルコールチェック実施、管理職か

らの留意事項伝達、路線上の安全面での要注意箇所の確認、当月の重点安全事項の確

認、会社支給のタブレットによる安全面に関する伝達事項の確認、仮眠室の視察等を

行った。 

研修員からは、運転士と乗務員のシフト構成の確認があり、実際のシフトを見ながら

運転士と乗務員の動きを確認した。また、タブレットの運用についても確認があり、

乗務員の方にタブレットの操作を実演頂いた。 
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写真 29：中百舌鳥乗務所でのタブレットで

の伝達事項の確認説明 

写真 30:沿線の安全面での要注意箇所の掲示

板の説明 

 

1.6.13 鉄道輸送の安全を脅かす脅威と対策（災害・犯罪・事故）（10 月 28 日） 

講師：川下潤（JICA 専門家チーム） 

JICA 専門家チームより、鉄道輸送に係る災害や犯罪、事故の概要の説明を行った。ま

た、これらの事象を防ぐ、もしくは被害を最小化するために、日ごろのメンテナンス

や研修の重要性についても説明があった。 

研修員からは、メンテナンスの重要性について理解でき、そのための訓練等を実施す

べきとコメントが挙がった。 

 

  
写真 31：講義の風景 写真 32：安全を脅かす脅威と対策の説明 

 

1.6.14 Osaka Metro 異常事態基本細則の説明と討議（10 月 28 日） 

講師：荻野康二（JICA 専門家チーム） 

JICA 専門家チームから、Osaka Metro における異常事態基本細則の内容とその運用に

ついて説明があった。Osaka Metro では、具体的な実施マニュアルの上位の文書として

異常事態基本細則が存在し、全社員が取るべき基本的な原則や考え方をまとめている。

また、災害レベルを 3 つに分類し、事故や災害が発生した時に速やかに災害対策本部

設置を行うよう定めている。具体例として、2018 年の大阪北部地震の際に、地震発生

8 分後に対策本部が立ち上がり、運転再開に向けて取り組んだ事例が紹介された。 

DMTCL では、災害対応マニュアルは存在するものの、その上位となる原則を明記し

た文書は存在しないため、講師からはそのような文書の作成および社内教育を実施す

ることが重要である旨を指摘した。他方で、過去の DMTCL との協議内容から、災害

対応マニュアルで全て網羅しており、このマニュアルで研修・運用が始まっているた

め、別の文書を作成する予定がないことが確認されている。そのため、講師からは、
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少なくとも異常事態における体制図を整備し、DMTCL 内、あるいは関係機関との間

でどのようなコミュニケーションを取るかを図示することが重要である点の指導があ

った。 

 

  
写真 33：異常事態基本細則の説明 写真 34：大阪北部地震発生時の対応状況説

明 

 

1.6.15 京都鉄道・歴史見学プログラム（10 月 30 日） 

JICA 関西センターが日本の歴史を学ぶために推奨している歴史街道プログラムの予

約が困難だったため、JET がプログラムを作成してガイドを行った。午前中は平安神

宮を訪れ、鉄道も含む日本および京都における歴史を学んだ。午後は太秦映画村を訪

れ、京都における映画文化の継承について学んだ。とりわけ、江戸時代における時代

劇やその当時のセットを見学し、日本らしさを体験することができた。その後は京都

鉄道博物館を訪れ、JR 西日本における鉄道車両や鉄道施設に関する技術や歴史等を見

学および体験した。 

 

 
 

 

写真 35：平安神宮（最古の市電の見学） 写真 36：太秦映画村 

  

写真 37：京都鉄道博物館（都市鉄道の歴史の

学習） 

写真 38：京都鉄道博物館（鉄道施設の学習） 



バングラデシュ国 MRT6 号線安全マネジメントシステム構築支援プロジェクト 
本邦研修 最終報告書（第二バッチ） 

 

1-13 

 

1.6.16 電気設備の安全確認及び保守作業の視察（10 月 31 日） 

講師：福山和也（Osaka Metro 電気管理事務所 森之宮担当課長） 

Osaka Metro 電気管理事務所森之宮担当課長より、電気管理事務所の概要について説明

があり、その後変電所の電気施設の視察を行った。ここでは、電気設備の保守作業に

おける安全確保の具体的手法を視察した。具体的には、社員の体調確認、工具類の整

理整頓状況の確認、作業内容のチェック、作業中の手順確認等を視察した。また、全

ての作業で指差喚呼が徹底して行われていることを確認した。研修員からは、本作業

自体の目的や機器自体の確認があった。 

 

  
写真 39：保守作業実施時の指差喚呼実施状

況 

写真 40：遮断器の保守作業の視察 

 

1.6.17 輸送の生命館の存在意義及び社内研修の取り組み（10 月 31 日） 

講師：松岡敬二（JICA 専門家チーム） 

JICA 専門家チーム（Osaka Metro 輸送の生命館研修企画担当課長）より、輸送の生命

館の存在意義および社内研修の取り組みについて説明した。2008 年から始まった運輸

安全一括法の枠組みにおける運輸安全マネジメントシステムに則り進められてきたが、

安全教本や安全教育体制自体は Osaka Metro が時間をかけて自発的に取り組んできた

物であるとの説明があった。 

 

  
写真 41：松岡氏 写真 42：展示室入室時の説明の様子 
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1.6.18 輸送の生命館の展示物説明（10 月 31 日） 

講師：御前一義（輸送の生命館館長） 

Osaka Metro 輸送の生命館館長より、輸送の生命館の展示物の説明がなされた。具体的

には、過去に Osaka Metro で発生した事故や重大インシデントの説明、防災盤の使用、

車両からの避難、メンテナンスの重要性について説明があった。過去に発生した重大

インシデントでは、機械故障が原因であったが、その後の対応で指令所および運転士

の知識・経験不足が招いた多重ミスであった旨が丁寧に説明された。しかし、DMTCL
からは「我々のシステムは最新式であり、運転手も過ちを犯すことはないので、心配

はない。」との発言があった。DMTCL では移動閉そく方式を採用しているため全く同

じ事故は発生しづらいが、知識・経験不足が招くトラブルはたとえ新しいシステムを

導入したとしても発生する可能性があり、DMTCL においても参考とすべきである旨

を専門家チームから再度強調した。 

また、輸送の生命館には、Osaka Metro 社員が研修を受けた際に記入する「決意表明カ

ード」が展示されている。これは、研修を受けた後に安全に対して自身がどのように

行動をするかの決意を表明するものであり、ここを訪れた方は誰でも閲覧することが

できるものである。また、記入した社員自身も常に社員証とともに携帯し、初心を忘

れずに日々の活動を支えているものである。研修員からは、本展示の意図や効果、管

理職としての管理方法、記入内容について質問が挙がった。 

 

  
写真 43：過去の事故に関する説明状況 写真 44：決意表明カード展示 

 

1.6.19 緑木車両工場における安全行動の視察（10 月 31 日） 

講師：大塚隆二（Osaka Metro 車両管理事務所長） 

Osaka Metro 車両管理事務所所長および緑木車両工場職員の方々より、緑木車両工場の

概要の説明があり、その後車両工場内の視察を行った。車体や台車、その他機械設備

の保守を行う上で必要な作業の中で、特に安全に配慮して実施している事項について

説明があった。また、危険体感施設では、実際にどのような危険があるかを体験する

ことができた。講師からは、個々の安全配慮の仕組みは、管理職からではなく従業員

側からの発案で行われていることを強調された。 

 



バングラデシュ国 MRT6 号線安全マネジメントシステム構築支援プロジェクト 
本邦研修 最終報告書（第二バッチ） 

 

1-15 

 

  
写真 45：車両工場内の保守作業状況の視察 写真 46：危険体感施設での体験状況 

 

1.6.20 大阪メトロサービスとの座談会（11 月 1 日） 

講師：植林俊光（大阪メトロサービス 取締役） 

本セッションは、大阪メトロサービスの取締役および部長クラスおよび JICA 専門家

チーム(大阪メトロサービス)とのフリーディスカッションを行った。主な質疑は以下

の通り。 

表 1-3 質疑内容まとめ 

質問者 質問・コメント 回答 
Mohammad 
Abdur Rouf 

12 月に MRT が開業するが、国

としての安全管理マニュアル

が不足している点も多いと認

識した。安全マネジメントに関

連することやそれ以外にも支

援の継続をお願いしたい。 
機械設備の更新も重要と認識

した。 

- 

Mohammad 
Shaiful Islam 

国・都市の経済が発展している

ため、継続的な支援をお願いし

たい。特に今後 20 年で大規模

な投資をしていかないといけ

ない。 

鉄道はネットワークが形成できて発展

する。自国で形成すべきであるが、難し

い場合は他国に頼ることもある。多く

の乗客を安全に輸送することで、他国

からの投資に値する事業になるべきで

ある。 
A.B.M. Arifur 
Rahman 

1. 継続的改善の重要性を認

識、今後改善が必要な点 
2.デポの設備をどのようにメ

ンテしているか 
3. 5 号南線を進める ADB では

不十分な点があるため引き続

き JICA に Finance して欲しい、

特にデポ設備、電気設備、車両

等。 

1. 少子高齢化等で乗客が減る、メンテ

ナンスコストも抑える必要がある。車

両等の設備の長寿命化。安全は担保し

た状態で機械化することでコストダウ

ンを図っている。 
2. デポの設備、クレーン等は自分たち

で月に 1 回簡易的な点検している。他

の詳細は後日提供する。 
3. 他ドナーに関連する内容は明確には

答えられないが、まずは 6 号線を成功

させてほしい。(JICA から回答) 
Md. Iftikhar 
Hossain 

1. 新線開業前のシステムイン

テグレーションテストの Time 
frame どのようなものか。 
2. 運転士の視点から、初期に

発生しうるトラブルはどのよ

1. 設備の単体で 2 週間、OCC とのイン

テグレーションは 2 週間、モニターラ

ン 1 ヵ月、合計で 3 か月、その後走行

試験を行う。モニターランとテストラ

ンの過程で多くの不具合が出る。この
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質問者 質問・コメント 回答 
うなものが考えられるか。 
3. Osaka Metro における 8 路線

において車両は相互乗り入れ

できるか。 

経験を活かすことが大切。 
2. ホームドアが陰になって乗客が見え

辛くなる、特に子供や車いす利用者。

ATP/ATO を解除した時の取扱いが難し

いため、こういった状況の時の取扱い

マニュアルの整備が必要。反対側のド

アを開けてしまう。OCC にとって大切

なのは一日のダイヤ通りの運転を開業

前に実施すること。PTC(Program Train 
Control)が故障した時の取扱いを決め

ておくこと。駅間で列車が停止した場

合、救援列車が牽引するが、その練習を

しておいた方がよい。マニュアルに沿

った訓練が必要で、マニュアルがうま

く機能するかを確認すべき、うまく機

能しないのであればマニュアルを改訂

すべき。 
3. 8 路線全て走れるわけではない。無線

装置の周波数が異なる。車両の長さも

異なる。走れる路線もあるが営業では

使用しない。 
Mohammad 
Raihan Farque 

日本では手荷物検査を実施し

ていないが、テロ対策をどのよ

うにしているか。 

車両の中や駅に監視カメラを設置して

いる、施設の施錠、不審物の取扱い、サ

ミット等のイベントの時は改札の外は

警察に協力を仰ぐ。 
Shaikh Khaliur 
Rahman 

1. SIL 規格の様なシステムイン

テグレーション、電圧等の標準

化は日本で実施されているか。 
2. 特に、信号や通信に特化し

た個別のマニュアルか統合さ

れたマニュアルがあるか。 

1. 日本では標準化は行われておらず、

それぞれの鉄道事業者が国に申請をし

て認可を取得している。アジア向けに

は 、 車 両 の 標 準 化 と し て
STRASYA(Standard Urban Railway 
System for Asia)を出している。 
2. 信号や通信、車両等、個別のマニュ

アルがある。統合されたマニュアルは

運転規則が該当する。 
 

Raihan Khalil 快速列車等の運転はあるか。 特別な日のみ快速列車を走らせている

が、基本は運転していない。 
Md. Zahidur Islam 開業前にどれだけのインテグ

レーションテストを実施する

か。 

例えば、今里筋線の開業時、運転士の習

熟運転に 8 か月かかった。 

Swarno Kanti 
Sarker 

デリーメトロでは救急対応の

研修を実施したが Osaka Metro
ではどのような訓練を実施し

ているか。 

AED の取扱いの訓練はしている。救急

対応は消防とも連携した訓練を実施し

ている。車内から乗客を避難させる総

合訓練も実施している。 
出典: JICA 専門家チーム 
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写真 47：座談会の実施状況(1) 写真 48：座談会の実施状況(2) 

1.6.21 研修成果の発表（11 月 1 日） 

1 名 10 分で、以下の 3 点について発表を行った。 

 本研修を通じて学んだこと 

 今回学んだことで、DMTCL や自身が所属する組織に適応可能なこと 

 今後 10 年間のアクションプラン 

各組織、立場に応じたプレゼンテーションが実施された。今回の研修で学んだことや

今後の活動に関する点を具現化し、他者に宣言することで、研修員の今後の活動を支

えるものと期待される。 研修員から挙がった本研修で学んだ点を集約すると以下の

通りとなる。 

 PDCA サイクルが適切に回っていること 

 安全文書の構築が必要 

 人材育成システムが構築できていること 

 指差喚呼の重要性 

 毎年の安全報告書の発行の重要性 

 

DMTCL や所属組織に適応可能なこととしては以下の意見が多く挙がった。 

 安全方針の重要性 

 安全研修の実施・継続 

 ガイドライン等の文書体系の整備 

 災害対策に係るマニュアルの作成・承認・運用 

 安全研修施設(Osaka Metro でいう輸送の生命館に相当)の設立 

 PDCA サイクルの構築 

 指差喚呼 

 指差喚呼、5S 等の基本動作の徹底 

 決意表明カードの作成 

 サイネージ 
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その他印象に残ったコメント 

 Safety Guide の作成 

Osaka Metro が作成している Safety Guide(乗客向けの安全ガイドブック)の紹介を受け、

DMTCL でも同様の Safety Guide を作成し、乗客に PR したいと PR 担当者から意見が

挙がった。バングラデシュでは都市鉄道が初めてのため、乗客への適切な乗車案内は

最重要課題であり、その認識が示された。 

 

  
写真 49：研修成果の発表状況(1) 写真 50：研修成果の発表状況(2) 

 

1.6.22 決意表明カードの作成（11 月 1 日） 

Osaka Metro の輸送の生命館に展示されている決意表明カードを好例とし、研修員にも

同様のカードを作成してもらった。この決意表明カードは DMTCL の MD に手交され、

DMTCL の車両基地にある研修センターに展示する予定である。また、同じ内容をカ

ードサイズの紙にも記載し、社員カードフォルダーや財布にも入れ、仕事中常に携行

できるようにした。 

決意内容としては、管理職クラスからは文書類の整備や社内での水平展開等が挙げら

れ、現場管理者やスタッフレベルからはルールや基準の遵守、指差喚呼の実施等が挙

げられた。 

 

  
写真 51：各研修員が作成した決意表明カード 写真 52：決意表明カードの発表状況 

 

1.6.23 閉講式の開催（11 月 1 日） 

研修の最後に閉講式を開催した。JICA 本部、大阪メトロサービス、JET チームリーダ

ー、研修員代表より挨拶の上、JET チームリーダーより修了証を各参加者に授与した。
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今回の研修では、全研修プログラムを通じて研修員の研修に対する受講態度や積極性、

プレゼンテーション、日々のワークシートの提出状況等を評価した。この評価に従い、

特に優れた以下、三名を選出して表彰した。これは Osaka Metro でも毎年実施してい

る奨励のイベントであり、社員のモチベーション向上策として機能している。 

 Moriom Afiza (Train Operator) 

 Md. Samiul Kadir (Assistant Engineer (Electric)) 

 Asma Akhtar (Station Controller) 

写真 53：研修員代表による挨拶 写真 54：集合記念写真 

 
写真 55：研修優秀者の表彰 
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2 実施結果についての所見 

2.1 カリキュラムの評価・改善点等 

2.1.1 良かった点 

(1) カリキュラム全体 

講義、視察、ディスカッション等、幅広い研修カリキュラムを構築することができた。

また、会社全体のマネジメントシステムに関することのみならず、運輸や車両保守、

電気保守等の現場レベルでの一つ一つの安全活動も視察および意見交換を行うことが

できた。 

 

(2) ワークシートの作成 

毎日の終わりにワークシートを作成し、翌日の朝までにメールで提出することを課し

た。記入する内容は主に①当日の研修で学んだ点、②DMTCL(自身の組織)に適応可能

な点、③DMTCL に SMS 構築させるため自身が貢献できること、の三点。このような

毎日のまとめを行ったことで、最後の研修の成果発表の際に大変重宝した。 

 

(3) 決意表明カードの作成 

Osaka Metro で実際に実施されている決意表明カードを研修員にも記入してもらい、全

員の前で発表する機会を設けた。具体的に他者に伝えることで、安全に対する決意を

コミットしてもらった。研修受入れ先の Osaka Metro の安全文化を伝えることができ

た。 

 

2.1.2 改善点 

(1) 時間割 

第一バッチでは日本のワークタイムに合せて 9:00-17:30 を基本としたが、研修場所へ

の移動に時間を要したことが反省点として挙げられた。このことから、移動時間も考

慮して、講義内容はそのままに講義時間を少しずつ短縮し、開始時間を 30 分遅くし、

終了時間を 30 分早くし、9:30-17:00 を基本とした。 

これにより、各講義に十分な余裕時間を設けることができず、Q&A の時間が取れない

セッションもあった。また、今回は参加者が多かったため、一人当たりの発言回数は

相対的に減少した。 

礼拝について、理解や準備が不十分であり、礼拝時間を加味した十分なスケジュール

が組めていなかった。特に、金曜日はムスリムの礼拝日のため、休み時間を 2 時間用

意していたものの時間が足りない事案が発生し、午後の講義に 1 時間遅刻する研修員

が数名いた。 

■改善策 
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今回はプログラムを簡略化する対策としたが、さらに余裕を持たせる場合は各日一つ

のセッションを削る、講義内容を絞った内容とする、発表を個々人でなくグループ単

位で行う、発表については研修内容の振り返りでなく自らの考え・決意を中心とした

ものに絞り時間短縮を図る、等のさらに思い切った対策も検討する。他方で質疑応答

やディスカッションを深めることにより研修効果を高めることが期待されるため、質

疑応答やディスカッションの時間を確保することが必要である。今後研修プログラム

を作成する場合においては、今回の研修でのバングラデシュの文化・習慣も踏まえた

移動時間や質疑時間、休憩時間等の実績を踏まえ、詳細に検討していくことが必要で

ある。 

礼拝時間については、JET の現地スタッフに事前に確認し、必要な時間に予め休憩時

間が当たるように配慮を行いより詳細なスケジュールを作成する必要がある。一方で

金曜日に際しては、モスクの位置に合わせた研修施設選びは困難である。モスクまで

JICA からバス等の交通機関を傭上できる仕組みや、JICA 現地スタッフ等から日本で

のモスク礼拝は必ずしも可能では無い旨を事前に研修員へ告知してもらう協力体制も

併せて必要である。 

 

(2) 研修員の体調管理 

研修期間中、一名の研修員の体調不良が発生した。当日は朝早いプログラムで、午前

中は外出が続いたため、疲労が蓄積したものと思われる。 

■改善策 

上記(1)とも重複するが、早朝のセッションがある日は前日もしくは当日の午後をフリ

ータイムにするなど、更なるプログラムの削減を検討する。また、体調の確認を逐次

行い、本人が申告しやすいよう配慮する。また、水分を十分取れるよう研修会場内で

はペットボトルの水を準備していたが、宿泊施設や現場での視察においても水分を確

保できるよう配慮する。また、バングラデシュでは常温の水がよく飲まれていること

から、今後は冷えた水ではなく常温の水を準備する。 

 

(3) 研修成果発表会 

研修成果発表会では各研修員から研修中に学んだことを活かして今後のワークプラン

や個人としての DMTCL 内での取り組みについて発表してもらった。研修員は PIU メ

ンバーがメインであり、安全マネジメントシステムを指揮する立場の方が多い一方で、

非 PIU メンバーの若手職員等も参加していたため、DMTCL のワークプランに対する

発表等については研修員間で差が発生していた。 

■改善策 

同研修では、DMTCL の様々な部署からの参加であるが、職種が近い研修員や上職者

と監督省庁をグルーピングして討論してもらい、より実務的なワークプランをグルー

プで作成する方法とすることが望ましい。また、質の高い研修成果を仕上げるために

JET が事前確認を行い修正する必要がある。 

 

2.2 研修員からの評価 

Google Form を活用して、研修員に対して最終日にアンケートを行った。質問項目は

以下の通り。 



バングラデシュ国 MRT6 号線安全マネジメントシステム構築支援プロジェクト 
本邦研修 最終報告書（第二バッチ） 

 

2-3 

 

 Q1: How was the overall training arrangement? (5 段階評価) 

 Q2: What were the impressive sessions? (各セッションから複数選択) 

 Q3: How much could you understand the contents? (5 段階評価) 

 Q4: How was the training period? (5 段階評価) 

 Q5: Free answer（自由回答） 

 

Q1 の回答まとめを図 2-1 にまとめる。全員に満足いただけたようである。 

 

 

出典: JICA 専門家チーム 

図 2-1 Q1 の回答まとめ 

 

Q2 の回答を図 2-2 にまとめる。バリアフリーに関する講義と朝のラッシュ体験およ

び災害対策設備視察、および休日の京都鉄道歴史ツアーが一番印象に残ったようであ

った。また、大阪メトロサービスとの座談会も高い評価であった。 

 



バングラデシュ国 MRT6 号線安全マネジメントシステム構築支援プロジェクト 
本邦研修 最終報告書（第二バッチ） 

 

2-4 

 

 

出典: JICA 専門家チーム 

図 2-2 Q2 の回答まとめ 

 

Q3 の回答を図 2-3 にまとめる。研修員の全員が内容を理解できたと回答した。 

 

出典: JICA 専門家チーム 

図 2-3 Q3 の回答まとめ 

 

Q4 の回答を図 2-4 にまとめる。意見ははっきりと分かれ、長いと感じた方、短いと感

じた方、平均的と感じた方それぞれが三等分された。 
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出典: JICA 専門家チーム 

図 2-4 Q4 の回答まとめ 

 

Q5 の回答を表 2-1 にまとめる。改善点としては、スケジュールのタイトさ、研修資料

に関する点、語学に関する点が挙げられた。 

良いコメントとしては、研修全体のマネジメントや各種対応を含む全体的なコメント

に加え、良い経験となったとのコメントも寄せられた。 

表 2-1 Q5 の回答まとめ 

No. コメント内容 
1 Course time is very tight 
2 Thank you so much for your warm behavior. 
3 Safety First 
4 Presentation style of training materials like ppt slides should be more technology 

based like use mentimeter, Google sheet etc to make more attractive to the 
participants. 

5 Good 
6 Overwhelming management by JICA and Osaka Metro. I will give 5 ★  to 

management. 
7 A different experience and full of excitements. 
8 I have earned so many procedure of safety. I will be implement this safety issue in 

our work environment. 
9 Speakers would be fluent in English 
10 Thanks to JICA, Nippon-Koei, Osaka Metro and DMTCL for arranging the effective 

training. 
11 Everything ended in a rush. If more time was available then it would have been easier 

to absorb all the topics better! 
12 Overall experience was good. The provided training was so effective for ensuring 

SMS. But, training duration was too short. 
13 Per day training loads should be decreased; sessions should be done by 3:30 pm at 

best. 
出典: JICA 専門家チーム 
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2.3 その他気付きの点（宿泊、食事等の手配を含む。） 

2.3.1 食事 

研修員の多くは食事制限のあるイスラム教徒信者の方々だったため、食事手配の懸念

があった。宿泊先が JICA 関西センターであったため、朝食・夕食は宗教的問題を心配

することなく過ごすことができたとの意見が大半を占めた。昼食については、研修場

所近隣のインドカレー屋やマクドナルド等、研修員の要望に応じて対応できた。また、

第二バッチでは食事に関してハラル対応に厳格な研修員もいたことから、ハラル対応

の弁当を事前に希望を取り、デリバリーする方法を行い好評であった。 

 

2.3.2 お祈り 

研修員の多くはイスラム教徒信者の方々だったため、お祈りについて正午過ぎ、１６

時、日没の３回を行う希望が多くあった。研修プログラム中で可能な限りのお祈り時

間の確保の配慮を行う、研修会場においてはお祈り用の部屋を別途確保する等の対応

を行った他、車両工場においてはお祈り用の場所の確保を行った。 

 

2.3.3 宿泊先 

上記の事情から宿泊先を JICA 関西センターにしたが、いくつか制限があり、研修時

間外の自由時間に制限が多かったとの意見が多かった。とりわけ、バングラデシュで

は食事時間が遅い傾向(夕食が 22 時頃)にあるが、食事可能時間が 20 時までとの制約

があり、研修員のルーティンとは異なる制限があったとの意見があった。 

また、JICA から提供される食事代はミールキットという形で提供されるが、このミー

ルキットでは JICA 関西センターでしか食事がとれず、上記の理由から外食する機会

も少なくなかったようだが、その際には補填されず不便だったとの意見もあった。 

さらに、各宿泊部屋にペットボトルの水が支給されておらず、飲み水への配慮を求め

る意見があった。 

 

2.3.4 日当の受領 

日当の受領が現金ではなく銀行のキャッシュカードであった。お札はコンビニ、JICA
関西センターでも降ろせるが、小銭は銀行併設の ATM でしか降ろせず、小銭を降ろ

す時間を工面する必要があった。他方で専門家チームからは Osaka Metro 等の乗車体

験のための交通系 IC カードを提供し好評であった。交通系 IC カードは研修員の自由

散策や買い物等にも活用できるものであり、研修員は期間中に自主的にチャージし活

用しており、日本の鉄道技術の体験の面でも有意義であった。交通系 IC カードについ

ては多くの場面で活用してもらったことから、チャージに要する時間の節約の面でも

多めの金額をチャージしてもらう等の対応が有効と考えられる。 



日程表2ndBatch (関空着）

研修プログラム名

※必須(半角英数字) 研修プログラム番号 1 ※必須(半角数字)

研修期間 ～ 2022/11/2 受入形態 国別研修

研修員数 15 人

10/25(火) 関空着（7:30に関空着)

バス移動：関西国際空港～JICA関西センター(10:00)

12:00 ～ 13:50 ランチ

14:00 ～ 16:00 ブリーフィング SR31、SR32

16:10 ～ 17:00 オリエンテーション 望月　篤 日本工営　部長代理 英語 兵庫県 JICA関西センター SR31、SR32

10/26(水) 9:00 ～ 10:30 講義 Osaka Metroの紹介 仲井 信雄 大阪メトロサービス 日本語 兵庫県 JICA関西センター SR33、SR34

10:40 ～ 12:00 討議 安全報告書のフリーディスカッション 望月　篤 日本工営　部長代理 英語 兵庫県 JICA関西センター SR33、SR34

12:00 ～ 13:00 昼食：JICA関西センター

13:00 15:00 講義 安全担当の役割と責任 大西　誠
大阪市高速電気軌道・安全推進
部長

日本語 兵庫県 JICA関西センター SR33、SR34

15:10 ～ 17:30 講義 現場マネージャー（管理者）の役割と責任 荻野　康二 大阪メトロサービス 日本語 兵庫県 JICA関西センター SR33、SR34

10/27(木) 8:30 ～ 9:20 バス移動：宿舎～中百舌鳥研修所

9:30 ～ 11:00 視察 人材教育センター館内設備視察 佐野　満
大阪市高速電気軌道・人材育成
センター所長

日本語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）
VR体験は時間の関係上人選が必要 A,B

11:10 ～ 12:10 講義 エラー防止策と社員の安全確保（技術） 松本　剛
大阪メトロサービス・技術部課
長

日本語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）

12:10 ～ 13:10 昼食：なかもず駅付近のコンビニ、カレー屋等

13:10 ～ 14:20 講義 安全輸送の心構えと取組（乗務員・駅務員） 荒木　秀紀
大阪メトロサービス・駅関連事
業部長

日本語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）

14:30 ～ 17:00 講義 バリアフリーの取組、体験 松山　清史
大阪メトロサービス・駅関連事

業部 教育・案内担当課長
日本語 大阪府

Osaka Metro人材育成センター
（中百舌鳥）

17:00 ～ 17:50 バス移動：中百舌鳥研修所～宿舎
10/28の朝食ボックスを
10/27夕食時間にレスト

10/28(金) 7:00 ～ 7:45 バス移動：宿舎～梅田駅（朝食前日準備）
ラッシュ時間確認のた

め時間変更なし

7:45 ～ 8:00 鉄道移動：梅田駅～各視察先

8:00 ～ 8:20 視察 駅における朝ラッシュの状況確認（グループA） 山口　正司
大阪市高速電気軌道・梅田管区
駅長

日本語 大阪府 Osaka Metro梅田駅(御堂筋線) A

8:00 ～ 8:20 視察 駅における朝ラッシュの状況確認（グループB） 山口　正司
大阪市高速電気軌道・梅田管区
駅長

日本語 大阪府 Osaka Metro梅田駅(御堂筋線) B

8:00 ～ 8:20 視察 駅における朝ラッシュの状況確認（グループC） 下垣内　供廣
大阪市高速電気軌道・本町管区
駅長

日本語 大阪府 Osaka Metro本町駅(御堂筋線) C

8:00 ～ 8:20 視察 駅における朝ラッシュの状況確認（グループD） 羽田　哲也
大阪市高速電気軌道・本町副管
区駅長

日本語 大阪府
Osaka Metro淀屋橋駅(御堂筋

線)
D

8:20 ～ 8:30 視察
鉄道移動：視察駅～本町駅（グループA,B,D)
駅構内移動：本町駅（グループC)

8:30 ～ 9:30 視察
駅構内の消防・防災設備、避難経路、浸水対策等の
視察（グループA,B）

下垣内　供廣
大阪市高速電気軌道・本町管区
駅長

日本語 大阪府 Osaka Metro本町駅(中央線) A,B

8:30 ～ 9:30 視察
駅構内の消防・防災設備、避難経路、浸水対策等の
視察（グループC,D）

下垣内　供廣
大阪市高速電気軌道・本町管区
駅長

日本語 大阪府 Osaka Metro本町駅(中央線) C,D

9:30 ～ 10:20 鉄道移動：Osaka Metro本町駅～なかもず駅 大阪府
A,B
C,D

10:20 ～ 10:50 視察
可動式ホーム策・非常停止合図装置等の取り扱い(グ
ループA,B)

山本　茂樹
大阪市高速電気軌道・天王寺管
区駅長

日本語 大阪府
Osaka Metroなかもず駅(御堂筋

線)
A,B

10:20 ～ 10:50 視察
乗務所における具体的な安全活動の視察(グループ
C,D)

畑中　修二
大阪市高速電気軌道・中百舌鳥
乗務所所長

日本語 大阪府 Osaka Metro中百舌鳥乗務所 C,D

11:00 ～ 12:00 視察
可動式ホーム柵・非常停止合図装置等の取扱い視察
(グループC,D)

山本　茂樹
大阪市高速電気軌道・天王寺管
区駅長

日本語 大阪府
Osaka Metroなかもず駅(御堂筋

線)
C,D

11:00 ～ 12:00 視察
乗務所における具体的な安全活動の視察(グループ
A,B)

畑中　修二
大阪市高速電気軌道・中百舌鳥
乗務所所長

日本語 大阪府 Osaka Metro中百舌鳥乗務所 A,B

12:00 ～ 14:00 昼食：中百舌鳥駅周辺で各自

14:00 ～ 15:00 講義
鉄道輸送の安全を脅かす脅威と対策（災害・犯罪・
事故）

川下　潤 大阪メトロサービス 日本語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）

15:10 ～ 17:00 講義 Osaka Metro異常事態基本細則の説明と討議 荻野　康二 大阪メトロサービス 日本語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）

17:00 ～ 17:50 バス移動：中百舌鳥研修所～宿舎

強調
氏名

（敬称略）
所属先及び職位名 連絡先

講師
使用
言語

都道府県 研修場所 備考 連絡事項
対
象
グ

ル
ー

プ

講師又は見学先担当者等

2022/10/25

日付
※必須

時刻 形態
研修内容
※必須

研修日程表
研修コース名 担当者レベル向け安全マネジメント研修 ダッカ6号線安全マネジメントシステム

研修コース番号 201801112-J013

1/2
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研修プログラム名

※必須(半角英数字) 研修プログラム番号 1 ※必須(半角数字)

研修期間 ～ 2022/11/2 受入形態 国別研修

研修員数 15 人

強調
氏名

（敬称略）
所属先及び職位名 連絡先

講師
使用
言語

都道府県 研修場所 備考 連絡事項
対
象
グ

ル
ー

プ

講師又は見学先担当者等

2022/10/25

日付
※必須

時刻 形態
研修内容
※必須

研修日程表
研修コース名 担当者レベル向け安全マネジメント研修 ダッカ6号線安全マネジメントシステム

研修コース番号 201801112-J013

10/29(土) 西日本エリア自由散策

10/30(日) 10:00 ～ 17:30 視察 京都鉄道、歴史見学プログラム

10/31(月) 8:30 ～ 9:20 バス移動：宿舎～輸送の生命館

9:30 ～ 10:40 視察 電気設備の安全確認及び保守作業の視察 福山　和也
大阪市高速電気軌道・電気管理
事務所　森之宮担当課長

日本語 大阪府
Osaka Metro電気管理事務所

森之宮
パナガイド（午前中使用）：JET: 11個、
研修生：15個、講師用：2個、CDN：2個

10:50 ～ 11:20 講義 輸送の生命館の存在意義及び社内研修の取組 松岡　敬二
大阪市高速電気軌道・輸送の生
命館 研修企画担当課長

日本語 大阪府
Osaka Metro輸送の生命館

森之宮

11:20 ～ 12:40 視察 輸送の生命館の展示物説明 御前　一義
大阪市高速電気軌道・輸送の生
命館館長

日本語 大阪府
Osaka Metro輸送の生命館

森之宮

12:40 ～ 13:40 昼食：お弁当（JICA関西で注文）

12:40 ～ 13:40 講義 研修成果発表準備説明(ランチョンミーティング） 望月　篤 日本工営　部長代理 英語 大阪府
Osaka Metro輸送の生命館

森之宮

13:40 ～ 15:00 バス移動：森ノ宮～緑木車両工場 バス同乗：3人(川下、Monibur、Rubiya）
昼食終了者からバスへ

移動

15:00 ～ 17:00 視察 緑木車両工場における安全行動の視察 大塚　隆二
大阪市高速電気軌道・車両管理
事務所長

日本語 大阪府
緑木車両工場
北加賀屋駅

パナガイド：講師用：2個 A,B

17:00 ～ 17:50 バス移動：緑木車両工場～宿舎

11/1(火) 8:30 ～ 9:20 バス移動：宿舎～中百舌鳥研修所

9:30 ～ 10:20 討議 研修成果発表準備 望月　篤 日本工営　部長代理 英語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）

10:30 ～ 12:00 討議 大阪メトロサービスとの座談会 植林 俊光 大阪メトロサービス 日本語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）
座談会回答者としては、他のJETメンバー
に加えて植林取締役、小作技術部長も参加

12:00 ～ 13:00 昼食 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）

13:00 ～ 15:00 討議 研修の成果発表・講評 田島　佳幸 日本工営 英語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）
発表時間：5分/人（厳

守）

15:10 ～ 16:10 討議 決意表明カード作成・発表 橋本　諒平 日本工営 英語 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）
閉講式準備が必要であれば、メイン教室隣
の控え教室を使用

16:30 ～ 17:00 閉講式 大阪府
Osaka Metro人材育成センター

（中百舌鳥）
教室準備が必要であれば、教室分け要。
メイン教室で閉講式実施

当日のロジ関係の詳細
を詰める

17:00 ～ 17:50 バス移動：中百舌鳥研修所～宿舎

11/2(水) 9:00 ～ 11:00 チェックアウト/帰国 兵庫県 JICA関西センター チェックアウト

2/2
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1 本邦招へいの概要 

1.1 本邦招へい実施の経緯 

本招へいプログラムは日本工営株式会社、株式会社大阪メトロサービスの JV により

2020 年 1 月から開始された「バングラデシュ国 MRT6 号線安全マネジメントシステム

構築支援プロジェクト」（以下、本体業務）の一環として実施したものである。

本体業務では、これまでに三回に渡り、日本の安全マネジメントシステム設立の背景

や Osaka Metro 内での安全に対する取り組みについて教授する研修が現地対面および

オンラインで実施された他、DMTCL への安全マネジメントシステム構築に向けた

Workshop を現地で三回実施している。また、2022 年には 2 回の本邦研修プログラム

を開催し、管理者クラスや現場実務者クラスに向けて安全マネジメントの重要性や現

場職員への安全マネジメントシステムの実践方法等を教示した。さらに、2023 年 3 月

には、JICA の支援で構築され、日本の安全マネジメントシステムを踏襲している MRT 
Jakarta での第三国研修を実施し、MRT 開業後のエラーやトラブルへの対処方法や若い

組織における安全マネジメントシステム構築と促進方法等について教示頂いた。

本招へいプログラムは、Osaka Metro の現場で実際に取り組まれている安全マネジメン

トシステムについて理解を深めるとともに、組織の最高責任者としての責務を学ぶこ

とを目的に開催したものである。

1.2 DMTCL と MRT6 号線の概要 

DMTCL は 2013 年 6 月に 100%政府出資で国営企業として設立された鉄道事業者であ

る。既存のバングラデシュ国鉄である BR（鉄道省管轄）とは別組織であり、道路橋梁

省の管轄である。同鉄道事業者では、6 号線の開業を 2022 年 12 月に果たし、後述の

通り限定的な運行を実施している（2023 年 7 月現在）。また、MRT 1 号線及び MRT 2
号線、MRT 4 号線、MRT 5 号北線、MRT 5 号南線が計画、調査、設計段階にある。 

MRT6 号線はバングラデシュ政府主導の下、ファストトラック方式により建設中の全

線高架の MRT である。本鉄道は国内初の電気鉄道であり、ダッカ北部の Uttara エリ

アから南部の Motijheel 間を結ぶ、延長約 20km、16 駅の路線である。建設に当たって

は、バングラデシュ政府と JICA 間で円借款契約が締結されており、日本国支援の下

で進められている。昨年 12 月に先行開業区間（Uttara North – Agargaon）で部分開業が

行われ、数回に渡る営業時間拡大により現在は金曜日を定休日とする午前 8 時から午

後 8 時の 12 時間で限定的な運行が行われている。また、Agargaon から南の区間は、

2023 年 12 月頃に開業が行われる予定であり、DMTCL では全線・全日での運行に向け

て準備が進められている。

1.3 招へいの目的

本プログラムは DMTCL の経営に携わり、運行の最高責任者である Managing Director
（以下、MD）や MRT6 号線の最高責任者(Project Director、以下 PD)、人材育成の責任

者である Principal of Training Center 等の他に、同鉄道事業者を監督する立場にある省

庁の幹部クラスを対象に実施し、日本の鉄道事業者が実施している安全マネジメント
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システムの取り組みや安全文化を構築していくための仕組み、最高責任者としての責

務等について理解を図ることを目的とする。具体的には下記の 5 点を講義、現場視察、

Osaka Metro の役員との意見交換等を通じて教示した。

 鉄道事故の脅威と社会的影響

 安全マネジメントシステムの重要性

 最高責任者の安全上の役割

 社内での安全文化構築

 安全マネジメントシステムの現場への適用とその向上

1.4 招へい日程

本招へいは表 1-1 にまとめた日程で開催された。移動日も含めて合計 6 日間、実質の

本邦でのプログラムは 2 日半であった。詳細な日程は別添資料 1 にまとめる。 

表 1-1 招へい日程 

日付 内容

7 月 17 日(月) [移動]ダッカ→シンガポール 
7 月 18 日(火) [移動]シンガポール→関西、関西→日航ホテル 
7 月 19 日(水) [視察]うめきたプロジェクトの紹介と MRT と合わせた TOD 開発の取組視

察

[会議]Joint Coordination Committee(JCC) 
[会議]安全委員会準備会議 

7 月 20 日(木) [視察]Osaka Metro 管内鉄道視察（御堂筋線） 
[講義]乗務所における安全活動視察（中百舌鳥乗務所） 
[講義]運輸安全マネジメント制度・トップの役割 
[視察]輸送の生命館 

7 月 21 日(金) [講義]Osaka Metro の紹介  
[講義]Osaka Metro 役員との意見交換 
[発表]決意表明カードの作成と発表 
クロージングセレモニー

7 月 22 日(土) [移動]関西空港→シンガポール→ダッカ 
出典: JICA 専門家チーム 

1.5 招へいの参加者

招へい参加者を表 1-2 にまとめる。DMTCL の MD を中心に DMTCL から 4 名、監督

省庁から 2 名の合計 6 名が来日した。 

表 1-2 招へい参加者 

氏名 役職 所属

Mr. M.A.N. Siddique Managing Director Dhaka Mass Transit 
Company Limited 

Mr. Md. Aftabuddin Talukder Project Director of MRT Line-6 Dhaka Mass Transit 
Company Limited 

Mr. Md. Zahid Hossain Additional Secretary (Urban Transport 
Wing) 

Road Transport and 
Highways Division 

Mr. A K M Hafizur Rahman Additional Executive Director (Mass Dhaka Transport 



バングラデシュ国 MRT6 号線安全マネジメントシステム構築支援プロジェクト 
本邦招へい 報告書 

1-3

氏名 役職 所属

Transit) (Joint Secretary) Coordination Authority 
Mr. Khondaker Ehteshamul 
Kabir 

Additional Project Director (Admin & 
Finance) 

Dhaka Mass Transit 
Company Limited 

Mr. Md. Saidur Rahman Principal of MRT Training Center Dhaka Mass Transit 
Company Limited 

出典: JICA 専門家チーム 

1.6 招へい実施内容

1.6.1 日本入国（7 月 18 日） 

同行案内人及び JICA 専門家チーム （以下、JET）で被招へい者の出迎えを行った。

被招へい者搭乗便が 22 時頃の着陸となり、預け荷物の受取等を含めて 22 時 30 分頃

の入国となった。当初の予定では、SIM カードや軽食を空港にて購入する予定であっ

たが、移動での疲れによりホテルへの直行を望む被招へい者が多くいたため、上記物

品を購入せずにホテルへ移動した。

ホテル到着後は、夕食希望の被招へい者を連れて近隣のファストフード店へ出向き食

事対応を行った。

写真 1:入国時の状況

1.6.2 うめきたプロジェクトの紹介と TOD 開発の取組視察（7 月 19 日） 

面会者：相田 諭希典 氏（株式会社 UR リンケージ 海外プロジェクト推進室） 

日本においては、MRT の整備と合わせた都市開発を行うことで、MRT の利用の促進、

ひいては都市鉄道事業者の収入増により、安全対策も含めた財源を確保することが可

能となっている。

本招へいにおいては、都市開発に詳しい株式会社 UR リンケージの専門家を招き、う

めきたプロジェクトの紹介と TOD 開発の取組について現地視察を行いながら開発の

経緯やコンセプト等を説明頂いた。

ダッカでは、メトロ開発に合わせて、公共交通指向型の駅前開発が進められている。

専門家からは、日本の生活様式や鉄道ビジネス等を絡めた上での都市開発の方法やバ

ングラデシュへの適応などについて主に説明頂いた。参加者は将来のダッカメトロと

その周辺地域の在り方について考えながら、うめきたプロジェクトの開発経緯やコン

セプト等を確認した。
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写真 2:うめきたプロジェクト紹介状況 写真 3:うめきたプロジェクト紹介状況

1.6.3 Joint Coordination Committee（7 月 19 日） 

参加者：DMTCL、JET、JICA、RHTD、DTCA、DMP、FSCD 

Joint Coordination Committee（以下、JCC）は、MRT の安全マネジメントシステム構築

に関係するバングラデシュ政府機関等を集め、本体業務の進捗状況や課題などを議論

する合同会議である。半年に１回の頻度で、過去 3 回の JCC がバングラデシュにて開

催された。今回は、第 4 回目の開催であり、本邦招へいメンバーが参加する日本側と

バングラデシュ側をリモートで繋ぐハイブリッド形式にて実施された。

会議では JET 側より、モニタリングシート更新に関する報告や本体業務の達成状況、

未達成事項、今後の課題等が伝えられた。また、DMTCL の Mr. Saidur Rahman より

DMTCL の研修組織の状況や今後 MRT 路線網が発達していく中での人材開発の問題

などが伝えられた。

写真 4：JCC 実施状況

1.6.4 安全委員会準備会議（7 月 19 日） 

参加者：DMTCL、JET、JICA 

DMTCL では、MD が議事の決裁権限を握っており、トップダウンの仕組みで組織運

営がなされている。一方で安全に関する事項は早急に現場の意見を取り込み、決定し

て行くことが重要である。そのため、安全に特化した委員会を社内に設け円滑且つ慎

重な議論、決定がなされるよう安全委員会（以下、Safety Committee）を DMTCL 内で

発足することが、第 3 回 JCC の場で決定した。その後、専門家チームから委員会発足

に向けて組織体制図（案）等を作成し、DMTCL へ提案したが、本邦招へいまでに委員
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会の結成がなされていない状況であった。DMTCL が本業務終了後も持続的に安全文

化の構築、向上が行えるよう、プロジェクト期間内の委員会の発足を目指し、本邦招

へいの場で組織結成に向けた準備会議を実施した。

プログラム内では、JET より安全委員会の必要性や DMTCL が異常時に立ち上げる災

害対策本部（Disaster Management Team）との違いについて説明を行った。これに基づ

いて、MD を始めとする DMTCL メンバーが中心となり、必要性や組織体の在り方に

ついて議論を行った。MD のコメントとして、安全委員会の必要性については理解し

たものの、安全委員会のメンバーが重要になるとの判断のもと、実際の安全委員会の

メンバーや進め方については DMTCL 内での検討を今後進めていきたいとの意見があ

った。

写真 5：JET による説明時の状況 写真 6：被招へい者による委員会立ち上げ

に関する準備会議の状況 

1.6.5 Osaka Metro 管内鉄道視察（7 月 20 日） 

面会者：渕原 良平 氏（Osaka Metro 本町管区駅長） 

Osaka Metro 御堂筋線本町駅を視察した。駅プラットホーム上での駅員の安全動作で

は、決められたチェック項目を指差喚呼で確認し、不安全事項を確実に無くしていく

取組であることを確認した。駅長室では、異常時の初動体制が事前に役割分担されて

いることや火災警報装置が発報した場合の手順等が説明された。異常時に備えた事前

準備の重要性について理解頂いた。その他に、駅構内での避難経路図の設置状況やそ

れを用いた乗客の避難方法について説明を受け、災害リスクへの準備や乗客の安全避

難を最優先とした考え方等を理解頂いた。

写真 7：駅員による指差喚呼確認状況 写真 8：車掌による指差喚呼確認状況
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写真 9：駅員室での火災警報装置確認状況 写真 10：避難経路図確認状況 

1.6.6 御堂筋線乗車（7 月 20 日） 

面会者：JET 

Osaka Metro 御堂筋線で本町駅からなかもず駅へ移動した。日本の整列乗車や車内での

乗車マナー、車内広告等について確認を行った。Siddique 氏（MD）および Aftabuddin
氏(PD)が営業列車の運転席に体験乗車し、運転士の列車運転時の姿勢や指差喚呼によ

る信号確認と運転台設置機器や表示灯の確認方法を視察し、指差喚呼の重要性や運転

士の安全に徹する姿を確認した。

写真 11：Siddique 氏の運転席視察状況 写真 12：Aftabuddin 氏の運転席視察状況

1.6.7 中百舌鳥乗務所視察（7 月 20 日） 

面会者：小林 靖士 氏（Osaka Metro 中百舌鳥乗務所長） 

中百舌鳥乗務所にて、乗務前の安全確認として、出勤時のアルコールチェッカーを用

いた呼気検査や健康確認、留意事項伝達の確認、当月の指導目標及び実施細目の確認、

会社支給のタブレットによる安全面に関する伝達事項の確認が実施されていることを

説明頂いた。乗務員の体調面のチェックや安全事項の伝達等が一連のプロセスとして

成り立っており、乗務前にこれらが確実に実施されることで安全を担保していること

を被招へい者に理解頂いた。また、企業理念や安全方針など社員が徹底すべき基本的

姿勢に関する内容のポスターが貼られており、これらは社員が常に確認できるような

場所に複数設置されていることや内容を全社員が確実に把握できるようにしているこ

とが伝えられた。その他に、運転シミュレーターを活用して異常時の対応や輸送指令

所との連絡方法等を確認した。
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被招へい者からは、運転士のシフト管理状況や乗務時間などについて確認があった。

Osaka Metro では複数のシフトパターンがあるが、連続した乗務は最大でも 2 時間程

度であることが伝えられた。バングラデシュではなじみがないとのことで、泊まり勤

務にも興味を示していた。

日々変化する乗務員の健康状況の確認や安全状況の管理等を適切かつ確実に実施する

ことで安全運行が担保されることを被招へい者に理解頂いた。

写真 13：安全方針設置状況の確認 写真 14：シミュレーター訓練状況

1.6.8 運輸安全マネジメント制度・トップの役割（7 月 20 日） 

面会者：荻野 康二 氏（JET） 

JR 西日本福知山線事故を始めとする輸送事故がもたらした社会的影響について説明

され、日本での安全マネジメントシステムが発足した背景やその必要性、組織レベル

で進めていくためのプロセスについて話があった。中でも、安全マネジメントシステ

ムを構築していくためには、経営トップをはじめとした経営層が安全について十分に

理解し、活動方針を定めていくことが大切であり、日々安全への努力が欠かせないこ

とから、荻野氏より「安全には絶対は無く、ゴールもない」という言葉が強調して伝

えられた。その他に、具体的にトップマネージャーとしてどのように安全に関与する

必要があるのかが示され、MD が DMTCL で推進していくべき推奨事項等が伝えられ

た。

被招へい者は組織としての安全文化を構築する意義や必要性、さらには、その中での

管理者としての責務について理解した。

写真 15：レクチャー風景 写真 16：指差喚呼練習風景
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1.6.9 輸送の生命館視察（7 月 20 日） 

面会者：松岡 敬二 氏（JET） 

Osaka Metro では同社で発生した事故当時の資料等を展示し、事故を風化させず次世代

の社員にもその脅威や教訓が伝えられ、そこから安全について十分な理解を図ること

ができるように「輸送の生命館」を整備し、社員の研修を実施している。同施設を用

いた研修は全社員を対象に定期的に実施しており、Osaka Metro 管内で発生した事故や

社外で発生した事故、異常時における行動、災害時のマニュアル使用方法、安全方針

に関する事項等について研修が行われていることが説明された。

輸送の生命館は大きく分けて 2 ゾーンに分かれており、過去の Osaka Metro 管内での

事故について学ぶエリアと異常時の機器の使用方法を学び、実業務でのスキルを身に

着けるエリアから構成されている。

過去の事故について学ぶエリアでは、旧大阪市営地下鉄時代に発生した事故等につい

て説明が行われ、輸送指令と運転士のコミュニケーションエラーや所定の措置を逸脱

したことで発生したインシデント、また自動運転機器の故障により生じた事故などが

紹介された。ここでは、事故原因の理解のみならず事故がもたらす脅威や社会的影響

等を正しく理解することが大切であることが松岡氏より伝えられた。

異常時の機器等について学ぶエリアでは、火災報知器や非常停止ボタンが発報した際

の対処方法など、異常時に使用する機器に実際に触れて使用方法を学ぶ場として設け

られている。触れたことが無い機器は、異常時には絶対に使用できないため、普段よ

り実機による訓練が大切であることが松岡氏より伝えられた。

また、館内には同施設で安全研修を受けた社員が、自身の安全行動への抱負と誓いを

行う「決意表明カード」について説明が行われた。

被招へい者は、鉄道事業者が自ら安全発信の施設を持つ意義や安全研修の実施体制、

社員の安全意識向上の必要性について理解頂いた。

写真 17：事故の原因とヒューマンエラー

の脅威に関するレクチャー 

写真 18：事故当時の状況説明
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写真 19：異常時脱出ラダー使用体験 写真 20：輸送の生命館視察状況 

1.6.10 Osaka Metro の紹介（7 月 21 日） 

面会者：仲井 信雄 氏（JET） 

JET から Osaka Metro の紹介を行った。会社沿革の他に、事故災害発生時に備えた体

制づくりや日頃の安全確保のための人材育成の取り組みについて説明した。

被招へい者からは、部署ごとの訓練はスタッフの専門性を上げていくのに有効である

ことや、総合訓練での包括的な訓練による部署間の確認などの重要性についてコメン

ト頂いた。普段できないことは、異常事態発生時にはできないため、研修を積んで実

施できるようにすることが必要であることを理解頂いた。

また、異常事態時の質問が寄せられ、警察との連絡手段や第三者による事故調査体制

について質問があった。Osaka Metro では事故が発生した現場から輸送指令所へ状況等

を含めた連絡が行われ、さらに現場及び輸送指令所の双方から警察及び関係機関への

連絡が行われる。事故調査体制については、内部での事故調査を行う他に、鉄道運転

事故等の重大事象については、国土交通省運輸安全委員会にて詳細調査が行われるこ

とが伝えられた。仲井氏より自責はもちろん他責であっても鉄道事故の状況を内部で

詳細に把握し、対応方針を定めることが重要であることが強調して伝えられた。Saidur
氏より、DMTCL が運営しているメトロを、責任を持って運行できるように精進した

いとのコメントがあった。

その他に、安全管理費の財源の確保に向けた運賃値上げに関する質問があった。Osaka 
Metro では、一定規模の乗客があるため安全管理費を捻出するだけの財源があり、そ

こから安全管理費を捻出されていることが伝えられた。また、日本では運賃改定には

国土交通省の認可が必要なことや 2021 年 12 月に移動の円滑化を念頭に鉄道利用者全

体からバリアフリー設備の増強のための費用を運賃に含めることが国土交通省が認め

たことで料金改定を行ったことが説明された。

被招へい者は、Osaka Metro の安全管理について理解するとともに、自身の MRT を安

全な状態に維持、向上するための方法等を検討することができた。
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写真 21：Osaka Metro の紹介 写真 22：Osaka Metro の紹介 

1.6.11 Osaka Metro 役員との意見交換（7 月 21 日） 

面会者：伊藤 博幸 氏（Osaka Metro 取締役）、鍋島 寛之 氏（安全推進部長）、廣畑 秀
行 氏（運転部長）、八木 義晴 氏（車両部長）

Osaka Metro 取締役の伊藤氏及び事業部門長の鍋島氏、廣畑氏、八木氏を招き DMTCL
との意見交換会を実施した。鉄道事業者の経営者層における安全への関与や SMS の

推進方法など DMTCL が持続的に安全活動を進めていくための質問等が寄せられ、

Osaka Metro での知見をベースに伊藤氏及び各事業部の部門長から回答を頂いた。質疑

応答内容を下表に示す。

表 1-3 意見交換記録 

質問者 質問・コメント 回答者 回答

Mr. Sidur 
Rahman 

[コメント] DMTCL は新規鉄道事業

者であり、様々な取組が初めての経

験である。現在は、MRT 運行業務が

始まり、人材育成や安全運行、利益

などが求められている。本日は、上

記事項等についてアドバイスを頂

きたい。

- - 

Mr. Md. 
Aftabuddin 
Talukder 

[コメント] DMTCL は 100%国が出

資の下、2013 年に設立され、6 号線

の建設から始まり、昨年 12 月に

Uttara North から Agargaon 間で 6 号

線の運行が始まった。DMTCL は鉄

道運行を始めて6か月と未熟な組織

のため、90 年間の豊富な実績を持つ

Osaka Metro から沢山のアドバイス

を頂きたい。

- - 

Mr. Md. 
Zahid 
Hossain 

[コメント] ダッカ市はコンパクト

な都市で多くの人口を抱えている。

首相先導の下、持続的な交通を目指

すべく長期的な鉄道計画が進めら

れている。現在、6 路線の計画を持

っており、1 路線が開業、3 路線が

設計・施工段階、2 路線が準備段階

である。

- - 

Mr. Md. 
Zahid 
Hossain 

[質問] DMTCL は 100%国が出資す

る国営企業である。Osaka Metro は

どのような企業体であるか。

伊藤氏 Osaka Metro は 2018 年に市営

企業から民営化された組織

である。現在は、大阪市が
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質問者 質問・コメント 回答者 回答

100%の株を保有している。一

方で、民営化前は、出資金を

市から得て運行事業に充て

ていたが、現在は税金を納め

る立場となっている。

JET 望月 [補足質問] 安全管理費をどのよう

に設けているのか。

伊藤氏 Osaka Metro は運賃収入が一

定規模あり、そこから得られ

た財源を安全管理費に割り

当てている。安全管理費は毎

年の施策等により変動する

ため、社長及び安全統括管理

者間で議論をしながら予算

取りを行っている。

JET 望月 [補足質問] DMTCL では安全管理費

が設置されていない。また、安全マ

ネジメントの推進を図る安全委員

会のような会議体も存在していな

い。DMTCL は今後どのような取組

が必要であるか。

伊藤氏 安全を管理する会議体は必

要であると考える。利益と安

全の両輪を見ながら正しい

方向へコントロールできる

組織が必要である。

JET 望月 [補足質問] DMTCL では安全も含め

て全てが社長（MD）の決裁である。

社長以外のリーダーとなる人がい

ない。

伊藤氏 社長の仕事は多岐に渡るた

る一方で、安全については必

ず把握しておかなければな

らない事項の一つである。社

長をサポートする安全統括

管理者に値するポジション

が DMTCL でも必要だと考え

る。

Mr. 
Khondaker 
Ehteshamul 
Kabir 

[質問] Osaka Metro では人材育成を

どのようにすすめているのか。

鍋島氏 人材育成は、運転や各種技術

等の専門性については、各部

門で責任を持ち進めている。

その他に、Osaka Metro 内で発

生した事案や重要事項の伝

達等は部門を超えて、情報を

水平展開できるような仕組

みを取り入れている。

また、非鉄道部門の人材への

研修も進めている。鉄道従事

員であることを自覚させ、研

修等を通じて MRT のメカニ

ズム等を共有している。これ

らの取組から有事の際は、社

内全体が一丸となって対応

できるようにしている。

Mr. 
Khondaker 
Ehteshamul 
Kabir 

[質問] Osaka Metro では SDGs への

取組が行われていると聞いている。

現在、DMTCL でも SDGs に対する

取組を行うべく、活動等を議論して

いる状況である。Osaka Metro では

具体的にどのような SDGs の取組を

実施しているのか。

伊藤氏 Osaka Metro では SDGs の取

組を一覧にして、ホームペー

ジで活動報告を実施してい

る。具体的な取組としては、

Osaka Metro は創設後 90 年を

迎える組織であり、複数の施

設が老朽化している。これら

の施設では炭素排出量が多

くなる傾向にあるため、施設
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質問者 質問・コメント 回答者 回答

の更新を図り脱炭素化に努

めている。また、「住み続けら

れるまちづくり」の一環とし

て、安全な MRT をサービス

として提供することで持続

的に住み続けられるまちづ

くりを行っており、MRT が持

つ役割である。さらに、同テ

ーマの中の一つとして、

DMTCL への支援も上げてい

る。

Mr. M.A.N. 
Siddique 

[質問] DMTCL では、運賃収入拡大

に向けて、ショッピングプラザの誘

致など非鉄道運営部門にも力を入

れていき MRT の利用者層を拡大し

ていきたい。Osaka Metro では非鉄

道事業での収益はどの程度である

か。

伊藤氏 非鉄道事業は、全体の収益の

15%程度である。市営地下鉄

時代には、非鉄道事業を推進

していなかったため、Osaka 
Metro として今後拡大してい

くべき事業の一つである。

Mr. M.A.N. 
Siddique 

[質問] DMTCL は新しい組織であ

り、今後様々なリスクに直面する可

能性がある。初期段階の事業者とし

て、車両や運行面でのアドバイスが

欲しい。

廣畑氏 安全は最優先事項という一

丸の考えの下で何事も推進

していく必要がある。そのた

めに、定期的な研修及び訓練

の実施が重要である。さら

に、研修を行う管理監督者

は、知識がそれに見合ったも

のでなければならないため、

常に新しい情報等を持つ必

要がある。なお研修を確実に

実施していくためにも、計画

を作成することが重要であ

る。

Mr. M.A.N. 
Siddique 

[質問] DMTCL は新しい組織であ

り、今後様々なリスクに直面する可

能性がある。初期段階の事業者とし

て、車両や運行面でのアドバイスが

欲しい。

八木氏 現在の鉄道はフェールセー

フ機構が搭載されており、異

常を感知すると自動で停止

する。一方で、復旧をさせる

のは人間である。そのため、

いかに乗客を待たせずに復

旧できるのかが、安定輸送の

面で重要である。安全+安定

輸送の両立が重要である。

伊藤氏 [質問] Osaka Metro ではベテラン社

員から若手社員へ技術を継承する

形で社内教育が進められている。

DMTCL ではどのように社内教育を

進めていく予定であるのか。

Mr. 
Saidur 
Rahman 

DMTCL では新規雇用者へ信

号や車両、安全など様々なこ

とを研修している。一方で、

研修教官も未熟であり、5 年

程度の実務経験（建設業務で

の各担当も含めて）しかな

い。専門教育は教官が保持す

る知識等で進められるが、各

分野が総合で実施する訓練

などの実施は各境界点の内

容等も把握する必要があり、

難しい状況である。また、信
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質問者 質問・コメント 回答者 回答

号や車両など通信技術を持

つ機器のメンテナンスに苦

労しており、Osaka Metro に今

後支援をしてほしい内容の

一つである。

Mr. M.A.N. 
Siddique 

[コメント] DMTCL では鉄道事業者

での経験を持つものを国鉄等から

集め、MRT運行でその知識を役立て

られると考えていた。一方で、国鉄

ではディーゼル機関車の車両を使

用していることや、駅間閉塞式の信

号システムを用いてる点など MRT
とは条件が異なり、十分に前職での

経験が発揮できない場合があった。

通信技術の面では特に問題があり、

通信専門学校に社員を送り込み、知

識の増強を図った。

また、MRTトレーニングセンターを

設立し、営業運行開始前に海外から

専門家を招き研修を行う予定であ

ったが、コロナウイルスが始まり、

十分な研修機会を作ることが出来

なかった。

現在は、日本・ジャカルタ・インド

などの海外研修も始まっており、社

員が鉄道運行に関する能力を身に

着け始めている。

- - 

鍋島氏 [質問] 安全のためにどのようなこ

とを今後考えているか。

Mr. 
M.A.N.
Siddique

JR 西日本福知山線の事故な

どを知り、改めて安全が最優

先事項でなければならない

と考えている。福知山線と

DMTCL では信号システムが

異なるため、大惨事は発生し

ないと考えている。一方で、

システムの特性を正しく理

解しなければ、危険であるた

め、DMTCL が採用している

鉄道システムについて社員

が理解を図ることが大切で

ある。

鍋島氏 [質問] DMTCL には安全を促進、発

信していく部門はあるか。

Mr. 
M.A.N.
Siddiqu

Deputy of GM safety や GM 
Rolling Stock、GM Operation な

どが各情報を共有している。

その他に、教育機関も設けて

おり、安全に関する研修等の

事項について復習ができる

体制を整えている。

伊藤氏 [コメント] 最新システムだから安

全という考えの下で、システムに依

存するのではなく、有事の際は自力

で動かせるまたは、危険を及ぼす恐

れ等を危惧して動かさないなど状

Mr. 
M.A.N.
Siddiqu

DMTCL ではマニュアルを使

った研修を最初に行い、シス

テムの特性やメカニズムを

教育している。その後、実際

の施設での研修や実務を開
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質問者 質問・コメント 回答者 回答

況やスキルに応じた正しい判断が

行えるようになることが大切であ

る。

Osaka Metro では近年の気候変動に

よる災害や情報の変化にも対応で

きるよう、最新のマニュアルに随時

更新を行っている。DMTCL でもマ

ニュアルを構築して終わりではな

く更新等を行い常に現況に合った

ものとする必要がある。

始する。

出典: JICA 専門家チーム 

写真 23：意見交換実施状況 写真 24：意見交換実施状況

1.6.12 決意表明カード作成（7 月 21 日） 

面会者：JET 

Osaka Metro の安全への取組の一環として行われている決意表明カードの作成を踏襲

し、本プログラムの最終項目として実施した。招へい期間中に各自が学んだ内容も踏

まえ、それぞれの立場や考えの下、安全マネジメントの構築に向けた決意を記載した

決意表明カードを作成した。

写真 25：決意表明カード
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1.6.13 クロージングセレモニー（7 月 21 日） 

招へいプログラムの終了セレモニーを実施した。式内で被招へい者の代表として MD
からコメントを頂き、Osaka Metro の安全管理体制を視察しての感想や DMTCL を安

全な鉄道事業者にする上での抱負が語られた。

写真 26：MD より安全運行に関する抱負

2 実施結果についての所見

2.1 カリキュラムの評価・改善点等

2.1.1 良かった点 

(1) カリキュラム全体

短期間での開催であったが、レクチャー、視察、ディスカッション等、幅広いプログ

ラムを構築することができた。また、実際に Osaka Metro の MRT に乗車したこと、さ

らに安全運行に関する現場を視察できたことで、DMTCL が目指す MRT の姿を再確認

することができたと考える。

(2) 決意表明カードの作成

Osaka Metro で実際に実施されている決意表明カードを踏襲し、プログラムで学んだ内

容をもとに安全への決意表明を作成した。Principal of Training Center より DMTCL 内

での研修終了後に同様のカード作成を進めたいといった意見を頂いた他、作成したカ

ードを DMTCL の研修施設へ展示する予定である。DMTCL での安全への取組や社内

の安全文化構築に向けて一歩前進したと考える。

2.1.2 改善点 

(1) 時間割

本プログラムは実質 2 日半の期間であり、実施できる範囲に限度があった。特に、今

回の被招へい者は本体業務で実施した安全マネジメントシステムに関する研修へ未参

加の者が多く、プログラムの導入として安全マネジメント論を再確認する必要があっ

た。そのため、現場等で実際に日本の鉄道運行における安全体制が確認できる時間は

わずかであった。
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■改善策

今回は本体業務終了直前での開催となり、準備期間等も踏まえた上で日付が決められ

た。そのため、月曜日に祝日を挟む週での開催となりプログラムに割ける時間が短か

った。今後招へいプログラムを開催する場合は、最低でも本邦で 4 日間以上の時間を

持つことで、レクチャーや視察などを満遍なく実施できると考える。

(2) 体調管理

入国便が深夜であり且つ短期間でのプログラム実施であったため、気候や時差などに

適応する前から全日のプログラムが開催された。そのため、プログラム終盤で疲れが

出ている被招へい者も見られた。

■改善策

入国は日中に到着できる便を抽出し、到着日は十分な休養を取れるように配慮するプ

ログラムが必要である。さらに、プログラムの期間も数日間長くするなどし、1 日の

終了時刻を早めるなどの改善が望まれる。

2.2 その他気付きの点

2.2.1 食事 

初日は深夜便にて入国したため、コンビニエンスストア等での食事購入を検討してい

た。一方で、被招へい者からは疲れが見られ、空港内のコンビニでの買い物を断られ

ることがあった。到着後のスケジュールも含めて事前に被招へい者に理解頂くことや、

夜間到着時は、サンドウィッチなどの軽食をあらかじめ準備しておくことで円滑な移

動が可能となると考える。

夕食の予約時間が早いといった声が上げられた。バングラデシュでは夕食時間は 22 時

以降となるケースも多く、日本の 18 時台の夕食時間に馴染めない被招へい者が見ら

れた。

ハラルフード対応でもセルフ形式の焼き肉などバングラデシュには存在しない形式の

食事を受け入れられない被招へい者が多かった。インドカレーなど食文化に近いメニ

ューを揃えたレストランの選択が望まれる。

夏季実施のプログラムのため、水を欲する被招へい者が見られた。昨年実施した本邦

研修では冷たい飲料水を配付した経験があるが、体調を崩す恐れがあることや、バン

グラデシュの文化として冷たい飲料に馴染みがないことが原因で十分な水分補給が出

来ないケースが見られた。これらの経験に基づいて、JET 側で事前に人数分の常温の

飲料水を準備してスムーズに支給する対応を整えた。

2.2.2 礼拝 

宗教上の配慮も欠かすことなくプログラムを構築し、日々の礼拝時間や金曜日のモス

クでの礼拝などを取り入れ対応を行えた。

被招へい者全員がムスリムであったが、日々の礼拝を望まれる方はいなかった。一方

で、金曜日のモスクでの礼拝は被招へい者全員が参加した。ムスリムでも宗派や宗教

への価値観の差などにより日々の礼拝の必要性が異なるため、礼拝時間を事前に取り

入れて配慮できたことは良かったと考える。
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2.2.3 生活費 

招へい事業では、食費や交通費等が同行案内人から支払われる方法を取っており、被

招へい者個人への日当の支給を行っていない。本プログラムは深夜便での入国となり、

到着時に両替所が閉店しており、両替をできずに入国した方が多い。また、クレジッ

トカード等を所持していない方も数名見られ、飲料等の軽微な品を自費で購入できな

いケースがあった。招へい事業でも少額の日当を支給できると、生活面での不自由が

解消されると考える。

両替については、乗換先の空港（今回はシンガポール）でも可能である。深夜着便の

場合は、こちらでの両替の実施の推奨も併せてブリーフィング時に実施できると良い

と考える。
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開催日 会議名 

2021 年 11 月 9 日 第 1 回 JCC 

2022 年 4 月 21 日 第 2 回 JCC 

2023 年 2 月 7 日 第 3 回 JCC 

2023 年 7 月 19 日 第 4 回 JCC 
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The Project on Technical Assistance for  
Mass Rapid Transit Safety Management System of Line 6 

Minutes of Meeting 
 
Subject:  4th Joint Coordination Committee (JCC) Meeting 
Location: 31st Floor, Conference Room, Hotel Nikko, Osaka, Japan 

and  
13th Floor, Conference Room, DMTCL, Dhaka, Bangladesh  
and  
Zoom 

Date: 19th July 2023, 14:00– 15:30 (Japan Standard Time) 
Participant: 
 

[DMTCL] 
M.A.N Siddique (MD), Md. Aftabuddin Talukder (P.D. MRT Line-6), Nasir Uddin 
Ahmed (Director O&M), Krishna Kanta Biswas (Addl. PD, MRT Line-6), Md. Zakaria 
(APD, Line-6), Md. Iftikhar Hossain, Mr. A.B.M. Ariful Rahman (Project Manager, CP-
08, Line-6), Md. Abdul Baten Fakir (DPD, F&A, Line-6), Md. Abu Bakor Siddique 
(Asst. Manager Mechanical), Mr. Mohammad Raihan Faruque (Asst. Manager 
Inspection, Planning, and Monitoring), Mohammad Shahjahan (Project Manager 1, 
Line-6), Abdul Matin Chowdhury (APD, MECH, L-5 NR), Kamrun Nahar (AE, CIVIL, 
Line-6), Nazmul Islam Bhuiyan (DPD, PR, DMRTDP Line-6), Md. Saidur Rahman 
(Principal, Training Centre), A K M Hafizur Rahman (DTCA), Khondaker Ehteshamul 
Kabir (APD, DMTCL), Fire Service & Civil Defense 
 
[RTHD] 
Md. Zahid Hossain (Additional Secretary) 
 
[FIRE SERVICE AND CIVIL DEFENSE] 
Md. Bazlur Rahman (DAD, fire service and civil defense) 
 
[DTCA] 
A K M Hafizur Rahman (Additional Executive Director) 
 
[JICA Headquarters] 
Hideaki Yamaguchi, Tasuku Iida 
 
[JICA Bangladesh office] 
Suman Das Gupta 
 
[Expert Team] 
Atsushi Mochizuki, Ryohei Hashimoto, Nobuo Nakai, Jun Kawashita, Keiji Matsuoka, 
Hayami Saso, Yasuji Ogino, Mahboob E Khuda (Local Expert), Mohammad Monibur 
Rahman (Local Expert) 

Agenda: 1. Review of 3rd JCC meeting. 
2. Presentation 

2.1 Introduction of the Project Output – Expert Team. 
2.2 Update of Project Output – Expert Team. 
2.3 Way Forward for Implementation of SMS – Expert Team.  
2.4 Future Plan for Capacity Building on SMS– Principal of DMTCL Training 

Center. 
3. Commitment of Top Management to Ensuring the Safety and Establishment of SMS 

in DMTCL 
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4. Discussion 
5. Closing Remarks by DMTCL 

Recorded 
by: 

JICA Expert Team (JET) 

Handout: 1. Introduction of Project Output 
2. Project Monitoring Sheet 
3. Way Forward for Implementation of SMS 

 
 
Speaker: Content: Action by: By When Decision 
M.A.N 
Siddique (MD, 
DMTCL) 
 

1. Opening Remarks 
Describe opening remarks and facilitate the 
program. 

   

Yamaguchi 
(JICA) 
 

2. Opening Remarks 
Described the importance of the Safety 
Management System in railway operation. 
 

   

Mochizuki 
(JET) 

3. Introduction of the Project Output  
Briefly explained the result of the last JCC 
meeting. 

   

Mochizuki 
(JET) 

4. Introduction of the Project Output  
Explained the conducted project activities and 
obtained output from these activities. 

   

Hashimoto 
(JET) 

5. Update of Project Monitoring Sheet 
Informed update of the 5th monitoring sheet and 
briefly explained the updated point in the project 
monitoring sheet. 

   

Mochizuki 
(JET) 
 

6. Way Forward for implementation of SMS 
Explained the desirable SMS activities by 
DMTCL toward developing SMS in DMTCL 
after the JICA SMS project. 

   

Saidur Rahman 
(DMTCL) 
 

7. Future Plan for Capacity Building on SMS 
Explained the human resource and training 
system including SMS-related training in 
DMTCL. Emphasized the necessity of further 
support regarding the capacity building for 
trainers and hands-on training. 

   

M.A.N 
Siddique (MD, 
DMTCL) 
 

7. Commitment of Top Management to 
Ensuring the Safety and Establishment of SMS 
in DMTCL 
Looked back at the opening of the operation and 
faced problems in the operation stage and 
described the importance of Safety operation. The 
Managing Director emphasized its commitment to 
further safe operations and the implementation of 
SMS.  

 
 

  

 8. Discussion    
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Speaker: Content: Action by: By When Decision 
Nasir Uddin 
Ahmed 
(Director 
O&M) 

Mr. Nasir mentioned the importance of the 
following manuals to ensure safety in DMTCL. 
Also, he said, the training implementation using 
manuals prepared in each department should be 
implemented to penetrate the contents of manuals. 

   

Md. Iftikhar 
Hossain (GM 
Operation) 
 

Mr. Iftikhar mentioned the need for training and 
drills for many emergency cases, not just fire 
cases, and the importance of conducting drills 
with relevant staff and actual equipment. 

   

Md. Abu 
Bakor 
Siddique 
(Assistant 
Manager) 

Mr. Abu Bakor said, DMTCL would like to 
prepare the depot working procedure for secure 
safety in the depot. If Osaka Metro has such kind 
of manual, we would like to refer to it. 

   

A.B.M Arifur 
Rahman 
(Deputy 
Secretary) 

Mr. Arif said, when I visited Osaka Metro in 
training in Japan, I observed the demonstration 
training in Midorigi Depot. DMTCL also wants to 
install such kind of practical training for depot 
staff. 

   

Krishna Kanta 
(Additional 
Project 
Director) 

Mr. Krishna said, when I attended the training in 
Japan, I learned an internal safety audit system in 
Osaka Metro. I heard that this activity will be 
applied to DMTCL. But this activity has not been 
started yet. 

   

M.A.N 
Siddique (MD, 
DMTCL) 
 

9. Closing Remarks 
Mr. M.A.N Siddique reviewed this JCC and 
approved the following 3 things. 
1. Project output including the 5th Monitoring 

Sheet 
2. SMS activities including Safety Committee 

will be promoted in DMTCL toward the 
establishment of SMS 

3. Project completion on 31st July 2023 
 
In the comment about unapproved SMS-related 
manuals identified as unfulfilled tasks by the 
Expert Team in JCC mentioned, the Managing 
Director allowed them to be applied to DMTCL 
toward the implementation of SMS activities. 
1. (Draft) Basic Procedure of Internal Safety 
Audit 
2. (Draft) The Procedure Manual for Potential 
Risk Sharing and Reporting 
3. (Draft) The procedure manual of the 
Emergency Drill 
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For and on behalf of the Expert Team For and on behalf of the DMTCL 
 

 

  

 

Atsushi MOCHIZUKI 
Team Leader/ Safety Management 
JICA Expert Team  

 M.A.N Siddique 
Managing Director  
Dhaka Mass Transit Company Limited 
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添付資料⑥：その他活動協力実績 

 

業務従事期間中に作成した下表の資料は「技術協力成果品」にて示す。 

No. 資料名 

巻末資料 1 ワークプラン（ドラフト版） 

巻末資料 2 ワークプラン（修正版） 

巻末資料 3 ベースライン調査レポート 

巻末資料 4 市民意識調査 

巻末資料 5 JCC 資料 

巻末資料 6 JCC 議事録 

巻末資料 7 技術研修資料 

巻末資料 8 ワークショップ資料 

巻末資料 9 第三国研修（MRT Jakarta）資料 

巻末資料 10 PIU 会議資料（JICA Expert Team 準備分） 

巻末資料 11 作成した SMS 関連資料及びマニュアル 

巻末資料 12 異常事態訓練 （2022 年 4 月実施） 

巻末資料 13 異常事態訓練 （2023 年 6 月実施） 

巻末資料 14 バングラデシュにおける PR 成果品 

巻末資料 15 日本における PR 成果品 
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